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お買い上げし、ただき、ありがとうござし、ます。 

ご使用の前こ、この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使し、ください。 

お読みになったあとは、 r 保証書」とともに大切に保管してください。 

なお、お買い上げいただきました製品は、厳重なぞ□質管理のもとに生産されておりまずが、ご不審な箇所などがありましたら、お早めにお買い上げ店、または最寄りの株ま会せ 
マランツコンシューマーマーケティング各営業巧にお問い合わせください。 


付属品の確認 


下記の付属品がそろっていることを確認してください。 


リモコン1台 


マイク1個 


取扱説明書(本書）1冊 
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AM ループア ンテナ 1 個 
FM アンテナ1本 


電源コード1本 




保証書(か箱に貼り付け）1部 


単4お乾電ミせ2本 
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( S ) 記号は禁止の行為であることを告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれ 
ています。 

♦記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントか 
ら抜く）がおかれています。 

A 記号はミ主意を促す内容があることを告げるものです。 

図の中に具体的なま意内容（左図の場合は指をはさまれないようにま 
意)が描かれています。 
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运 

電源プラグをコン 
セントから抜く 


万一、煙が化ている、変なにおい作音がするなどの異常状態のまま使用 
ずると义絮-感電の原因となりまず。すぐに機器本体の電源スイッチ 
を切り、必ず電源プラグをコンセントか6抜いてください。煙が化なく 
なるのを磕認して販売店に修理をご依頼ください。 

万一、内部に水などが入った場含は、まず機器本体の電源スイッチを切 
り、電源プラグをコンセントから抜いて販売店にご速絡ください。その 
まま使用ずると义災-感電の原因となりまず。 

万一、機器の内部に異物が入った場合は、まず機器本体の電源スイッチ 
を切り、電源プラグをコンセントか6抜いて販売店にご連絡ください。 
そのまま使用ずると义烫-感電の原因となります。 


まを上のご注意 


ご使用の前に、この「を全上のごま意」をよくお読みになり、正しくお使いください。 
お読みになったあとは、いつでも見られる場所に保証書と共に必ず保管してください。 

絵衷"、について 

この「を全上のごを意」は、製品をを全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財 
産への損害をホ巧に防止するため、いろいろな給ま示をしています。内容をよく理解してから本 
文をお読みください。 


A 警告 

A 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死 t ま 
たは重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 


、 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害 

B を負う可能性が想定される内容および物的損害のみの発 
' 生が想定される内容を示しています。 


シ 

セ 

、ン 

Jh 

'ソ。 

お 

用 

操 

作 

困 

fz . 

と 

ぎ 

は 

そ 

の 

他 

處 

瓜 

A 

警告 

V ゾ 


を部の名称基本接続 基本操作 応用接続 


A 



A 
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電源プラグをコン 
セントから巧く 


(§) 

水場での使用禁止 


S) 




♦ 電源コードが傷んだら(お線の露化、断髓など)販売店に交換をご依頼く 
ださい。そのまま使巧ずると义楽-感電の原因となりまず。 

♦ 製品に同個している電源コードのみ使用してください。製晶じ同相して 
し、 ない電源コードを使用しないでください。 

♦ この機器を設置ずる攝含は、壁から 20 cmJ : 厶 b の間隔をおいてください。 
また、放熱をよくずるために、化の機器との間は少し離して置いてくだ 
さい。ラックなどじ入れる時は、機器の天面から 20 cmW 上、背面か6 
10(：の^上のずきまをぁけてくださぃ。内部に熱がこもり义災の原因と 
なります。 


参万一、この機器を落したり、キャビネ、ソトを破損した場合は、機器本体の 
電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントか6抜いて販売店にご速 
絡ください。ぞのまま使用すると义楽-感電の原因となりまず。 


♦ 風呂塌が窓ぎわで雨などがかかるおそれのある所等の水滴がかかる攝巧 
では使用しないでください。义災-感電の原因となります。 


♦付属の電池はリモコンの動作確認用です。充電しないでください。電 
池の破裂、液もれじより、义災、けがの原因となります。 

♦ 表示された電源電圧（交流100ボルト） W 外の電圧で使用しないでくだ 
さい。义雖-感電の原因となりまず。 

♦ この機器を使用できるのは日本国内のみでず。電源周波数は日 OHz 地 
域または 60 Hz 地域でご使用できまず。船舶などの直流 ( DC ) 電源には 
接続しないでください。义楽の原因となりまず。 

♦ この機器の開□部をふさがないでください。開□部をふさぐと内部に熱 
がこもり、义楽の原因となりまず。この機器には、内部の温度上昇を防 
ぐため、ケースの上部や底部などじ開□部があります。次のような使い 
方はしないでください。 

この機器をあお向けや横倒し、逆さまじする。 

この機器を押し人れ、専巧のラック W 外の本箱など風通しの悪い狭い巧 
に巧し込む。 

テープルク□スをかけたり、じゅうたん、布団の上において使用ずる。 

♦ この機器の上じろう若く等のがが凳生しているものを置かないでくださ 
し、义楽の原因になりまず。 

♦ この機器の開□部などから内部に金属類や燃えやずいものなどを差し込 
んだり、落し込んピリしないでください。义が-感電の原因となりまず。 
特にお子様のいるご家庭ではごま意ください。 


♦ この機器の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品]、薬品や水などの入った 
容器やルさな金属物を置かないでください。こ t すれたり、中に入った場 
含乂が-感電の原因とな U ます。 

♦ エアコンの下に置かないでください。エアコンか6水滴が滴下した場 
合、汚損-故障-义烫-感電の原因となります。 

♦ 電源コードの上に重いものをのせたり、コードが本機の下敷にならない 
ようじしてください。コードに傷がついて、义災-感電の原因となりま 
す。コードの上を敷物などで覆うことじより、ぞれに気付かず、重い物を 
のせてしまうことがありまず。 

♦ 電源コードを傷つけたり、化工したり、無理に曲げたり、ねじったり、 
弓 I っ張ったり、力□熱したりしないでください。コードが破損して、义楽- 
感電の原因となります。 























接輔禁止 


♦ 雷が鳴り化したら、電源プラグには触れないでください。感電の原因と 
なりまず。 



み锅禁止 


♦ この機器に水が入ったり、姑らさないようじごま意ください。义楽-感 
電の原因となります。雨天、峰雪中、海岸、水辺での使巧は特にごま意く 
ださい。 


♦ この機器の裏ぶた、キャビネット、カバーは絶対外さないでください。内 
部には電圧の高い部分があり、感電の原因となります。内部の点横-整 
倩-修理は販売店にご依頼ください。 

♦ この機器を改造しないでください。乂楽-感電の原因となります。 
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電源プラグをコン 
セントから巧く 


(S) 


♦ オーディオ機器を接続する場合は、各々の機器の取撒説明書をよく読 
み、電源を切り、説明に従って接続してください。また、接続は指をの 
コードを使用してください。指定!: U 外のコードを使用したり、コードを 
延長したりずると発熱しやけどの原因となることがあります。 

♦ 電源を入れる前には、音量(ボリューム）を最ルにしてください。突然大 
きな音がでて聴力障害などの原因となることがあります。また、テレビ 
等の音声を本機のスピーカーを使ってお薬しみ(こなる前にも、音量（ボ 
リューム）を最ルにしてください。 

♦ 電池をリモコン内に挿入する場合、極性表示プラス+とマイナスーの向 
きじミ主意し、表示通りに入れてください。間違えると電池の破裂、液ち 
れにより、义災、けがや周囲を汚損ずる原因となることがありまず。 

♦ 電池は同じ形状のものでも電圧の異なるものがありますので、指を W 外 
の電池は使用しないでください。また、新しい電池とちい電池を混ぜた 
り、種類の違う電池を混ぜたりして使用しないでください。電池の破裂、 
液もれじより、义災-けがや周囲をミち損する原因となることがありまず。 

♦ ご不要になった電池を廃棄する場合は、テープなどで絶縁し、各地の地 
ち自治団体の指示煤例）に従って义気のない場前こ処分してください。 

♦ 電池はお子様や幼児の手の届かない塌所に保管してください。誤って飲 
み化んでしまった塌合は、ただちに医師の診断を受けて下さい。 


参電源のスイッチを切っても電源からは完全に遮断されていません。万一 
の事故防止のため、本製品を電源コンセントのおくに置き、ずぐに電源 
コンセントからプラグを抜けるようにしてご使用くだきい。 

♦ 旅行などで長期間、この機器をご使用にならない時は安全のため必ず電 
源プラグをコンセントから抜いてください。 

♦ お手入れの隙は安全のため電源プラグをコンセントか6抜いて行って< 
ださい。 

♦ 移動させる場含は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントか 
6抜き、機器間の接続コードなど外部の接続コードを外してから巧って 
ください。コードが傷つき、义楽-感電の原因となることがありまず。 


♦ 調理台や力日湿器のそばなど油煙节遍気が当たるような場所に置かないで 
ください。义楽-感電の原因となることがありまず。 

♦ ぐ6ついた台の上や傾いた所など不安定な塌所や振動のある所に置かな 
いでください。落ちたり、倒れたりしてけがの原因となることがあります。 

♦ この機器または電池が入ったリモコンを次のような異常に温度が高くな 
る場所に放置しないでください。キャビネ、ソトや部品)じ悪い影響をち 
え、义雖の原因となることがありまず。 

窓を開めきった自動車の中 

直射日光が当たる場所 

义や暖房器具など熱を発をする機器のおく 


A 

ま意 


0 



♦ 湿気作ほこりの多い攝巧に置かないでください。义楽-感電の原因と 
なることがありまず。 

♦ この機器の上に重いわのや外枠からはみ化るような大きなものを置かな 
いでください。バランスがくずれて倒れたり、落下して、けがの原因とな 
ることがありまず。 

♦ 電源 コー ドを熱器具におづけないでください。 コー ドの被ふくが溶け 
て、义災-感電の原因となることがありまず。 

♦ 電源プラグをあく樹ま、電源コードを引っ張らないでください。コード 
が傷つき、义楽-感電の原因となることがあります。必ずプラグを持っ 
て抜いてください。 

♦ 電池は、金属性のボールペン、ネックレス、コイン、ヘアーピンなどと一 
緒に携帯、保管しないでください。電池のプラス+端子とマイナスー端 
すの間がショートし、電池の破裂、液もれじより、义楽、けがの原因とな 
ることがありまず。 

♦ 電弛は、加!熱したり、分解したり、义やかのやに入れないでください。電 
池の破裂、液もれにより、义楽、けがの原因となることがありまず。 

♦ 長時間音が歪んだ状態で使わないでください。スピーカーが発熱し、义 
絮の原因となることがありまず。 


♦ この機器の上に物を置かないでください。この機器の上(こは通気孔があ 
りまず。通気乱をふさぐと中に熱がこもり、义楽の原因となることがあ 
し J まず。 

♦ この機器の上にテレビやオーディオ機器などを載せたまま移動しないで 
ください。倒れたり、落下して、けがの原因となることがありまず。 

♦ この機器に栗ったり、ぶ6下がったりしないでください。特にお子様に 
はごま意ください。倒れたり、こわしたりして、けがの原因となることが 
あし J まず。 

♦ 日年に一度くらいは機器内部の掃除を販売店などにご相談ください。機 
器の内部にほこりがたまったまま、長い間掃除をしないと化が节故障の原 
因となることがありまず。特に、湿気の多くなる梅雨期の前に行うと、よ 
り効果的でず。なお、掃除費用じついては販売店などにご相談ください。 
♦ 長期間使用しない時は、電池をリモコンから取り化しておいてください。 
電池か6液がもれて义烫、けが、周囲を汚損ずる原因となることがあり 
まず。電池が液もれしている場合は、ただちに電池を処分してください。 
この隙、液が皮膚やを服に付着ずると义傷ずるおそれがありますので、取 
扱いには十分ごま意ください。誤って液が付着してしまった場合は、た 
だちじ水道水で洗浄し医師の診断を受けてください。 

ケース内に付着した液をよく拭き取ってから新しい電池を入れてください。 
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♦ 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因となる 
ことがありまず。 



A 

局温注思 


♦ 使用中および使用直後は、操作部、後面接続端子部 W 外の部分は高温に 
なっているので手を触れないでください。节けどの恐れがあり、危険で 
す。特に上面皆高温ミ主意マークの周辺は高温になりまずので絶対に触 
れないでください。 


A m フ□ントパネルのドアとフ□ントパネルの間に指を挟まないようにを意 
_ してください。 


指の t ま我にミ主意 
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本機の主な特長 


HD 才ーディオデコーダー搭載 

本磯には、以下のような最新のデジ女ル-サラウン 
ド.サウンド.デコーディング. テクノ □ジーが 措 
載されています。詳細は、 r サラウンドモード」 （66 
ページ)を参照ください。 

• Dolby True HD 

• Dolby Digital Plus 

• Dolby Digital.Dolby Digital EX 

• DTS-HD (Master Audio , Hi-Resolution Audio ) 

• DTS.DTS ES'DTS Neo : 目 、 DTS 96/24 
■ MPEG -2 AAC 

• Dolby Pro-Logic Ix 

• Circle Surround I 

• Neural Surround 

Audyssey Mu け EQ ⑥才ートセットアップシステム 

付属の Audyssey 社製高性能マイクを使い、視聴エ 
リア内の目ヶ巧の視聴位置でスピーカーの特性とリ 
ス ニン グルームの特性を測をしたデ ー女を、 高性能 
DSP にて分析、演算処理を行いリス ニン グルーム全 
体を複数のリスナーに対し、最適な視聴環境じなる 
ようじ周波数特性を補正ずるオートセットアップ機 
能を搭載しました。 

ハイパワ ー100WX7 チヤンネル 

100 W X 7チヤンネルの同ーパフォ ーマンスのヘイパ 
ワー、ワイドレンジのディスクリートアンプを採用。大 
型電源トランスや大容量ブ□、ソクコンデンサ(こよる強力 
電源部に支えられ、峡画-音楽を問わず、優れたスピー 
カードライブ能力を実現しています。 

HDMI 端子の搭載 

最新の VeM .3 a (こ対応した HDMI 用にの搭載により、 
映像面では Deep Color や x . v . Color 規格の映像の 
イ云送に対応し、音声面では巨 lu-ray Disc や HD DVD 
で採用されている 「Dolby True HD」、「DTS HD 」 
「Dolby 口 gital 円 us 」 に対応しています。 

ビデオコンバーター搭載 

フルデジクル処理じよる映像信号のアップコンバー 
ター（コンポジット ー S - ピデオ/コンポーネント 
/ HDMI 、 S - ビデオーコンポーネント/ HDMI 、 コ 
ンポーネントー HDMI ) とダウンコンバーター(コ 
ンポーネントー S - ビデオ/コンポジット、 S - ビデ 
ォ^コンポジット）を設けました。 


ビデオスケーラー搭載 

高精度 lObit スケーラーにを搭載ずることじより、 
アナ□グビデオ端すじ入力された 480 i /480 p / 
720 p / 1日 80 i 信号を108 Op までアップスケーリング 
して HDMI へ化力ずることが可能です。 

I/P コンバーター機能 

ビデオ回路に高性能 I/P (インターレース/プ□グ 
レッ シブ）コン バークーを 搭載しました。 

本機に入力される 480 i のコンポジット、 S - ビデオ、 
コンポーネントビデオ信号を高速で正磕な I / P 変換 
を行い、コンポーネントの巧像化力端子へ高温質で 
スムーズな48 Op 映像を出力しまず。 

GUI 機能 

セッ ト アップメニュー (こ グラフィカルユーザーイン 
夕ーフェースを採用しました。 

スピーカーセッ トアップ节 アコースティ、ソ クイ コラ 
イザーの セッ トアップ メニュー では、美しい 3 D グラ 
フィ 、ソクイメージによるセットアップが可能です。 

広帯域コンポーネントビデオセレクター 

コンポーネントビデオ信号に対して入力を3系統、 
化力を2系統設けました。八イビジョン信号等の広 
帯域 (80 MHz (- 3姬 )） な映像信号に対応します。 

USB メディアプレーヤー 

US 己メディアじ記歸した音楽コンテンツを再生ずる 
ことができまず。再生可能なファイルフォーマット 
は MP 3、邮 MA 、 AAC および WAV に対応しており、 
お手持ちの音楽コンテンツをすぐに再生ずることが 
可能でず。 

M-DAX 搭載 

MP 3 皆 A AC 等の非巧逆圧縮(こよつて失われた音域 
成分を補う M - DAX 機能を搭載しました。 

DC トリガー出力 

電動スクリーンや電動力ーテンなど、 12 V (ボルト） 
DC トリガーで動作する機器の操作が巧えまず。 

RS-232C コントロール端子搭載 

RC 9001 / RX 9001 等の外部機器によるコント □— 
ルに対応しまず。 

マルチゾーンシステム 

マルチソーン用の出力として音声出力端子を装備し 
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その他の特徴 


• 32 bit 最新 DSP を措載 

•192 kHz /24 bit DA コンパータを全チャンネルに 
探巧 

•192 kHz /24 bit AD コンパータをアナ□グ入力用 
にお巧 

• 7.1 チャンネルダイレクト外部入力端子を有効活 
用できる AUX 2 入力 

• L/R 2チャンネルスピーカーでもサラウンド効果 
を楽しめるパーチャルサラウンド機能 

• 音楽再生時に映像出力を停止させる、ビデオオフ 

モード 

• TV 信号入力で電源を ON / OFF する TV オート 
パワー機能 

• 液晶表示付きフルパックライトリモコン 
(ラーニング&マク□機能付き） 

• 環境に配慮したスタンバイ消費電力低減モード 
• フ□ントパネルに力ーソルボタンを搭載 

• へ、ソドフォンで優れた頭外を位感を実現ずるドル 
ビーへ、ソドフォンを搭載 

• CD プレー中一や DVD プレーヤーとのデジタル接 
続で HDCD ソフトが再生できる HDCD デコーダー 
を搭載 


ご使用の前に 


次のような場所には置かない_ 

本機を未ホくご使用いただくために、次のような場 
巧(こは置かないでください。 

• 直射日光が当たる所 
• 暖房器具など熱を凳生ずる機器におい所 
• 湿気の多い巧节風通しの悪い所 
• ほこりの多い所 
• 振動のある戸斤 

• ぐらついた台の上作傾刹のある不安定な戸斤 
• 天地の狭いオーディオラックなど放熱を妨げる巧 


放熱のため、本磯を壁皆他の機器等から離して設 
置してください。 



上に物をのせない 

本機の上に物をのせないでください。 

通気孔をふさぐと事故皆故障の原因(こなりまず。 

伸巧中 • 伸巧直ネをに上面やが面なドの高溫部 

には触れない 

使用中と使用直後は、操作部た外は高温になってい 
るので手を触れないでください。やけどのおそれが 
あり危:険でず。特に上面や後面などの高温部には 
触れないでください。 



















































ご使用いただく電源電圧-周波数 


* 電源電圧は、交流10 0 V をご使用ください。 

• 電源周波数は、 50 Hz 地域または目 OHz 地域でご 
使用できます。 


電源コードの取扱い 

• 濡れた手で触れないでください。 

• 電源コードは、かならずプラグを持って抜いてく 
ださい。 

コー ドを強くひっぱったり、が曲げた y しますと、 
コー ドがいたみ、感電や义がの原因になります。 

• お化かけ前には、かならずプラグを抜く習慣をつ 
け ましよつ。 

• 製おに同栖している電源コードは、同捆されてい 
る製品 I のみ使用できます。同個している製品 iW 外 
じは、この電源コードを使用ずることができませ 
ん。 


フロントパネルドアの開閉 



フ□ントパネルドアの内部じあるボタンで操作した 
い場合、パネルの下側を押してパネルドアを開けて 
<ださい。 ボタンを使用しない時は、パネルドアを 
閉めておいてください。 

A ごま意 

. パネルドアとパネルの間に指を挟まない 
ように注意してください。 


リモコンの使用について 


リモコンじ款雷ミホを入れる 

付属のリモコンを最初にご使用になる前に、乾電池 
を入れてください。 

付属の乾電池はリモコンの動作確認用です。 

1 . リモコン背面の電池カバーを矢印方向に巧し 
ながらがします。 



么新しし、単四乾電池を、極性表示 （©: プラスと 
©： マイナス）にま意し、表示通りに正しく装 
着します。 



3 . 電池カバーを]^(下のょぅに元に戻します。 



電池のを換時期について 

通常の使用状態では、アルカリ乾電池の場合、約4ヶ 
月ちちます。 

• 付属リモコンじは不揮発性メモリーを使用してい 
るので、電弛を抜いても学習したコードやマクロ 
プ□グラムは消滅しません。 


款雷湘の取巧いについて 

乾電池を誤って使用ずると、液もれや破襲、腐食など 

の原因となることがあります。 

下のミま意をよく読んでご使用く ださい。 

• 長期間 （1 ヶ月以上）リモコンを使巧しない時は、 
電弛を取り化しておいてください。 

• 古い乾電池と新しい乾電池を一縄じ使用しないで 
ください。 

• 乾電池のプラス十とマイナスーの向きを機器の表 
示通り正しく入れてください。 

• 乾電池は同じ形状のものでち電圧の異なるものが 
ありまず。種類の違う乾電池を混ぜて使用しな 
いでください。 

• 巧もれをおこした時は、ケース内に付いた液をよ 
く H き取ってから新しい電池を入れてください。 

• 不要になった電池を廃棄する場含は、お住まいの 
地方自治体の指示（藥例）に従って処理してくだ 
さい。 

• 窓を閉めきった自動車の中や直射日光が当たる場 
所や义の近くなど異常に温度が高くなる場所に電 
池を放置しないでください。 

义がの原因となることがありまず。 


リモコンの動化節囲 


リモコンによる本体の操作可能範囲は下図のとおり 
です。 



• リモコンの受光部に直射日光やインパーター単光 
ななどの強い光を当てないで<ださい。リモコン 
が操作できない場合がありまず。 

• リモコンを操作すると、ホ外線で操作ずる化の機 
器を誤動作させることがありまずのでごま意くだ 
さい。 

• リモコンとリモコン受信部の間に障害物があると 
操作できません。 

• リモコンの上に物を置かないでください。ボクン 
が押し続け6れた状態になり、電池が消窝してし 
まうことがあります。 
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各部の名称 


フロントパネル 



① POWER ON / STANDBY ボタン 
STANDBY (スタンバイ）インジ 
ケータ ー 

電源の入/切(待機状態)を切り替えます。ボクンを 
押すと電源が入りまず。 

もう一度押すと、待機状態 ( STANDBY モード）にな 
り STANDBY インジケーな一が点财しまず。 

(17 ぺージ参照） 

③ INPUT SELECTOR (入カファンク 
シヨン切り替え)つまみ(音声/映像） 

人カ ソース 機器を選択ずるときじ使います。 （17 
ぺージ参照） 

③ SURROUND MODE (サラウンド 
モード)切り替えボタン 

このボタンを押すと、サラウンドモードが切り替わ 
りまず。 （43 、6目ページ参照） 

④ AUTO (才ートサラウンド）ボタン 

このボタンを押すと、オートサラウンドモードにな 
りまず。 

このモードを選択すると、本機は入力信号じ対応す 
るサラウンドモードを自動的に選択します。 

(43、66ぺージ参照） 


感 PURE D 旧 ECT (ピュアダイレクト） 
ボタン-インジケーター 

このボタンを押ずと、ソースダイレクトになり、表示 
部(こに OURCE DIRECT 」 と表示されまず。 

もう一度押すとピュアダイレクトになり 、 「PURE 
DIRECT 」 と表示されます。 

PURE DIRECT インジケーターが点なし、2砂後、表 
示部が消えます。 

ソースダイレクト/ピュアダイレクトモードでは、 
I ンコント□-ル回路とパス-マネージメント機 
能がバイパスされまず。 （68 ぺージ参照） 

一*气言 

• ソースダイレクト/ピュアダイレクトモード(こす 
ると、サラウンドモードは自動的に AUTO に切り 
替わります。 

• 各スピーカーのサイズは自動的に W 下のようじ設 
をされまず。 

フ□ントスピーカーニ LARGE 
センクースピーカーニ LARGE 
サラウン ドスピーカーニ LARGE 
サラウン ド バック スピーカーニ LARGE 
サブ ウーファーニ YES 

• この設定はソースダイレクト/ピュアダイレク 
卜が機能しているときの一時的な処理なので、 
SPEAKER SETUP MENU じは反峡されません。 



基本接続 基本操作 応用接続シ妾ムちトアップあ用操作困ったときは その他 
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(D D 旧 PLAY (ディスプレイ）ボタン 

このボタンを押ずと、表示部のディスプレイモード 
を切り替えることができまず。 （42 ページ参照） 

⑦ MENU (メニュー）ボタン 

このボ女ンを押すと 、 GUI メニューシステムが起動 
しまず。 （24 ページ参照） 

® EXIT (イクジット）ボタン 

このボクンを押すと 、 GUI メニューシステムを終了 
しまず。 （24 ページ参照） 

感 BAND (バンド）ボタン 

このボクンを押すと、チューナーの FM と AM が切り 
替わります。 （17 ページ参照） 

顾 T-MODE (チューナ ー• モード） 
ボタン 

このボクンを押すと 、 FM バンドを選択中に、オート- 
ステレオ- モードまたはモノ -モードが選択できま 
ず。 

オート-ステレオ-モードのときは 「 AUTO 」 インジ 
ケーターが点财します。 （18 ページ参照） 

⑩ MEMORY (メモリー)ボタン 

このボタンを押すと、チューナーじ周波数をプリ 
セットずる、または放送局をを入力することができ 
まず。 （51 ページ参照） 

@ CLEAR (クリア）ボタン 

このボタンを押すと、放送局メモリ設定、あるいはプ 
リセット-スキャンをキャンセルすることができま 
ず。（51、52ページ参照） 

© VOLUME (音量調節）つまみ 

全体的な音量を調整しまず。このつまみをちじ回ず 
と音量が大き<なりまず。 （17 ページ参照） 

沼）リモコン受光部 

リモコンの赤外線信号を受信します。 

巧ページ参照） 

想） AUX 1 INPUT 端子 

ビデオカメラ、ポータブル DVD , ゲーム機等のち続 
じ使用できます。 


⑩力ーソルボタン （◄/►/▲/▼)/ 
ENTER ボタン 

このボタンを押すと ， GUI メニューシステム > US 己お 
よび AM / FM チューナーの操作できます。 

(17,24, 47ページ参照） 

⑩ USB ジャック 

U 沈メディアを巧続しまず。 （20, 47ぺージ参照） 

⑩ M に（マイク）ジャック 

付属のマイクを使用して> スピーカーの特性を自動 
的に測をおよび補正することげできます。 

(30 ページ参照） 

⑩ PHONES 端子(ヘッドフォン端子） 

へッドフォン用の接続端子でず。この端子にヘッド 
フォンを接続すると.スピーカーからの音声は自動 
的に無音になりまず。 （43 ページ参照） 


















































































表示部 


(1)(2)(3) (4) 


向 S 巧 MULTlUlfBl) 


(5) 


PURE DIRECT 


4sleepiispTabc¥auto][tuned| 


sfil 


-HD お I 


ihdcdI 
PCM DSD AAC 
WMA MP3 


( 20 ) 


( 19 ) 


( 18 ) 


(1) SP (スピーカー) ABC インジケーター 

選択しているスピーカーシステムを表示しまず。ス 
ピーカーオフ時は A 、 目、 C ともに消财します。 

に1、44ぺージ参照） 

(2) SLEEP (スリープタイマー） 

インジケーター 

メインソーンでスリープタイマー機能を使巧してい 
るときに点なしまず。 （42 ページ参照） 

(3) D 旧 P (ディスプレイオフ） 
インジケーター 

表示部が消财（ディスプレイオフ）状態のときに点灯 
しまず。 （42 ページ参照） 

(4) MULTI (ゾーンシステム) AB 
インジケーター 

マルチソーン機能またはソーンスピーカー機能使用 
しているときに点なしまず。 （53 ページ参照） 

(5) TUNER インジケーター 

AUTO :チューナーがオートステレオ 
モードのときに点なしまず。 
TUNED :放さを受信しているときじ点灯 
します。 

ST ( ステレオ ）： FM 放送をステレオで受信してい 
るときじ点のします。 

(6) ATT (アッテ ネー シヨン） 

インジケーター 

アッテネーシヨン機能を使巧しているときじ点灯し 
ます。 （44 ページ参照） 


(7) PEAK (ピーク）インジケーター 

アナ□グ入力を選択時、入力信号が過大レベル[こな 
ると点なしまず。 

このとき、アツテネーシヨン機能を使って人カレべ 
ルを下げてください。 （44 ページ参照） 

(8) V-OFF (ビデオオフ）インジケーター 

ピデオオフ機能を使用しているときじ点なします。 
(44 ページ参照） 

(9) A-SURR (オート.サラウンドモード) 
インジケーター 

AUTO SURROUND けートサラウンド）モードが選 
おされているときじ点なします。（43、66ぺージ参照) 

(10) EQ インジケーター 

HT - EQ (ホームシアタ ー) モード選択しているときに 
点なします。 （35 ページ参照） 

(11) NKSHT (ナイトモード)インジケーター 

NIGHT モード機能を使用しているときに点财しま 
ず。 （43 ページ参照） 

(12) M-DAX インジケーター 

M - DAX 觸能を使用しているときに点なしまず。 

(44 ページ参照） 

(13) HDMI インジケーター 

本禮が HDMI 接続されているときに点なしまず。 

(1 己、27、4目ページ参照） 

(14) Audyssey インジケーター 

EQC イコライザー)モードが" AUDYSSEY "、 
"AUDYSSEY FRONT"、"AUDYSSEY FLAT ” のと 
きに点なします。 （40 ページ参照） 
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(15) DIGITAL (デジタル入力） 

インジケーター 

デジクル入カソースが選ばれているときじ点なしま 
す。（13、27、42ページ参照） 

(16) ANALOG (アナログ入力） 

インジケーター 

アナ□グ入カソースが選ばれているときに点なしま 
す。（13、27、42ページ参照） 

(けデジタル信号フォーマット 
インジケーター 

入力されているデジタル人力信号のフォーマットを 
点なします。 

□□TrueHD : 

ドルビー True HD 信号が入力されているときに点 
财します。 

□□DIGITAL : 

ドルビーデジタル信号が入力されているときに点な 
します。 

□□DIGITAL PLUS : 

ドルビーデジタルプラス信号が人力されているとき 
に点なしまず。 

□□DIGITAL EX : 

ドルビーデジクル EX 信号が入力されているときに 
点なします。 

dts : 

dts 信号が入力きれているときに点なしまず。 

dts-HD : 

dts - HD 信号が入力されているときに点财しまず。 

dts ES : 

d は- ES 信号が入力されているときに点なします。 

dts-HD MSTR : 

dts - HD マスターオー了■'ィオ信号が入力されている 
ときに点なしまず。 

dts-HD HIRES : 

dts - HD 八イレソリユーシヨンオーディオ信号が入 
力されているときじ点财します。 

dts 96/24 : 

dts - 96/24処理が施された dts 信号が入力されてい 
るときに点なしまず。 

HDCD : 

デジかレ入力で HDCD(High Definition Compatible 
Dig 帖 I )信号が入力きれているときに点なしまず。 

PCM : 

PCM (Pulse Code Modulation ) 信号が入力されて 
いるときに点なしまず0 

DSD : 

DSD (Direct Stream Digital ) 信号が入力されている 
ときに点なしまず。 


AAC : P 

US 目メディアで AAC フォーマットのファイルを再 P 
生中または AAC 信号が人力されているときに点灯 if 
しまず。 

WMA : 

US 巨メディアで机 MA フォーマットのファイルを再 
を中に点なします。 

MP3 : 

US 目メディアで MP3 フォーマットのファイルを再 
生中に点灯しまず。 

(18) プログラムチャンネルインジケーター 

入力されたデジタル入力信号のチャンネルを点なし 
まず。 

• 2ch 信号が入力された時、し R が点なします。 

• 日. Ich 信号が入力きれた時、 L、C、R、SL、SR、 

LFE が点财します。 

• ドルビーデジタル EX または DTS-ES 信号が入力 
された時、しC、R、SL、S、SR丄FEが点财しまず。 

• 7.Ich 信号が入力された時、 L、C、R、SL、SR、 

SB し S 巨 R 丄 FE が点なしまず。 

• 上記 W 外のチャンネルが含まれている場合、 exi 
または ex2 が点なします。 

詳細は、目目ページの「使用ずるサラウンドモードと 
入力信号について」をご覧ください。 

ご注意 

. 本機が Do 化 y True HD をデコードしていると 
き、使用中のスピーカーのチャンネル数に応 
じて入力信号のステータスが表示されます。 

し C、 民、 S し SR、SW の 5.Ich のスピーカーシ 
ステムを使用している場合、 7.1ch の信号が 
人力されたときでも、 "SBL" 、 "SB 民"および 
"S" インジケーターは点灯しません。 

(19) メインインフォメーション表示 

入カファンクション、サラウンドモード、ボリューム 
や受信周波数等を表示します。 （42 ページ参照） 

(20) PURE D 旧 ECT (ピュアダイレクト） 

インジケーター 

ピュアダイレクトモードを選択したときに点灯しま 
す。このとき、ピュアダイレクトインジケークーじ（ 

外の表示は全て消财します。（6、目8ページ参照） 













































































































回 Z.SPKR (ソーンスピーカー A ) 
ボタン 

ゾーンスピーカー A をオン/オフするときに押しま 
す。に2、39、53ページ参照） 

固 ZONE (ゾーン) A / B ボタン 

ソーン A または巨をオン/オフするときじ押します。 
(22、39、53ページ参照） 

团 7.1(7.1 チャンネル入力）ボタン 

7.1 チャンネル入力の選択および解除ずるときに押 
しまず。に日、44ページ参照） 

固 SPKR (スピーカー） A / B ボタン 

フ□ントスピーカ ー A 、 己を切り替えるときに巧しま 
す。 

ボタンを押ずたびじ次のように切り誓わります。 

A 一 B 一 A+B 一 OFF 一 A 

り2、44ぺージ参照） 

固 MUTE (ミュート）ボタン 

音声をミュート（消音)ずるときじ押します。 

(17 ぺージ参照） 

回ライトボタン 

リモコンのバックライトを点なさせたいときに押し 
ます。巧日ページ参照） 

团 VOLUME (ボリューム） +/- 
ボタン 

音量を調節ずるときじ押しまず。 

り7ぺージ参照） 



リモコン 


付属のリモコンはユニバーサルリモート.コント 
□ーラーでず。 

POWER 屬源)ボタン、数字ボクン、操作ボクンは本 
磯だけではなく、様々な AV 機器に使用できます。 


田 POWER ON/OFF 

(パワーオン/オフ）ボタン 

(アンプモード選択時） 

本機の電源をオン/オフずるときに巧します。 
(17 ぺージ参照） 



基本接続 基本操作 応用接続システムセットアップ応用操作困ったときは その他 
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图 SURR (サラウンド）ボタン 

(DMP(USB) モードな外を選択している場合） 

サラウンドモードを選択するときに押します。 

(43 ぺージ参照） 

(DMP(USB) モード選択時） 

夕のページを選択ずるときに使いまず。 

圆 INFO (インフオメーシヨン）ボタン 

(アンプモード選択時） 

本機の設をを TV モニターじオンスクリーンディス 
プレイ表示します。 （37 ページ参照） 

(チューナーモード選択時） 

プリセットメモリーされた放送局の一覧を表示しま 
ず。 （47 ページ参照） 

回力ーソルボタン/ 

ENTER (エンタ ー） ボタン 

本機や DVD プレー中一な どの カーソルを 操作し ま 
す。 

(チューナーモード選択時） 

PRESET+/— (プリセット）ボタン 

プリセット;><モリーされた放送局を選択するときに 
押しまず。 （47 ページ参照） 

TUNE ▲/▼ボタン 

受信周波数を調整するときに押します。 

り7ぺージ参照） 

画 EXIT (イクジット）/ 

MEMO (メモ）ボタン 

(アンプモード選択時） 

本機のセットアップメニューを終了ずるときじ押し 
まず。に4ぺージ参照） 

(チューナーモード選択時） 

プリセツトチャンネルを登録するときに押します。 
(47 ぺージ参照） 


回コントロールボタン 

再を、停止、一時停止や各ソース觸器を操作ずるとき 
じ押しまず。 

(チューナーモード選択時） (18.51 ぺージ参照） 

T.MODE (チューナーモード）ボタン 

FM 放送受信中にオートステレオまたはモノラルを 
選択ずるときに押します。 

オートステレオ-モードの場合は 「 AUTO 」 表示が点 
义：[しまず。 

P.SCAN (プリセットスキャン）ボタン 

プリセット-スキャンを開始ずるときじ押します。 

BAND (バンド）ボタン 

ラジオの帯域 （ FM / AM ) を違択するときじ押しま 
す。 

F.D 旧 ECT (周波数ダイレクト）ボタン 

受信周波数を数字キーを使用して、直接人力すると 
きに押しまず。 

T. D 旧 P、PTY、P. LOCK ボタン 

本機では使用しません。 

(DMP(USB) モード選択時） (47 ぺージ参照） 

■■ボタン 

一時停止しまず。 

►ボタン 

再生しまず。 

■ボタン 

停止します。 

W /►►! ボタン 

前または次のファイルを再生しまず。 

◄◄/►►ボタン 

早戻しまたは早送りしまず。 

回 REPEAT (リピート）ボタン 

DVD プレーヤーなどの機器でリピート（繰り返し） 
を還択ずるときじ押しまず。 （49, 54ページ参照） 

固 RANDOM (ランダム）ボタン 

DVD プレーヤーなどの機器でランダム（任意）を選 
がするときに押しまず。 （49, 54ページ参照） 


画テレビコントロールボタン 

テレビやモニターの操作(電源、および人力切替）がで 
きます。巧6ページ参照） 













































































回 BASS (バス)/ CH (チャンネル） 
+/—ボタン 
(アンプモード選択時） 

低音を調整ずるときじ押しまず。 （17 ページ参照） 

(TV、DSS モード選択時） 

チャンネルを違択ずるときじ押しまず。 

(54、日6ぺージ参照） 

圆 TREBI _ E (トレブル) +/— ボタン 

(アンプモード選択時） 

高音を調整ずるときじ押しまず。 （17 ページ参照） 

画 CL (クリアー)/ 

T - TONE (テストトーン）ボタン 

チューナーなどのメモリーを消去ずるときじ使巧し 
ます。 

(アンプモード選択時） 

テストトーンメニューを選択ずるときじ使用しま 
ず。 （34 ページ参照） 

國 数字ボタン 

ソース機器にトラ、ソクなどの番号を設をずるときじ 
押します。 

リモコンがアンプモードに設定されている場合、こ 
れらのボクンを用いて W 下の操作ができまず。 

(アンプモード選択時） 

1 /AUTO ボタン 

オートサラウンドを選択ずるときに押しまず。 

(43 ページ参照） 

2/STERE0 ボタン 

STEREO モードを選択ずるときに押しまず。 

(68 ページ参照） 

3/P.DIRECT ボタン 

ソースダイレクトまたはピュアダイレクトを選択ず 
るときに押します。 （68 ページ参照） 

4/SLEEP ボタン 

スリープタイマー機能を設定ずるときじ押します。 
(42 ページ参照） 

5/M-DAX ボタン 

M - DAX 機能を選択ずるときに押します。 

(44 ページ参照） 

6/EQ ボタン 

Audyssey モードを選択ずるときじ押しまず。 

(40 ページ参照） 


7/UP SYNC ボタン 

LIP SYNC (リップシンク）モードを選択するとき(こ 
押します。 （45 ページ参照） 

8/NIGHT ボタン 

Dolby D 间ほ I 信号を再生中にナイトモードを選択ず 
るときに押しまず。 （43 ページ参照） 

9/V.OFF ボタン 

ビデオオフモードを選択するときに押します。 

(44 ページ参照） 

0/CH SEL ボタン 

チヤンネルレベルまたは 7.1 CH 入力のレベルを調整 
ずるときに押します。に7ページ参照） 

國 M (マクロ）ボタン 

マク□プ□グラムを使うときに使います。 

ノーマルモードとマク□モードを切り替えます。 

巧9ページ参照） 

國 MENU (メニュ ー） ボタン 

(アンプモード選択時） 

本機のセットアップメインメニューを呼び化しする 
ときに押しまず。に4ページ参照） 

國 TOP (トップ)ボタン 

(アンプモード選択時） 

本機のセットアップメニューを表示中にトップメ 
ニューに戻ります。に4ページ参照） 

國 D 旧 PLAY (ディスプレイ）ボタン 

(DMP モードな外を選択している場合） 

本機のディスプレイモードを選択するときに押しま 
す。 （42 ページ参照） 

(DMP モードを選択している場合） 

前のページに戻るときに使いまず。 

(48 ページ参照） 

國 INPUT (インプット）▲/▼ボタン 

本おの人カソースを還おずるときに押します。 

國 SETUP (セッ ト アップ) ボタン 

DVD プレーヤーなどのセッ ト アップを行なうときに 
押します。 


固 ソース ボタン 

ソースボクンを1回押すと、このリモコンの操作モー 
ドが選択した機器に切り替わりまず。 

ソースボタンを2抄切内に2回続けて押ずと、本機 
の入カセレクターが変わります。 

ごま意 

• 本機の操作を行うには AMP ボタンを押してく 
ださい。（アンプモード） 

國 ATT (アッ テネー シヨン） ボタン 

アナ□グ入力時に入カレペルを減衰させたいときに 
押します。 

PEAK インジケーターが点财ずる塌含、この機能を 
使用してください。 （44 ページ参照） 

國 A / D ボタン 

HDMI 、デジクルおよびアナ□グ人力を一時的に切り 
替えるときに押します。 （42 ページ参照） 

國 HDMI ボタン 

HDMI 化力1と2を切り替えまず。 

(37、4目ページ参照） 

國 SET ボタン 

このリモコンの学習モードとプリセットモードを操 
作するときじ押します。巧3ページ参照） 

國 I / CDSOURCE (オン/オフ）ボタン 

DVD プレーヤー等のソース機器の電源をオン/才 
フずるときじ使いまず。 

本機の電源をオン/オフするときじも使いまず。 

國ホか線送信部と学習用センサー 

この部分から赤外線が送信されます。本機または操 
作したい機器の赤外線受光部に向けて使用してくた’ 
さい。 

学習機能を使用するときは、この部分に他のリモコ 
ンの赤外線送信部分を向けて使用してください。 
巧、57ぺージ参照） 


rfm 1\1/1 IWI iwf iWl iWl s 

呼!、 1/ のの \l I 爪 11 爪 I I / I ん 

_I ~ J 


因齒南因 

國 LEARN (学習）インジケーター 

リ モコンが学翌モー ドのときに表示されまず。 

國 MACRO (マクロ）インジケーター 

リモコンがマク□学習モードのときに表示されます。 

國インフォメーションディスプレイ 

操作対象のソース機器をやリモコンのモードを表示 
しまず。 

國 i (送信）インジケーター 

各ボタンが押されてリモコンが送信しているときじ 
表示されます。 



あ 用接続 システムセットアップ 応巧操作 困ったときはその 
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0 # 


O FM アンテナ端子 (75 Q ) 

付属の FM アンテナを接続しまず。 

電波の弱い地域は市販の FM アンテナをご使巧くだ 
さい。 （1 目ページ参照） 

AM アンテナ端子およびアース端子 

付属の AM ループアンテナを接続します。 

受信状態が最良になる位置にループアンテナを置い 
てください。 （16 ページ参照） 

e HDMI 入出力端子 

HDMI 人力端子が3系統と HDMI 化力端子が2系統 
ありまず。 （15 ページ参照） 

e 才ーデイオ信号用端子 ( TV 、 DVD 、 
VCR 、 DSS 、 TAPE 、 CD / CDR ) 

アナ□グ音声端子には目系統の音声入力端子と3系 
統の音声化力端子がありまず。 (13.14 ページ参照） 

〇映像信号用端子 

映像端子には入力端子が4系統、化力端子が1系統 
ありまず。それぞれ、ビデオおよび S - ビデオ用の端 
すがありまず。 

ビデオデッキ、 DVD プレー中一、その他の峡像機器 
を映像入力 ( IN ) 端子に接続しまず。録画に使巧ずる 
ときは映像出力 ( OUT ) 端子へ接続しまず。 

(14 ぺージ参照） 


0 モニター用映像出力端子（ビデオ 
信号出力、 S - Video 信号出力） 

テレビやプ□ジェククーのビデオ入力端す皆 S ビデ 
才入力端子に接続します。 

本機は、ビデオ化力端子と S ビデオ化力端子を各1 
系統装備しています。 （14 ページ参照） 

Q コンポーネントビデオ入出力端子 

DVD プレーヤーまたはそのイ也の機器にコンポーネン 
トビデオ端子が装備されている場合は、本機のコン 
ポーネントビデオ端す ( Y 、 Cb / Pb 、 Cr / Pr ) と接続し 
てください。 

コンポーネントビデオ入カコネククー3系統と、ディ 
スプレイ機器用にコンポーネントビデオ化カコネク 
ターが2系統あります。 （14 ページ参照） 

〇 ACIN ( AC 差し込み口） 

付属の電源コードを接続し、家庭用を流10 0 V 
(50/60 HZ ) の〕ンセントに電源プラグを差し込み 
まず。 


万一の事故防止のため、本機から AC ケー 
ブルががせる配置にしてください。 


ま本接続 基本操作 応巧接続シ妾ムセットアップ応用操作困ったときは その他 


1〇 


© AC アウトレット 

(SWITCHED / UNSWITCHED ) 

本機の AC アウトレツトか6他の A V 機器に電源を 
供給できまず。 

本機は SWITCHED と UNSWITCHED の AC アウ h 
レツトを装備していまず。 

SWITCHED (スイツチド：連動） 

本機の電源オン/スタンパイに連動し、電源供給を 
オン/オフします。 

消費電力が最大100 W までの機器を接続できまず。 

UNSWITCHED (アンスイッチド：非連動） 

本磯の電源オン/スクンパイに関係なく、電源供給 
をしまず。消費電力が最大150邮までの機器を接 
続できます。 


警告 

絶が許容電力上の機器を接続しないで 
下さい。許容電力上の機器を接続する 
と、义巧-感電の原因となります。 


© リモートコントロール乂出力端子 

リモートコント□ール （ RC -5) 端子が装備されたマ 
ランツ製 AV 機器と接続します。 （21 ページ参照） 

⑩ FLASHER IN (フラッシャー乂力） 

1111 —y 

2^子 

キーパ、ソドなどを用いて各部屋か6機器をコント 
日ールずる際に使用しまず。 （23 ぺージ参照） 

の DC トリガー出力端子 

この端子は他の磯器を制御するための DC トリガー 
信号を出力ずる端子です。（スクリーン、電源等） 
GUI メニューシステムでこれ6の端子を作動させる 
集件を設をできまず。に3、39ページ参照） 

ごま意 

この出力電圧は制御専用です。駆動用として 
は使用できません。 

のデジタル入力端子1-5、出力端子 
(光入出力&同軸入力） 

入力端子 

デジクル機器 ( DVD 、 CD 、 MD 、 己 S チューナー等)の 
デジクル信号出力端子じ接続します。接続ずる機器 
の化力端子の種類に含わせて使用して下さい。 

入力端子は INPUT SETUP じて変更ずることがで 
きまず。（13、27ページ参照） 


出力端子 

デジタル録音機器 （ CD レコーダー、 MD レコーダー 
等）またはソーン B 用のアンプの光デジタル信号入 
力端子に接続します。（13、22ページ参照） 

® スピーカー 出力端子 

(し R 、 C 、 S し SR、SB し SBR ) 

各チャンネル（フ□ント L / R - A 、 フ□ント L / R - 巨、セ 
ンター、サラウンド L / R 、 サラウンドバック L / R ) の 
スピーカーに接続します。 （12 ページ参照） 
サラウンドバックスピーカーをスピーカー C または 
ゾーンスピーカー A として使用ずることができまず。 
に1、22ページ参照） 

© ゾーン A 出力端子 

マルチソーンのオーディオ化力端すでず。 

他のオーディオアンプに接続することにより、マル 
チゾーンシステムで選択したソースを離れた部屋で 
聴くことができまず。に2ページ参照） 

© SPEAKER C (スピーカー C ) 
セレクタースイッチ 

サラ ウンドバック または ゾーンルームスピーカーと 
して使用するときは「 OFF 」 [こ 、 SPEAKER C として 
使用するときは rONU [こします。 （21 ぺージ参照） 

形プリアンプ出力端子 

(し R 、 C 、 SL 、 SR 、 SBL 、 SBR ) 

音声各チャンネルのプリアンプ化力端すでず。外部 
パワーアンプを追力□ずる場合(こ使巧しまず。 

に1ページ参照） 

のサヴウーファー用出力端子 

サブウーファー用プリアンプ化力でず。サブウー 
ファー用の外部パワーアンプもしくはアンプ内蔵サ 
ブウーファーに接続しまず。 （12 ページ参照） 

® RS -232 C 

将来に向けてソフトウエアのアップグレードや外部 
コント□ールシステムの接続用(こ使用します。 

巧） 7.1 ch 音声入力端子または AUX 2 
入力端子 

SACD マルチチャンネルプレー中一や DVD オーディ 
オプレーヤーのマルチチャンネル音声出力端子に接 
続しまず。に0ページ参照） 



























































































基本接続 


スピーカーの 配置 


本機における理想的なサラウンド再生スピーカーシステムはフ□ント L / R 、 センター、サラウンド L / R 、 サラウンドパック L / R 、 サブウーファーの含計8チヤンネル 
でず。 

サラウン ド再生に最低限必要な スピーカーシステムは フ □ント L / R 、 サラウン ド L / R でずが、この場合ドルビーデジタル EX や DTS - ES の再生はできません。 

本機では使用ずるスピーカーの数作位置、また低音域の化力特性にあわせて設ををおこないまず。 

(37 ページ参照） 


配置のポイント 

スピーカーの配置は、実際、部屋の大きさなどによつ 
て違いまずが、ここでは各スピーカーの基本的配置 
例と配置のポイントを説明します。 




フロント IVR スピーカー 

リ スニングポジシヨンから見て L と R のスピーカー 
が45度〜60度の角度を持つようじ設置ずること 
を推奨しまず。 

センタースピーカー 

フ □ント L/R スピーカーと前面を揃えるか、 または 
少しだけ後ちにずらして設置します。 

サラウンド IVR スピーカー 

サラウンド再生に必要なスピーカーです。 リスニン 
グポジシヨンの真横またはかしだけ後方じずらした 
壁際に設置します。スピーカー前面の中むが、部屋 
の中ムを向くようじしまず。 

サラウンドバック L/R スピーカー 

7.1 ch サラウンド再生に'必要なスピーカーでず。リ 
スニン グポジシヨンの後の壁際に設置します。 
スピーカー前面の中ムが、部屋の中むを向くようじ 
しまず。 


スピーカー配置の高さ 

フロントスピーカー（し R、 センター） 

3つのフ□ントスピーカーの中.高域用ユニットは 
できる限り同じ高さに揃えます。 



ごま意 

スピーカーをテレビの近くに置く場合、フロン 
卜 L / R およびセンタースピーカーは防磁型のス 
ピーカーをご使用ください。 


サブウーファー 

低音の効果を最大限に得るためじ利用ずることをお 
勧めします。サブウーファーは低音域のみを扱うた 
め、部屋の中であれは’位置はそれほど重要ではあり 
ません。 


サラウンド L/R、 サラウンドバックスピーカー 

攝巧が許ず限り、リスナーより7日センチか61メー 
トル程上方に設置します。この位置で設置すること 
により、音源定位を際立たせず、より包み込むような 
サラウンド感を実現します。 
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スピーカーの接続 
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スピー カーコー ドの巧協 

f . コードの被ふくを約1 0 mm 剥がします。 

2 . ショート防止のため、コードのを線部々をきつ 
くよじってください。 

3 . スピーカー端子を左方向に回して緩めます。 

4 . スピーカー端子の側面にある穴にスピーカー 
コー ドのな線部分を拝入します。 

5. スピーカー端子をホ方向に回して、締めます。 



3 . 4 . 11 5 . 



警告 

•本機のリアパネルに記載されたインピーダ 
ンスのスピー カーを 必ず使用してください。 

-回路の破損を防止するため、スピーカーコー 
ドの芯線どうしが■接触したり、本機の金属部 
分に接触しないようにしてください。 



-電源が入った状態でスピーカー端子に触れ 
ないでください。感電するおそれがありま 
す。 

• 1つのスピーカー端子に2本な上のスピー 
力ー ケー ブルを接続しないで ください。 本 
機力 s ' 破損する可能性があります。 

ごを意 

.スピーカー端子への接続は極性を間違えず 
に斤ってください。間違って接続すると信 
号位相が反転し、再生されるを楽は不自然 
になります。 


サブウーファーの巧協 


パワード（アンプ内蔵）サブウーファーは PRE OUT 
のサブウーファー用出力端子にお続して<ださい。 














































































































































































































音声機器との接続 



アナログ音声 



デジタル音声（同軸ケーブル) 


デジタル音声（光ケーブル) 


TAPE 出力端子と CD / CDR 出力端子の化力は、現を選 

おされているアナ□グ人カソースの音声です。 

警告 

•各機器間のすべての接続が完了するまでは 
本機および他の機器の電源コードをコンセ 
ントに接続しないでください。 

ごま意 

. すべての接続コードのプラグはしっかりと 
挿入しでください。完全に接続されていな 
いと雑音が'発生することがあります。 

• 左右のチヤンネルを正しく接続してくださ 
い。赤ぃ端子は民(右）チャンネル、白ぃ端子 
は L (左）チヤンネルです。 

-人力と出力を正しく接続しでください。 

-本機に接続する各機器の取扱説明書を参照 
してください。 

-音声/映像接続ケーブルを電源コードゃス 
ピーカーケーブルと一緒に束ねないでくだ 
さい。雑音が発生することがあります。 


デジタルまを機器の巧締 

• リアパネルじは光デジクル入力端子が3系統と同 
軸デジタル入力端子が2系統あります。 

これ5の端すじ、 CD 、 DVD 、 その他のデジタル 
ソース機器の PCM、Dolby Digi ね l 、 DTS ビットス 
トリーム信号を入力ずることができまず。 

•リアパネルじは光デジタル化力端子が1系統あり 
ます。この端子は CD レコーダー や MD レコーダー 
の光デジクル人力端子に接続ずることができま 
す。この端子をソーン巨化力として使用ずる場合 
は録音用化力として使巧することはできません。 

• DVD プレーヤーやデジクル入力端すじ接続され 
たその化のデジタルソースの音声形式の設定に 
ついては、各觸器の取撒説明書を参照してくださ 
い。 

• D に-1、2、3入力端すじは光ファイバーケーブル 
をご使用ください。 D に-4、5入力端子では7已 Q 
の同軸ケーブル(デジタル音声用または映像用）を 
ご使用ください。 

• お持ちの機器に応じて、それぞれのデジタル入化 
力端子への入力を指定することができまず。24 
ページをご覧ください。 

ご注意 

-本機のデジタル信号端子は EIA 規格に準拠 
しています。この規格に準拠しないケーブ 
ルを使用すると雑音う S 発生したり音が違切 
れたりすることがあります。 

. デジタルおよびアナログそれぞれの音声端 
子は独立しています。 

デジタル端子とアナロダ端子に入力された 
信号は、が応するデジタル端子とアナログ端 
子にそれぞれ出力されます。 
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映像機器との接続 


DVD プレーャー 




ビデオ 

プロジェクター 

八 




衛星放送チューナー 


A 



ビデオ、 S - ビデオ、コンポーえント端早 

本機には3つのタイプの映像端子があります。 

VIDEO (ビデオ)端子 

ビデオ端すのが像信号は従来の複合（コンポジット) 
映像信号でず。 

S-VIDEO(S- ビデオ）端子 

S - ビデオ端子の映像信号は輝度信号 （ Y ) と色信号 
CC ) に分離して伝送します。 

ビデオテープなどを再をする場合にはビデオ端子よ 
り高品質の巧像再生ができまず。 

ご使用の映像機器に S - ビデオ出力端子がある場合 
は S - ビデオ出力の使用をお勧めします。 

コンポーネント（色差ビデオ）端子 

コンポーネントビデオ信号は輝度信号 （ Y ) 緑、色差 
信号 ( PB ) 青、色差信号 ( PR ) 赤の3本から構成され 
ており、より高品質な巧像再生ができまず。ご使巧 
の映像機器にコンポーネントビデオ出力端子がある 
場合はコンポーネントビデオ化力の使用をお勧めし 
まず。 

ごま意 

-音声チヤンネルの L (左)民(右）を正しく接続 
してください。赤いコネクターは民(右）チヤ 
ンネル用、白いコネクターは L (左）チヤン本 
ル用です。 

-人力と出力を正しく接続してください。 

• 本機には「ビデオコンバート機能」がありま 
す。映像の入出力については46ページを参 
照してください。 

. お手持ちの DVD プレーヤーなどデジタル 
ソース機器のデジタル音声出力形式を設定 
しなければならない場合があります。 
接続した各機器の取扱説明書を参照してく 
ださい。 

. コンポーネン ト出力！および2の端子からは 
同じ映像信号が出力されます。 

• 本機には TV-AUTO ON / OFF 機能がありま 
す。この機能は TV の VIDEO 端子に入力さ 
れる映像信号により自動的に本機の電源を 
オンまたはスタンバイにします。 （45 ページ 
参照） 



!■_ 部のをお 
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HDMI 対応機器の接続 


DVD プレーヤー ビデオプロジェクター 



HDMI 端早 

本概こは HDMI 入力端子が3系統、 HDMI 化力端子 
が2系統あります。この端子は DVD やその他のソー 
スから直接ディスプレイ機器にデジクル峡像および 
音声信号を送りまず。そのためアナ□グ変換による 
信号の劣化を最ル限に抑えることができるので、高 
品質の映像をお楽しみいただけます。 

ごま意 

• HDCP* にが応していないモニター機器に 
HDMI 出力を接続しても信号は出力されま 
せん。 HDMI の映像を見るには、 HDCP にが 
応したディスプレイ機器に接続してくださ 

い。 

• HDMI 端子の詳細については、本機に接続す 
る TV またはディスプレイ機器の取扱説明 
書を参照してください。 

• HDCP: 高帯域デジタルコンテンツ.プロテ 
クシヨン 


HDM 1 お£5靈の接縮 

市販の HDMI ケーブルを使用して本禮の HDMI 端す 
と DVD / TV / プ□ジェクターなどの HDMI 端子と 
接続します。 

HDMI 端子のマルチチャンネルオーディオ伝送には、 
対応したプレーヤーが必要です。 

ごま意 

.DVD プレーヤーなどの ソース 機器の中には 
HDMI リピーター動作に対応しない機器があ 
ります。このとき TV またはプロジェクター 
などの モニター 機器には出力されません。 

-複数の機器を接続したときは、お互いの干渉 
を防ぐため、使わない機器の電源を切ってく 
ださい。 

. 電源が人った状態でケーブルを抜き差しする 
と、故障の原因になります。電源を切ったが 
態でケーブルの抜き差しを行ってください。 

.HDMI 1.1 にが応していない DVD プレーヤー 
を接続した場合、 DVD オーディオディスク 
を再生してもマルチチャンネル PCM 再生は 
できません。 

.HDMI 1.2 にが応していないスーパーオー 
デイオ CD プレーヤーを HDMI 接続した場 
合、スーパーオーディオ CD の DSD 再生を行 
うことはできません。 


• 本機と HDMI 1.3a 未が応の機器を接続した 
場合、下記の機能は使用できません。 

• デイープカラー 

• x.v.Color 

•オートリップシンク 

• Dolby Digital PLUS、Dolby True HD、 
DTS-HD などのビットストリーム音声信 
号のデコード 

詳細は接続する機器の取扱説明書を参照し 
てください。 

• HDMI 端子から入力された音声信号でマル 
チチヤンネル PCM およびサンプリング周波 
数 64kHz な上の信号は DIGITAL OUT 端子 
から出力されません。 

• HDMI 信号は、使用するケーブルの品質によつ 
てノイズの影響を受けることがあります。 

• 本機は HDMI コントロールにが応していま 
せん。しかし本機を HDMI コントロールに 
对応した機器間に接続し、 HDMI コントロー 
ル信号をスルーして制御を行なうことがで 
きます。 （HDMI コントロールスルー） 

HDMI OUTPUT 2 は HDMI コントロールスルー 
にが応していません。 HDMI コントロールス 
ルーを 使用する場をは、 HDMI 0UTPUT1 を 
使用してください。なお、 HDMI 入力は全て 
HDMI コントロールスルーに が応しています。 

HDMI コントロールとは、 HDMI 規格で定 
められている CEC (Consumer Electronics 
Control) を用いた機器間相互制御の機能で 
す。 HDMI ケーブルでつなぐことにより、機 
器間で連動した操作を巧うことができます。 


主部々： 



ilH ネ辑 


.;号 . 


ご用控統_|シ K_l す t プ巧用操作 里ったときは そ(立 
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AM ループアンテナの組みホて 

1 . 接続線を取り出します。 



2 . 台座部分を反対側に巧り巧げます。 



3. ループの底にあるフックを台座部分の溝に入 
れます。 


4. 安定した面にアンテナを設置します。 



イ寸属アンテナのお縮 

付属 FM アンテナの接続 

付属 FM アンテナは室内で使巧してください。 

使巧時は、アンテナを伸ばしてクリアに受信できる 
まで様々な方向に移動させてください。 

雑音が最もかない場所に押しピンなどを使ってアン 
テナを固をします。 

受信が態が悪い場含は、屋外アンテナを設置すると 
受信が態が良くなることがあります。 


付属 AM ループアンテナの接続 

付属の AM ループアンテナは室内で使用してくださ 
し''。 

クリアに受信できる方向および位置にアンテナを設 
置しまず。 

本機、 TV 、スピーカー、電源コードからできるだけ離 
して置いてください。 

受信状態が悪い場合は、屋外アンテナを取り付ける 
と受信状態が良くなることがありまず。 

1 . AM アンテナ端子のレバーを押します。 

么芯線をアンテナ端子に差し込みます。 

3 . レバーを 離します。 

ごま意 

•シールド線の GND 線（黒）を AM アンテナ端 
子の GND 側に接続します。 


FM 屋がアンテナの接続 

ごま意 

. アンテナはノイズ源（ネオンサイン、交通量 
の多い道路など）から離して設置してくださ 

い。 

. アンテナを違電線や変圧器などから離して 
設置してください。 

. 落雷や感電を防ぐため、必ず接地を行ってく 
ださい。 


電源コードの接続 

電源コードはずべての接続が終わってから接続して 
ください。 

1 . 付属の電源コードを本機の背面の電源接続端 
子に差し込んでください。 



2 . 電源コードのプラグを壁面の電源コンセント 
( AC 100 V 、50/60 Hz ) へ接続してください。 

《コンセントに接続するイ也の機器との消費電力 
の合計がコンセントの容量を超えないようにを 
意してください。 


-電源プラグは確実に差しをんでください。不 
完全な接続は、雑音等の発生の原因になりま 
す。 

. 他製品の AC アウトレットには接続しないでく 
ださい。 AC アウトレットの容量を超えて使用 
した場合、製品故障の原因になります。 


AM 屋かアンテナの接続 

ごま意 

• AM ループアンテナは取り外さないでくださ 

い。 

-落雷や感電を防ぐため、必ず接地を行ってく 
ださい。 





































































































































基本操作 


アンプ操作 



1 . 視聴したい AV 機器 （ DVD プレーヤーなど）の 
電源を入れます。 


么本機の户 OW 打？ ボタンを巧し 

ます。ボタンを巧すたびにオンとスタンバイ 
に切り替わります。 


リモコンで操作するには、 ylM 户ボタンを巧し 
たあとで ON ま たは〇尸尸ボタンを巧してくだ 
さし、。 


入カソースの撰キ尺 
例： DVD を再生する 
(本機で操作する場合） 

w 户 ur safcro 巧つまみをまわして DVD を選択 
します。 

(リモコンで操作する場合） 

リモコンの〇ン〇ボクンを2回続けて押しまず。 


• チューナー （ FM または AM ) を選がしたときは、 
直前に選択されていた映像が引き続き出力されま 
す。 


音量を調整する 



フ□ントパネルのつまみ、またはリモコン 
の VOLUME + / ーボタンで、お好みの音量に調節し 
ます。 

音量を上げる(こは、ン OLWWf つまみをちに回ずか、 
リモコンの 1/ C 化 iy/wf +ボタンを押します。 

音量を下げるには、 l / OLWWf つまみを左に回すか、 
リモコンの - ボタンを押します。 

ご注意 

. 音量は一のと -71 から+18服の範囲で1 dB 
単位で調整できます。 

.CHANNEL LEVEL 設定でチヤンネルのレべ 
ルを+1 dB な上に設定した場合、最大音量 
は+18 dB より小さくなります。 （35 ページ 
参照） 

. 本機の電源を切っても音量は記憶されてい 
ますが、+9服な上に設定されていた場合、次 
回の電源オン時には +8 dB に設定されます。 



• 入カ ソースが 変ねるとフ□ントパネルの表示部お 
よび モニター 画面に入カ ソースをが 表示されま 
ず。 

• ファンクションリネーム機能を使用している場合 
は設定した名前が表示されまず。 に 8 ページ 参照) 
• 入カ ソースが 蛮わると、 ソースに 応じてサラウン 
ドモードなどの設定が前回メモリーされた内容に 
変わります。 


卜ーンを目固整する 


風感⑤感 

UP SYNC NIGHT V.OFF 

(D® ®| 

# r-TBEBLE/CAT-*# — BA がし.. ■ 

fo 盾に © 

% MUSIC PHOTfA -- 


チューナー （ FM/AM ) を聴く 


お好みや部屋の音響に合わせて低音域旧 ASS ) と高 
音域 ( TREBLE ) を調整ずることができまず。 

1 d 己ステップで +/-6 d 目まで調整できます。 

リモコンの^户ボタンを巧します。 

低音域を調整するには反/!另 S + または扫 4 SS - ボタンを 
押します。 

高音域を調整するには TREBLE + または TREBLE - ボ 

タンを押します。 

ごま意 

トーンコントロール機能は、な下のモードでは 
ご使用できません。 

. ソースダイレクト、ピュアダイレクトモード 
および 7.1 ch インプットモード 
. ドルビー バー チヤルス ピーカー モードおよ 
びドルビーへッドホン使用時 
. ドルビー True HD 、 ドルビーデジタルプラス、 
DTS-HD および 176.4/192 kHz PCM 再生中 
.アコース ティ ックイコライザーまたは 

M - DAX 使用時 

~時的に消ま（ミュート）する 



電話がかかってきたときなどじ、一時的にスピー 
カーからの音声を消ずことができます。 

1 . リモコンの MUTF ボタンを巧すと、本機のディ 
スプレイおよびモニターテレビに" MUTE " と 
表示され、 スピーカーから 音がでなくなりま 
す。録音出力が途切れることはありません。 

么 巧度リモコンの MUTE または ]/ OLUME +/- 
ボタンを巧すとミュートは解除されます。 


チューナー機能の操作をリモコンで行う場合は、リ 
モコンをチューナーモードにしてから操作を巧いま 
す。 

ホーュー ニング 



(本機で操作する場合） 

1 . ! NPUTSELECTOR つまみを風してチューナー 
( FM または AM ) を選択します。 

2 . S /1 WD ボタンを押して聴きたいバンド （ FM ま 
たは AM ) を選択します。 

3. ▲または▼ボタンを 1 秒な上巧し続けると、 
オートチューニングモードになりスキャンを 
開始します。 

4. 放送局を受信するとスキャンは停止して放送 
を聴くことができます。スキャン中に▲また 
は▼ボタンを押すとスキャンは停止します。 


吗のちお こと本接続 



応用接続システ皂ットアップ巧巧操作 里ったときは その化 
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(リモコンで操作する場合） 

1. TU / Vf ボタンを2回続けて巧します。 

2. BAND ボタンを押して聴きたいバンド （ FM ま 
たは AM ) を選択します。 

3 . ▲ TLWf または ▼ ny / vf ボタンを1秒な上巧す 
と、オートチューニングモードになりスキャン 
を開始します。 

4. 放送局を受信するとスキャンが停止して放送 
を聴くことができます。スキャン中に▲几/ 

または ▼ TX ノ Wf ボタンを押すとスキャンは停止 
します。 

ごま意 

受信状態が良くない場合、スキャンが停止し 
ないことがあります。その場合は マニュアル 
チューニング またはダイレクト チューニング 
を行ってください。 


v: 


J ) け： 


•ニンク 



(本機で操作する場合） 

1 . WPUTSELECTOR つまみを風してチューナー 
( FM または AM ) を選択します。 

2. な AND ボタンを押して聴きたいバンド （ FM ま 
たは AM ) を選択します。 

3. ▲または▼ボタンを巧して聴きたい放送局の 
周波数に合わせます。 


(リモコンで操作する場合） 

1. TLWf ボタンを2回続けて巧します。 

艺. S / AWO ボタンを押して聴きたいバンド （ FM ま 
たは AM ) を選択します。 

3 . Any / v 亡または ▼7 LW 亡ボタンを巧して聴.きた 
し、放送局の周波数に合わせます。 


各部の名称基本接続 



応用按続 システムちトアップ 応用操作困った ときは その他 
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タイ_レむチューニ；1^’ 


聴きたい放送局の周波数がわかっている場合には、 
周波数を直接入力することができます。 


八 A A A 


w W W 

[0 Q Q 龜 

"PUT …," VOLUME 



MACRO r.HOPS け CAN BAND I 

©©@©^ — 
T.OISP PTT F.DIRECT I'.LOCR I 

i© 0 ) II 


SLEEP M-DAX EO い NOOM 

③風風昏 

UP SYNC NIGHT V.OFF ! 

③風③ ■ 

、三-三； 州 86L ，•.一 IJQ 

位;®:城麵 

— "niEt% DASoiCH —I 

口 r+1 口 凤 


2 . 

3 

4 . 


1. 口爪/£■ボタンを2回続けて巧します。 


2 . 反 4 A / D ボタンを押して聴きたいバンド （ FM ま 
たは AM ) を選択します。 

3 . に D / 巧 fcr ボタンを押すと本機のディスプレイ 
に 「 FREQ ---」 と表示されます。 

4 . 数字ボタンで聴きたい放送局の周波数を入力 
します。 


反入力した周波数が選局されます。 


FM 量信モードを切 U 替える 




通常は FM オー ト ステレオモードで使用しまずが、 
受信が態が良くない放送局では雑音が目立つことが 
ありまず。 

その場合には FM モノモードに切り替えると雑音が 
軽減され聴きやすくなりまず。 

(本機で操作する場合） 

1. T - MODE ボ タンを巧すとディスプレイの 
AUTO インジケーターが消灯しモノモードに 
なります。 


2 . もう一度 y - MODf ボタンを巧すと AUTO イン 
ジケーターが点灯しオートステレオモードに 
なります。 

(リモコンで操作する場合） 

1 . T . MODE ボ タンを巧すとディスプレイの 
AU TO インジケーターが消灯しモノモードに 
なります。 

2. もう一度 r.MO 口 f ボタンを巧すと AUTO イン 
ジケーターが点灯しオートステレオモードに 
なります。 
























































































リモコンで本機を操作する 

イ寸属リモコンを使って本機を操作するには,/ WP ボタン， 71 WVE ボタンまたは DM 户ボタンを押してください。アンプ、チューナーおよび DMP ( USB ) モードの詳細については下を参照してくださし、 


: Z ンプモーピ 



SOURCE 

ON/OFF 

本機の電源オン/スタンバイ 

POWER OFF 

本機の電源をスタンバイ 

POWER ON 

本機の電源をオン 

HDMI 

HDMI 出力1/2切り替え 

ZONE A/B 

ゾーン A または B をオン/オフ切り替え 

Z.SPKR 

ゾーンスピーカ ーA をオン/オフ切り替え 

A/D 

HDMI/ デジタル/アナログ入力 
の切り替え 

ATT 

アナログ入力のレベルを減衰 

SPKR A/B 

フロントスピーカーシステムの 
A/B 切り替え 

7.1 

7.1CH INPUT のオン/オフ切り替え 

SOURCE 

ソース機器を還が 

AMP 

リモコンをアンプモードに設を 

input A/T 

本機の入カセレクターを切り替え 

DISPLAY 

フロントパネルのディスプレイ 
モード切り替え 

MUTE 

-時的にミュート（-消音） 

SURR 

サラウンドモードの切り替え 

VOLUME+/- 

音量の調整 

TOP 

セットアップメニュー表不中に 
トップに戻る 

INFO 

現在の設ををモニター画面に表示 

力ーソル 

セットアップメニュー表 7]^ 中に 
力ーソル移動 

ENTER 

セットアップメニュー表示中に設 
をの確認 

MENU 

セットアップメニューを表不 

EXIT 

セットアップメニューを終了 

AUTOd) 

才ートサラウンドモードを遇巧 

STEREO (2) 

ステレオモードを選ホ只 

P.DIRECT 

(3) 

ソースダイレクト/ピュアダイレ 
クトモード切り替え 

SLEEP(4) 

スリープタィマーの設を/解除 

MDAX (4) 

M-DAX モードの切り替え 

EQ(5) 

EQ モードの切り替え 

LIP.SYNC(7) 

リップシンクの時間設を 

N に HT(8) 

ナイトモードのオン/オフ 

V-0FF(9) 

モニター画面の映像をオン/オフ 

T.TONE(CL) 

テストトーンメニューを開う台 

CHSEL(O) 

スピーカー レベルまたは 7.1ch レ 
ベルの調整 

TV POWER 

モニターテレビの電源オン/オフ 

TV INPUT 

モニターテレビの入力切り替え 

TREBLE-/+ 

高音域の調整 

BASS-/+ 

低音域の調整 


そューナーモーじ 



HDMI 

アンプモードの機能が有効 

ZONE A/B 

アンプモードの機能が有効 

Z.SPKR 

アンプモードの機能が有効 

A/D 

アンプモードの機能が有効 

ATT 

アンプモードの機能が有効 

SPKR A/B 

アンプモードの機能が有効 

7.1IN 

アンプモードの機能が有効 

SOURCE 

アンプモードの機能が有効 

AMP 

アンプモードの機能が有効 

INPUT A/T 

アンプモードの機能が有効 

DISPLAY 

アンプモードの機能が有効 

MUTE 

アンプモードの機能が有巧 

SURR 

アンプモードの機能が有効 

VOLUME+/- 

アンプモードの機能が有効 

INFO 

プリセツトメモリーされた1青報 
をリスト表示 

TUNE A/V 

受信周波数を調整 

PRESET 

+ ►/-◄ 

プリセツトメモリーされた放送 
局を選が 

EXIT/MEMO 

プリセツトメモリーの登重录 

T.MODE 

FM オートステレオ/ 

モノを切り替え 

P.SCAN 

プリセツトスキャンを開始 

BAND 

受信バンド tM/AM) 切り替え 

F.DIRECT 

受信周波数を觀字キーで入力 

0-9 

周波数やメモリーチャンネルを 
入力 

CL 

入力を取り消し 

TV POWER 

テレビの電源オン/オフ 

TV INPUT 

テレビの入力切り替え 


DMP ( USB ) モード 



HDMI 

アンプモードの機能が有効 

ZONE A/B 

アンプモードの機能が有効 

Z.SPKR 

アンプモードの機能が有効 

A/D 

アンプモードの機能が有効 

ATT 

アンプモードの機能が有効 

SPK A/B 

アンプモードの機能が有効 

7.1 IN 

アンプモードの機能が有効 

SOURCE 

アンプモードの機能が有効 

AMP 

アンプモードの機能が有効 

INPUT A/T 

アンプモードの機能が有効 

DISPLAY 
(PAGE -） 

前ぺージに移動 

MUTE 

アンプモードの機能が有効 

SURR 

(PAGE+) 

次ぺージに移動 

VOLUME+/- 

アンプモードの機能が有効 

TOP 

最上位フォルダーに移動 

力ーソル 

力ーソルまたはフオルダーの 
移動 

ENTER 

フオルダーに移動/ファイル 
を再生 

II 

一時停止 

► 

再生 

■ 

停止 


前または次のファイルを再生 


早戻し/早送り 

AUTOd) 

アンプモードの機能が有効 

STEREO(2) 

アンプモードの機能が有効 

P.DIRECT 

(3) 

アンプモードの機能が有効 

SLEEP(4) 

アンプモードの機能が有効 

M-DAX (5) 

アンプモードの機能が有効 

EQ(6) 

アンプモードの機能が有効 

UP.SYNC(7) 

アンプモードの機能が有効 

N に HT(8) 

アンプモードの機能が有効 

V-OFF (目） 

アンプモードの機能が有効 

T.TONE(CL) 

アンプモードの機能が有効 

CH SEL(O) 

アンプモードの機能が有効 

REPEAT 

リピート再生 

RANDOM 

ランダム再生 

TV POWER 

テレビの電源オン/オフ 

TV INPUT 

テレビの入力切り替え 








































































































































































mai*antz 



アドバイス 

なるべく本機の電源を切ってから USB メディアを取り外してください。 

電源が入っているときに USB メディアを外すと、データーが失われたり 、 USB メディアカす損傷する 
とがあります。 

ごま意 

USB 延長用ケーブルはご使用にならないでください。 


応用接続 


USB メディアの接続_ 

本機に USB メディアを接続します。 


蒙接続 j ま本操作 システムセットアップ f 応用操作 古ったときは j その他 


を部のを砖 
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マルチチヤンネルオーディオ機器との接続 


ス 1 CH 音声入力端子は、スーパーオーディオ CD マルチチャンネルプレー中 一、 DVD オーディオプレー中 一 
または外付けのデコーダーのようなマルチチャンネルオーディオソース用の端子です。 

これらの端子を使用ずる攝合には、 7.1 CH INPUT に切誓え、セットアップメニューを使用して、 7.1 CH 入力 
レベルを設定してください。に7,44ページ参照） 


















































































































































パワーアンプとの接続 

パワーアンプ単体をシステムに追由することで、更にホームシアターの蟲場感を高めることができまず。 

プリアンプ音声出力端子をパワーアンプと接続し，それぞれのスピーカーと、それに巧応ずるパワーアンプを 
巧続して<ださい。 



!巧ー ド（アンプ内蔵) 
サブウーファー 


2組の人力(高音用&低音用）があるスピーカーに,バイアンプ接続ができます。 

これは化音用と高音用のユニットを別々のチャンネルのアンプでドライブできることを意巧しています。 
従来の AV アンプでは難しかった低能率のスピーカーもバイアンプドライプで、より高音質が楽しめます。 
接続は図を参照してください。リアパネルの SPEAKER C 切り替えスイッチを ON じします。 

ごを意 

• 接続を間違えると本機の保護回路がはたらきスタンバイ状態になります（スタンバイインジケー 
夕一が点滅し ます）。 このような状態に なった ときは スピー カーと 本機の接続を再確認してくだ 
さい。 



ごを意 

• サラウンドバックスピーカーを使用しない場合、本機のサラウンドバックスピーカー端子をゾー 
ン A スピーカー端子またはスピーカ ー C 端子として使用できます。 


スピーカ ー C を使用した接続例(バイアンプ接続） 


主部の古が黃 S 巧 I ■一 I 奉操作 



おさ玄ちトアップ I 巧巧漂作置たときは-そ々立 
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警 P^o^l 
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- o - 


ES 7001 


V 


ご ■-^ 


RC003SR 


ゾーン巳 


図のようにマランツ製などのアンプと組み合せることによって別室じて本機に接続された再生機器を使って音楽や映画鑑賞をすることができます。 


RX8001 


ゾーン L ゾーン R 
スピーカー スヒーカー 






旧 OUTPUT 



RC9001 


(ゾーンスピーカー A ) 

R スピーカー L スピーカー 


*-r-| ‘I 一 


サラウンドバックスピーカーまたはスピーカー C を使 
用しない場合、本機のサラウンドパックスピーカー端 
すをソーンスピーカー A 端子として使用できまず。 

ゾーン A 


◎ 


◎ 


(ゾーン用） 


しを一 

R 

INPUT 



© (D © © © @ 

ミ ®I 丢 ⑤V ? 煩：し 

©扇©©®®で 


•PSAKEnSWTEI 



圏 OPT IN 
@ REMOTE OUT 



マルチゾーン接続 


0010 

00000 

00000 

00000 


る部の名'称基本接続 基本操作圍皆た！！瞧 I '含玄セットアップ応用操作田ったときは その他 
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リモートコントロールの接続 



化のマランツ AV 製品とリモートコント□ール端す 

を接続することじより、付属のリモコンでホームシ 

アターシステムを集中コント□-ルできまず。 

• リモコン操作は本機に向けて行なって<だきい。 
リモコンから送信された赤外線の信号は、本磯の 
リモートコント□ール受光部で受光され、リモー 
トコント□ール端子を通して他の機器に送られま 
ず。 

• このリモートコント□-ル接続を行う場合、本磯 
と接続する機器の背面に装備されているリモー 
トコント□-ルスイ、ソチは、 EXTERNAL または 
EXT . じ設をして下さい。 

• マランツ製のパワーアンプ（一部のモデルを除く） 
をこれらの端すのいずれかじ接続ずると、パワー 
アンプの電源スイッチは本機の電源スイッチと同 
調して作動しまず。 


本機のリモー ト コン ト □ール端子じ外付け赤外巧光 
部などを接続して操作ずる場合、必ず W 下の手順に 
従って本機の赤外受光部の動作を無効じしてくださ 
し'!。 

1 . フ〇ントパネ J レの SUR 只 OUND MODE ボタン 
と MEWi ； ボタンを同時に5秒間巧し続けます。 

2 . FL ディスプレイに旧= ENABLE と表示され 
ます。 

い または ► カーソルを 巧してこれを IR = 
DISABLE に変更します。 

4- f / vrf 巧ボタンを巧します。この設定を巧うと 
本機の赤外線受光部が無効になります。 

ご注意： 

•外付け赤外受光部など力 S 接続されてぃなぃ 
場合は、必ず riR = ENABLE 」 に設定してくだ 
さぃ。 riR = DISABLE 」 に設定されてぃると、 
リモコンでの操作ができません。 


反元の設定に戻すには、手順 f から 4 を繰り返し、 
旧= ENABLE に設定してください。 


その他の接続 



(1)RS232C 

外部コント□ール機器と接続しまず。（接続の際は 


(2) (3) 


(3) FLASHER IN 

コント□ール己 OX 等を接続ずることにより本機を 


ストレートケーブルを用います。また、メンテナン コント□ールできます。 


ス巧にも巧います。） 

(2) DC OUT (DC トリガー) 

DC TRIGGER 化力 (12 V ) を外部機器と接続するこ 
とによって外部機器をコント□ールしまず。 

化力電流は最大 44 mA です。 

GND 


GND 


-信号 


-+12 V 


主部の古が呈本を持 一吉ネ操作 
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システムセットアップ 


すべての機器の接続が終了した後、 GUI メニューシ 
ステムを用いて各種設をを行ってください。 

グラフィカル-ユーザー-インター 
フエース （GUI) メニューシステ厶 

本機には GUI メニューシステムが搭載されていま 
す。このシステムを、リモコンまたはフ□ントパネ 
ルのカーソノわ K タン ▲ / ▼ / ◄ / と ENTER ボタ 
ンを用いて様々な設定を巧いまず。 

ごミま意 

. 「システムセットアップ」は全て GUI メニュー 
を見ながら設定をします。 GUI メニューシス 
テムを見るためには、お手持ちの TV または 
プロジェクターのビデオ入力を本機のリア 
パネルの MONITOR OUT 端子に接続してく 
ださぃ。 （M、 け ページ参照） 

1 . リモコンの/ 1 /W 户ボタンを巧します。（本機で 
セットアップメニューを操作する場合は、この 
操作をする必要はありません。） 

2. リモコンの M の W； ボタンまたは本機の M 亡/ W； 
ボタンを押します。 

モニターに GUI メニューシステムの 「Main 
Menu 」 が表示されます。 

Main Menu には目つの設定項目があります。 

3. カーソノレボタン ▲/ ▼で希望するサブメニュー 
を選択し、の vrf 巧ボタンを巧します。選択し 
たサブメニューが表示されます。 

アドバイス 

•設定した項目を安易に変更できなくするた 
めに、ロック機能があります。 

.ロック機能は Main Menu の！〜6の各項目 
ごとに設定することができます。 

<ロック機能の設定手順> 

(1 )Main Menu を表示させて□、ソクを設をした 
い項目をカーソルボタン ▲ /▼で選択しま 
ず。 

に） カーソノム ボタン ◄/ ►を押して、固（鍵）アイ 
コンがあ6われるようじしまず。 

(3) 全ての項目に対して設定が終わったら、カー 
ソルがめ 、I ▼で力ーソルを 「EXIT」 に移 
動させます。の巧ボタンを押ずと設定が 
終了します。 


RCQQ3SR ホ々ンレイアウト 


TOP ボタン 

セツトアップの設をの途中でこのボタンを押すと 
GUI メニューのトップ画面に戻ります。 

左ボタン 


MENU (メニュ ー） ボタン 

GUI メニューシステムを起動します。 


SRfi003 ボ々ンレイアウト 


MENU (メニュ ー） ボタン 

GUI メニューシステムを起動しまず。 

左ボタン 


各部のるお 基本接続 基本操作 あ巧接続 



応用操作 里 P たと きは そ 巧斗 
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EXIT (終了）ボタン 

GUI メニューシステムを終了しまず。 

ちボタン 


上ボタン 


DISPLAY MENU EXIT BAND 



下ボタン 


ENTER ボタン 












































































アドバイス 

. サブメニューの設定が終了した後、 力ーソ 
ノムボタン ▲/ ▼で カーソルを 「 RETURN 」 に 
移動し、 ENTER ボタンを押してメインメ 
ニューに戻ります0 

. 他のサブメニューへ進むには、一旦メインメ 
ニューに戻るか、もしくは EXIT で終了させ、 
再度 GUI メニューシステムを起動させてく 
ださい。 

. リモコンのボタンを押すと、セットアッ 
プの設定の違中でメインメニューのトップ 
画面に戻ります。 


メインメ J 


Input Setup 


7.1ch Input Setup 
Function Rename 


田因 : Up/ Down 团因： 


‘1.INPUT SETUP" (P. 26) 


Main Menu 

Q Speaker Setup 
Surround Setup 
Video Setup 
Preference 
Acoustic EQ. 


因因 : Up / Down 因因 : Lock 


サフメニこ 




Surround Setup 


PLUx Music Parameter 

CSn Parameter 

NEO: 6 Parameter 

HT-EQ. 

:Off 

LFE Level 

: OdB 

M-DAX 

:Off 

Return 



[Enter!: Select lExrti: Exit | 


田因 : Up/ Down 团因 : 

lEnterl: Select lExrtl: Exrt ■ 


■ 

因因 : Up/ Down 团因： 


"3. SURROUND SETUP" (P. 35) 





Zone B Setup 

DC Trigger Setup 

Optical Output 

Rec 

Standby Mode 

Normal 

Audio 

Main 

HDMI Audio 

Enable 

HDMI Lip Sync 

Disable 

Return 



"5. PREFERENCE" (P. 38) 


面因 : Up/ Down 团因 : 


Video Setup 

1 , の [ 中 ■ 中 ] 

TV-Auto 

: Disable 

OSD Information 

: Enable 

Component i P Convert 

: Disable 

HDMI Output 

: Outputi 

HDMI Output Resolution 

: Auto 

Return 



Acoustic EQ. 



Preset Graphic EQ. Adjust 


Check Auto EQ. 


Return 



lEnterl: Select lEx 出 : Exit 

面困 : Up/ Down 团因 : 

lEnterl: Select lExrtl: Exit 

田凶 : Up/ Down 1 ィ "►1: Change | 


"2. SPEAKER SETUP" (P. 29) 


"4. VIDEO SETUP" (P. 37) 


"6. ACOUSTIC EQ"(P. 40) 
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1 INPUT SETUP 

接続ずるオーディオ/ビデオ機器の化力と本禮の各 
入力端子の関係を設ちしまず。 


Function Input Setup . 

ri-1 FUNC INPUT SETUP 」 (27 ぺージ参照） 

7.1 ch Input Setup I 

「 1-2 7.1 CH INPUT SETUP 」 に 7 ぺージ参照） 

Function Rename : 

「 1-3 FUNCTION RENAME 」 ¢28 ぺージ参照） 

ブ ， Main Menu から力ーソルボタン ▲/ ▼で 「Input 
Setup 」 を選択し、打 V 7 F 巧ボタンを巧します。 


7.1ch Input Setup 
Function Rename 



因因 : Up/ Down 团因： 


2. カーソノレボタン ▲/ ▼で設定するサブメニュー 
を選択し、の V 7 ■打?ボタンを巧します。 


P. 27 


7.1 ホ Input Setup 
Function Rename 


因因 ： Up / Down 团因： 


P. 27 


P. 28 


Function Input Setup 


Function 

Mode 

Digital 

HDMI 

Comp. 

SI Video 

TV 

Auto 


1 

1 

1 

DVD 

Auto 


2 

2 

2 

VCR 

Auto 


3 

3 

3 

DSS 

Auto 

4 



4 

AUX1 

Auto 




* 

TAPE 

Auto 




1 

CD/R 

Auto 




2 

AUX2 

Auto 




3 


田因： Up/Down 团因： 


7.1ch Input Setup 



田国 Up / Down 团因 : Change 
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1-1 FUNCTION INPUT SETUP 

FUNCTION INPUT SETUP の設をでは、 本 機の 
リアパネル上のデジタル入力の igi ね I)、 HDMI 入力 
( HDMI ) 、 コンポーネントビデオ入力に omp .) 、 ビデ 
才 / S - ビデオ入力 （ S / Video ) のを人力端す、フ □ 
ン ト パネル上のデジタル人力 ( Digital ) を本磯の各 
Function じ自由に割り当てることができまず。 

また Fun な ion の Mode 設をでは、各入力に対して優 
先順位を設定ずることができまず。 

1 . Function Input Setup メニューから力ーソノム 
ボタン ▲ /▼で 「 FUNC INPUT SETUP 」 を選択 
し、の V7 ■打?ボタンを巧します。 


Function Input Setup 


Function 

Mode 

Digital 

HDMI 

Comp. 

SI Video 

TV 

Auto 

1 


1 

1 

DVD 

Auto 

2 


之 

2 

VCR 

Auto 

3 


3 

3 

DSS 

Auto 

4 



4 

AUX1 

Auto 

F 



* 

TAPE 

Auto 




1 

CD/R 

Auto 

5 



2 

AUX2 

Auto 




3 



因因 ： Up / Down 团因： 


ホ I だか円!!! 


么力ーソノレボタン ▲/▼/◄/ ►で変更したい設 
定項目を選択します。 


Mode ( モード） 

Auto: 

入力信号を自動的に検化する場含は 「 Auto 」 を選 
択します。 

HDMI 入力ーデジタル人力ーアナ□グ入力の順 
蚕に人力信号の核化が巧われます。 

初期設定は Auto に設をされていまず。 

HDMI: 

HDMI 信号のみを使巧する場合は 「 HDMI 」 を選択 
します。 


• HDMI Audio が Through (スルー）に設定され 
ていると、本機から音声を出力することはで 
きません。 （38 ページ参照） 

Comp 

COMPONENT VIDEO 入力端子の番号1〜3を 

割り当てまず。 

S/Video 

コンポジ、ソトビデオおよび3-ビデオの入力端す T 

〜4を割り当てます。 

ご注意 

• ビデオと S ビデオを別々のを号に割り当て 
ることはできません。 

.AUX1 のビデオ/ S- ビデオ入力はフロント 
パネル上の入力端子が固定になっているた 
め、他の入力端子を割り当てることはできま 
せん。 

3 . 亡/ V7F 巧ボタンを押します。 

4. カーソノレボタン ◄/ ►でそれぞれのモード設定 
と入力端子を選択します。 

5. EA/TF 巧ボタンを押します。 

6 . 手順2.から5.までを繰り返して、各項目を設 
定します。 

ご注意 

• 割当の番号はリアパネルの入力端子番号で 
す。番号をよく確認してください。 

•音声や映像が出力されない場合、入力端子 
番号を再確認してください。 


Diaital: 

デジタル信号のみを使用する場合は 「 Digi ね I 」を選 
択します。 


Analog: 

アナ□グ信号のみを使用ずる場合は 「 Analog 」 を 
選択します。 


Diaital 

希望ずるファンクションに1〜5までと FC フ□ 
ント）デジタル入力を割り当てることができまず。 
デジタル入力端子の番号を割り当てまず。 

HDMI 

HDMI 入力端子1〜3の番号を割り当てます。 


じ 7.1 CH INPUT SETUP 

ここでは、 7.1 ch 入カ ソース （7.1 CH IN 端す） のス 
ピーカーレペルなどを設をします。 

リスナーがずベてのスピーカーを同じレベルで聴け 
るようじ各スピーカーの音量を設ちしまず。 

1 . Input Setup メニユーから力ーソ乂^ボタン ▲/ 
▼で口.1 ch Input Setup」 を選択し、 OV7F 巧ボ 
タンを巧します。 


7.1ch Input Setup 

Front Left 
Center 
Front Right 
Surround Right 
Surround Back Right 
Surround Back Left 
Surround Left 
Subwoofer 


0.0 dS 
O.OdS 
0.0 dS 
O.OdS 
0.0 dB 
0.0 dB 
O.OdS 
0.0 dB 



因因 ; Up / Down 团回 Change 


么力ーソノレボタン ▲/ ▼で rvideo-in」 を選択しま 
す。 

3 . カーソノレボタンィ/►で、 MONITOR OUT 端子 
から再生する映像入カソースを選択します。 
入カソースはカーソノレボタンィ/►で次の順で 
切り替えることができます。 

Last 一 TV 一 DVD 一 VCR 一 DSS 一 AUX1 
一 TAPE 一 CD/R 一 AUX2 一 V-OFF 一 
Last 一… 


.「 Last 」 を選択すると、 7.1 ch 入カモードが設 
定される前に選択されていたビデオ ソース 
が出力されます。 

. rVideo-offJ を選択すると 、 MONITOR OUT 
端子から映像は出力されません 。 （GUI メ 
ニューは出力されます）。 


6 . 力ーソノいボタン ▲ / ▼ / ◄ / ►でカーソルを 
「RetU rn」 に移動し、 ENTER ボタンを巧して 
Input Setup メニューに戻ります。 

ご注意 

. 各スど一力一のレベルは一 12- + 12 dB の 
IdB ステップで、サブウーファーは 一18 〜+ 
12 dB の IdB ステップで設定できます。 



4. カーソノレボタン ▲/ ▼で音量を調整したいチャ 
ンネルを選択します。 

5. カーソノレボタン ◄/ ►で各チャンネルの音量を 
調整します。（各スピーカーからの音量を同一 
にします。） 
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1-3 FUNCTION RENAME 

人カファンクションをを任意のを前に変えることが 
できます。 

登録可能な最大文字数はスペースも含め10文字ま 
ででず。（文字はこの GUI メニューシステムに表示 
される文字から選びまず）登録したファンクション 
をは本機表示部と 0 SD インフォメーションに表示 
されまず。 

ただし 、 GUI メニューシステム内の項目じは反映さ 
れません。 


1 . Input Setup メニユーから、力ーソノボタン ▲ / 
▼で 「Function Rename」 を選択し、 fWTF 巧ボ 
タンを押します。 



2. 力ーソノレボタン ▲/ ▼で 「Function」 部を選択 
します。 


3. カーソノレボタンィ/►で入カソースを選択しま 
す。 

4. 力ーソノレボタン ▲/ ▼で 「Rename」 部を選択し 
ます。 

5. カーソノレボタンィ/►で変更する位置へ移動し 
ます。 （1 文字目から10文字目の間） 

6. カーソノレボタン▼でキャラクタ部 「A」 に移動し 
ます。（必ず最挪よ 「A」 に移動します。） 

7. カーソノレボタン ▲ / ▼ / ◄ / ►でキャラクタを 
選択します。 

反 ev7 ■打?ボタンを巧して確をします。 

9 . 手順5.から0.までを繰り返して、名前を入力 
します。 

Backspace: 

Rename 部の現在の位置を左に移動して T 文:字を 

消します。 

Default: 

Rename 部のを前を Function 部のを前と同じ[こ 

もどしまず。 

Space: 

Rename 部の現在の位置を空白にしまず。 


各部の名称基本接続 基本操作 応用接続 



あ用操作困ったときは その他 
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10 . 力ーソノレボタン ▲/▼/◄/ ►で「 Return」 に移 
動し、 fA/rf/? ボタンを押して Input Setup メ 
ニューに戻ります。 

ごを意 

• 全てのリネーム文字をスぺース（空白）にす 
ることはできません。 






















2 SPEAKER SETUP 


本機を設置し、機器をすべて接続し、スピーカーの配 
置を決をしたら、次じ Speaker Setup メニューで室 
内環境とスピーカー配置に最適な値を設定しまず。 

• Auto Setup: 

口-1 AUTO SETUP CAudyssey MultEQ 面)」 

(30 ページ参照） 


Speaker Setup 



Manual Setup . 


Return 


• Manual Setup: 

「2-2 MANUAL SETUP 」(33 ぺージ参照) 


因因 : Up/Down 团因： 


1. Main Menu から力ーソノ/"ボタン ▲ / ▼で 
「 Speaker Setup」 を選択し、 ENTER ボタンを 
巧します。 



么カーソノレボタン ▲/ ▼で設定したいメニューを 
選択しての V7 ■打?ボタンを押します。 

3. 各設定が終了した後、カーソノレボタン ▲ / ▼ / 
ィ/ ►で r Return」 を選択し 、 ENTEFl ボ タンを巧 
してサブメニュー (Speaker Setup) に戻りま 
す。 


腐 ■ P . 30 


Audyssey MukEQ Setup 



Main Zone Surround Back : 2ch 

Return 


因因 ; Up/Down 因因 



Audyssey MukEQ Setup 

Speaker Check :— 
1st Mic Position 
Now Analyzing!! 




Audyssey MultEQ Setup 


Speaker Check : OK 
2nd Mic Position 

Check 

Calculate 


因国 : Up/Down 团因 : 


Audyssey MultEQ Setup 

Now Analyzing!! 








i 


Check Result 



因因 ; Up/Down 团因 


陽 P . 33 








































































































































































2-1 AUTO SETUP (Audvssev MultEO ⑥） 

Audyssey MultEQ による才ートセットアップでは、 
リスニング環境の音響上の問題が自動測をされ、最 
良の音響体驗を生み化ず設定に最適化されまず。 

Audyssey MultEQ は、スピーカーから化力される 
音の影響によって発生ずる室内における周波数特性 
の不調和を除去しまず。これじより、カラレーシヨ 
ンが発生することなく、特をの位置だけでなく広い 
リスニングエリア全体で、意國したとおりの音質が 
再生されます。 

Audyssey MultEQ では、室内の最大目ヶ所のリス 
ニングポイントを測をし、スピーカーの有無をお出 
して、スピーカーサイズ、チヤンネルレベル、距離、お 
よび最適なク□スオーパー周波数設をを自動計算し 
まず。 

才ートセットアップの操作のしかた 

測定中は GUI メニュー画面に現在の状態が表示され 
るので モニク ー機器の電源を入れてください。 

1. 付属のマイクを本機の M にジャックに接続し 



2 . マイクをメインリスニングポイントに設置し 
ます。 



こま意 

• 測定はメインリスニングポイントの近くで、 
最大6ヶ所で斤うことができます。 

最初の測定はメインリスニングポイントに 
マイクを設置して測定を行ってください。 

• 測定するすべてのリスニングポイントにが 
して、マイクを天井にまっすぐ向けた状態 
で、スタンドや兰脚を使用してマイクをリス 
ニング時の耳の高さに合わせて設置してく 
ださい。 

. スピーカーとマイクの間に障害物を置かな 
いようにしてください。 

. アンプ内蔵のサブウーファーを使用する場 
合はボリュームを中央に設定し、クロスオー 
バー周波数をオフまたは一番高い周波数に 
設定してください。 

•測定中は、マイクとスピーカーの間に立たな 
いでください。室内はできるだけ静かにし 
てください。暗騒音が室内測定に影響を与 
える場合があります。窓を閉め、各種装置 
(携帯電話、テレビ、ラジオ、エアコン、堂光 
灯、電化製品、調光器など）の電源を切って 
ください。 

測定時は、携帯電話をすべてのオーディオ 
電子機器から離れた場所に置いてください。 
携帯電話は、不使用時でも無線周波妨害 
( RFI ) により測定に影響を与える場合があり 
ます。 

オートセットアップは、フロントパネルでは 
なくリモコンで操作することをお勧めしま 
す。 

. 各 チャン ネルから再生される テス トトーン 
の音量は、 リス ニング環境の周辺雑音を上回 
り、最適な S / N 比が得られるまで大きくなり 
ます。 

3. Main Menu で 「Speaker Setup 」 を選択し、 
力ー ソルボ タン ▲ / ▼で 「 Auto Setup 」 を選択 
し、 ENTER ボタン巧してスタート画面を表示 
させます。 

4. 使用しているサラウンドバックスピーカーの 
チャンネル数を選択します。ご使用になられ 
るスピーカーシステムの構成が 5.1 チャンネル 
の場合は 「 No 」 （サラウンドバックスピーカー 
無し） を選択します。 

スピーカー こまたは、 ゾーンスピーカ ー八をご使 
用の場合は 「 No 」 じ設定します。（21、39ページ 
参照） 


各部の名称 基本接続 を本操作 応巧按続 



巧用操作 里一/にときは その斗 
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力ーソルボタン ▲ / ▼で 「 start 」 を選択し、 
ENTER ボタンを押して測定を開始させます。 


Audyssey MultEQ Setup 



Main Zone Surround Back : 2ch 


Return 


因因: Up/Down 团因： 


メインリスニングポイントとは、リスニング環 
境内でリスナーが主に座る、最も重要なポイン 
卜です。 MultEQ では、このポイントからの測 
定値を使用して、スピーカーの距離、チャンネ 
ルレべル、極性、およびサブウーファーの最適 
なクロスオーバー値を計算します。 



ここでチェックの結果を見る場合は カーソノん ポク 
ン ▲ / ▼で 「 Check 」 を選択し、日 VTF 只ボタンを 
押してチェ、ソク結果を表示させます。 



エラーメッセージが表示された場をはその項目に 
ついて適切な処理を巧ってか6再測定をして<だ 
さい。 

(エラーメッセージは、「エラーメッセージについ 
て」32ぺージを参照してください。） 

チェック結果の確認が終わった6 、 カーソル ボタ 
ン ▲ / ▼を押して FReturnJ を運おし、 ENTER ボ 
タンを押して下記の GUI 画面に戻してください。 
この時、 「 EXIT 」 を選択してオートセットアップを 
終了させ 、 [Speaker Setup 」 に戻ることもできま 
す。 

ごま意 

. オートセットアップは、ピュアダイレクト、 
ソース ダイレクトまたは 7.1 チャンネル入力 
モードでは無効になります。 


• Speaker Check は接続されているスピーカー 
を検出します。 

スピーカーうて接続され でい なければそれを 
検出して次のチヤンネルへ進みます。 

K 1ポイント目のチェックが終わると次のような 
GUI 画面が表示がされます。 


Audyssey MultEQ Setup 

Speaker Check : OK 
之 nd Mic Position 

Check 

Calculate 


面曲 Up/Down 团因; 


7. 2 ポイント目のリスニングポジションにマイク 
を移動させてからカーソノレボタン ▲/ ▼を巧し 
て「 start 」 を選択し ENTER ボタン押して2ポ 
イント目の測定を巧います。 

この時に 「 Calculate 」 を選択しての V 7 ■巧?ボタ 
ンを巧すと、 2ポイント目の測定をキャンセ 
ルして測定結果の解析を行うことができます。 


Audyssey MultEQ Setup 

Speaker Check : OK 
之 nd Mic Position 


Start 

Check 


Calculate 


面因; Up/Down 因因； 
























































































反6.と7.の操作を繰り返してメインポジションと 
その周囲をあわせて6ヶ所の測定を巧います。 

全ての測定が終わると次の GUI 画面が出力されま 
す。 


Audyssey MultEQ Setup 

Speaker Check : OK 


[Calculate 



力ーソルボタン ▲ / ▼对甲して 「 Calculate 」 を選 
択して打 vrf 只ボタン巧し測定結果の解析を巧い 
ます。 

解析中は次のような GUI 画面が表示されます。 



-解析時間は接続されているスど一力一の数 
と測定ポイントに依存して、スピーカー敷、 
ポイント数ともに、多くなると解析に要する 
時間も長くなります。 

• 測定ポイント数が6ケ所な下でも測定を終 
了することはできます。 


9. 測定結果の確認 

測定結果の解析が終了すると、解析結果の確 
認画面が表示されます 


Check Result 


Speakers Size 
Speakers Distance 
Channel Level 
Crossover Frequency 
Store 


田国 : Up/Down 团因： 


カーソル ポ女ン ▲/ ▼を巧して確認したい項目を 
選択して 1 日 V 7 ■打? ボタン巧してミ夫定します。 


ご注意 

.イコライザー （ MultEQ ) の パラ メーターの 確 
認については41ページをご覧ください。 

[例] スピーカーの 有り無しの殖認画面 


Speakers Config 


Check Speaker Results 


Front Left 

Yes 

Center 

No 

Front Right 

Yes 

Surround Right 

Yes 

Surround Back Right 

No 

Surround Back Left 

No 

Surround Left 

Yes 

Subwoofer 

Yes 



[例] スピーカーサイズの確認画面 


Speakers Size 


Front Left 

Auto 

Center 

Auto 

Front Right 

Auto 

Surround Right 

Auto 

Surround Back Right 

Auto 

Surround Back Left 

Auto 

Surround Left 

Auto 



[例] スピーカーから リスニングポジションまでの 
距離の確認画面 


Speakers Distance 


Unit 

Metws 

Front Left 

3.05 m 

Center 

3.05 m 

Front Right 

3.05 m 

Surround Right 

3.05 m 

Surround Back Right 

3.05 m 

Surround Back Left 

3.05 m 

Surround Left 

3.05 m 

Subwoofer 

3.05 m 



[例] チヤンネルレベルの確認画面 


Channel Level 



Front Left 

0.0 dB 



Center 

•6.5dB 



Front Right 

•1.5dB 



Surround Right 

+1.0dB 



Surround Back Right 

+9.5dB 



Surround Back left 

+12.0dB 



Surround Left 

•2.5dB 



Subwoofer 

-12.5dB 







■1 III III 1 III 1 i|i|iiMI 11 III 1 i|^M 


[例] ク□スオーバー周波数の確認画面 



10 . 測定結果のメモリー 

解析結果の確認終了したら、カーソノレボタン ▲ 
/ ▼ /ィ/ ►を押してカーソルを「 Return 」 に合 
わせて ENTER ボ タン押し 、「 Check Result 」 の 
画面を表示させます。 


田困： Up/Down 团因： 


Unit の 「 m 」 に力ーソルをあわせて力ーソノムボタン 
の ◄ / ► を押ず毎に距離の単位时]メートルと [ ft ] 
フィートを切り替えることができまず。 
スピーカーとマイクの距離が 9.15 m を超えた場 
合、> 9. 1 5 m と表示されまず。 


Check Result 


Speakers Config 
Speakers Size 
Speakers Distance 
Channel Level 
Crossover Frequency 


因国 : Up / Down 团田： 


力ーソルを 「 Store 」 に合わせて ENTER ボタ 
ン巧すとイコライザーを含む全てのパラメー 
ターが メモリーされます。 

解析結果をメモリーさせたくない時は 「 Exit 」 
に カーソルを 合わせての VTT 只ボタン押しま 
す。 

ごミ主意 

•「 Store 」 を押す（メモリーする）前に 「 Exit 」 を 
押すと測定結果および解析結果の全てを消去し 
てしまうので操作に注意してください。 

メモリーが完了すると次の GUI 画面が表示されま 
す。 



スピーカーサイズとク□スオーバー周波数は自動 
測定:の結果であることを表ずためじ、 Auto と表示 
されまず。 


ごミま意 

. メモリー中は本機の電源を切らないでくだ 
さレ'^。 

本機に メモリー されで いる 全ての データが 
消まされてしまう場合があり、また故障の原 
因にもなります。 


各部 


仰 基本接は 


基- W 作 


兒接続 



ち用操作 困ったときは その化 
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エラー メ ツセー ジ 【こつし、て 





エラー 表示 


原因 


対処方法 


Mic Setup Error 


Audyssey MultEQ Setup 



Main Zone Surround Back : 2ch 


Return 


Mic Setup Error 
Check Microphone 



Noise Error !! 



Analyze Error !! 

Audyssey MultEQ Setup 
I Speaker Check : »• 

Analyze Error!! 

Result 


• マイクが正しく接続されていない 


• 付属のマイクを接続ずる 
• マイクの接続を確詔する 


.リスニングルームの騒音が大きすぎて正確な測定ができない 
• スピーカーから化力される音量がルさい 


• 測定中はエアコン等の騒音を発生ずる機器の電源を切る 
• 周囲が静かな時間帯に測ををおこなう 


• 適切な再生をおこなうための必要なスピーカーが検出できない 
• スピーカーの極性が逆に接続されている 


左國の例では夕のような不具合が横化されていまず。 

• フ□ントスピーカーの L - Ch および R - Ch の極性が逆になっている 


電源を切り、極性が逆と表示されたスピーカーの接続を磕認する 
(ご使用のスピーカーじよっては正しく接続されていてもこの表 
示 [ Rev ] がされる場合があります。この場合はエラー表示を無 
視してください） 

スピーカーの向きや配置を確認する 


([ Rev ] Reve に e 表示がされている） 


面国 : Up/Down 团因 : 


サラウンドスピーカーが接続されていない （ No 表示)のじサラウン 
ドバックスピーカーが接続されている。 

(このような不具合の場含はサラウンドおよびサラウンドパック 
の全てのスピーカーじ [ Err ] Error が表示されまず） 


• Analyze Error は力ーソノムボタン ▲ / ▼を押して力ーソルを 
「 Result 」 じ合わせての V 7 ■の?ボタンを押すと次のような詳細画面 
を表示できます 



上記 W 外にもスピーカーの接続がホのようじ接続されていると Error 
になります 

• サラウンドバックスピーカーを1本だけ使用している場含にサラ 
ウンドパック R 端子に接続している 

(サラウンドバックスピーカーを1本だけ御使用の場含は L 端す 
に接続して < ださい） 
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2-2 MANUAL SETUP 

1. Main Menu から 「 SpeakerSetup 」 を選択します。 
么力ーソノレボタン ▲/ ▼で 「Manual Setup 」 を選 
択します。 

3. 巧\/7■巧?ボタンを巧して確ま:します。 


Speaker Size メニューでスピーカーのサイズを設 
をする際は W 下の指針を参照してください。 

し ara 色： 

十分な低音再生能力をもった全帯域対応の大型の 
スピーカーを使用する場合に選んでください。再生 
信号の全帯域をそのままスピーカーへ出力しまず。 

Small: 

ほ音再生能力の低いル型のスピーカーを使用する 
墙合に選んでください。再生信号の低音域は、サブ 
ウーファー化力端子へ振り分けて化力されます。 
(Subwoofer : No に設定した攝合はフ□ント L/R 
チャンネルへ振り分けて化力されます） 

6. カーソノレボタン ▲/ ▼で各チャンネルのスピー 
カーを選択します。 

7. カー ソノレボタン ◄/ ►で スピーカーの サイズを 
設定します。 


Subwoofer 

Y 。 ち： 

サブウーファーを使用ずる場含に違択しまず。 

No: 

サブウーファーを使用しない塌含に選択しまず。 

フ□ントスピーカーで 「 Small 」 を選択した塌合、こ 
の項目は 「 Yes 」 に設をされまず。 

Front 

Larae: 

フ□ントスピーカーが大型の場合に選択しまず。 

Small: 

フ□ントスピーカーがル型の場合に選択しまず。 

. サブウーファーで 「 No 」 を選択した場合はこ 
の項目は 「 Large 」 に設定されます。 

Center 
Non 色： 

センタースピーカーを使用しない場合(こ選択しまず。 

Larae: 

センタースピーカーが大型の場合に選がしまず。 

Small: 

センタースピーカーがル型の場合に選択しまず。 

Surround 
Non 色： 

サラウンド L / R スピーカーを使巧しない場合に選 
択しまず。 

Larae: 

サラウンド L / R スピーカーが大型の場合に選択し 
まず。 

Small: 

サラウンド L / R スピーカーが小型の場含に選択し 
ます。 

Surround Back 
None: 

サラウンドバック L / R スピーカーを使用しない場含に 
選択します。 

Ich: 

サラウンドパックスピーカーが1本の攝含に選択 
しまず。 

音声信号はサラウンドパック L 端すか6化力され 
まず。接続を殖認してください。 

2ch: 

サラウンドパック L / R スピーカーを使用する場合に 
選択しまず。 

Zone SPKR: 

サラウンドパックスピーカー端子をソーンスピー 
カー A として使用する攝合に設定しまず。 

ご注意 

. rSuiToundJ の設定で 「 None 」 を選択した場 
合、この項目は 「 None 」 に固定されます。 


Speakers Distance 
Speakers Level 


因因 ; Up/ Down 团因： 


4. カーソノレボタン ▲/ ▼でサブメ- 
て日 V 7 ■打?ボタンを巧します。 


L 一を選択し 


く SPEAKER SIZE> 

5. 力ーソノムボタ / ▼で Manual Setup メ 

ニユーから Speakers Size を選択し、亡 W 7 ■巧？ 
ボタンを巧します。 



因因 ; up/ Down 团因 : Change 


Surround Back Size 
Larae: 

サラウンドバックスピーカーが大型の場合に選択 
しまず。 


Small: 

サラウンドバックスピーカーがル型の場含に選択 
しまず。 


ごミ主意 

• 「 Surround 」 の設定で「 None 」 を選択した場 
合は、ここでの設定はできません。 

LPF/HPF 

サブウーファーを用いる場合は、 Small に設をした 
スピーカーのカツトオフ周波数を選択ずることが 
できまず。 

Small じ設定したスピーカーのサイズに応じてク 
□スオーバー周波数レベルを選択しまず。 

60 Hz ^ 80 Hz ^ 100 Hz ^ 120 Hz 一 140 Hz 一 
160 Hz 一 180 Hz 一 60 Hz ^ ... 


アドバイス 

.フロン トス ピーカーに 小型のものを使った 
場合は高めに、大型のものを使った場合は低 
めに設定します。 


Bass Mix 

• パス-ミツクスの設をは、ステレオ再生で、フ日 
ントスピーカーを rLarge 」 に、サブウーファーを 
「 Yes 」 に設をした場合にのみ有効となりまず。こ 
の設をは PCM またはアナ□グ-ステレオソース 
の再生時にのみ有効です。 

•「 Both 」 を選択した場合、低音域帯はメインの 
L / R スピーカーとサブウーファーの両方で再生 
されます。 

この再生モードでは、低音域帯が室内全体【こ均一 
じ広がりまず。ただし、部屋の大きさやお状じよつ 
ては干渉が起こつて実際の低音域帯の音量がルさ 
くなる場合があります。 

•「 Mix 」 を選択すると、低音域帯はメインの L / R ス 
ピーカーでのみ再生されます。 


アドバイス 


.Dolby Digital または DTS の再生中の LFE 
信号はサブウーファーで再生されます。 

反各設定が終了したとき、カーソノレボタン ▲ / ▼ 
で力ーソルを 「 ReturnJ に移動し、 ENTER ボタ 
ンを巧すと 、 Manual Setup 画面が表示されま 
す。 


く SPEAKER DISTANCE > 

9. 力ーソノ/"ボタン ▲/ ▼で Manual Setup メ 
ニューから Speaker Distance を選択し、 
ENTER ボタンを巧します。 


Speakers Distance 



巧因 : Up/ Down 团因 : Change 


ここではリスニング位置から各スピーカーまでの距 
離を指をします。この距離に基づいて自動的にディ 
レイタイムが計算きれまず。 

まず、部屋の中で通常座る理想的な位置を決めまず。 
適切な音場を作る音響タイミングを設定ずるため 
に、この作業は重要でず。 


ご注意 


• Speaker Size のメニュー 設定で 「 None 」 に 
設定した ス ど ーカーは Speaker Distance のメ 
ニューに表巧されません。 


10. カーソノレボタン ◄/ ►で 「 Unit 」 （表示単位）を 
「 Meters 」 （メートル）または 「 Feet 」 （フイート） 
に言曼定します。 

"• カーソノレボタン ▲/ ▼で設定したチャンネルを 
選択します。 



12. 力ーソノいボタン◄/►で、 スピーカーまでの据 
離を設定します。 

Front Left: 

通常のリスニング位置か6フ□ント L スピーカー 
までの距離を設定しまず。 

I ' 户 nt 户 r* 

通常のリスニング位置からセンクースピーカーま 
での距離を設をしまず。 

Front Right: 

通常のリスニング位置からフ□ント R スピーカー 
までの距離を設定します。 

Surround Left: 

通常のリスニング位置か6サラウンド L スピー 
カーまでの距離を設をしまず。 

Surround Right: 

通常のリスニング位置からサラウンド R スピー 
カーまでの距離を設ちしまず。 
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Subwoofer: 

通常のリスニング位置からサプウーファーまでの 
距離を設定します。 

Surround Back Left: 

通常のリスニング位置からサラウンドパック L ス 
ピーカーまでの距離を設をします。 

Surround Back Right: 

通常のリスニング位置からサラウンドバック R ス 
ピーカーまでの距離を設定しまず。 

ごま意 

.各スどーカーまでの距離はな下のようにメー 
いレ ( m ) またはフィート （ ft ) で設定します。 
m : 日.03から 9.15 m の範囲で0.03 m 単位で 
設定できます。 

ft : 0.1 から30 . Oft の範囲で 0.1 ft 単位で設定 
でミます 

(モニタには近似値で表示されます。） 

• 「 None 」 に設定したスピーカーには Speaker 
Distance メニューは表巧されません。 

.Speaker Size メニューでサラウンドバックス 
ピーカーを 2 ch に設定した場合は 、 rSurround 
Back Left 」 と 「 Surround Back RightJ の設定が 
表示されます。 

.Speaker Size メニュー でサラウンドバックス 
ど一力一を Ich に設定した場合は 、 r Surround 
Back 」 の設定が表示されます。 

13. 各設定が終了したとき、カーソルボタン ▲/▼/ 
イ/ ►で力ーソルを r Return 」 に移動し 、 ENTER 
ボタンを巧して次のページに進みます。 


く SPEAKER LEVEL > 

1ん 力ーソノいボタン ▲/ ▼で Manual Setup メ 
ニューから Speakers Level を選択し 、 ENTER 
ボタンを押します。 


Speakers Level 



Down 团 IW: Change 


ここでは、リスナーがずベてのスピーカーを同じレ 
ペルで聴けるように各スピーカーの音量を設をしま 
す。 


SPL (音圧レベル）メータをお持ちの場合は、リスニ 
ングポジションで計測される SPL を一定:にずるこ 
とを推奨しまず。 SPL メータの読み値が 75 dB(C 
weighting , Slow response にて）じなるように各々 
のスピーカーレベルを調整しまず。 

ごま意 

• このメニューで 設定された値は、 7.1 ch 入力 
モード、ピュア ダイレクト モード、ソース ダ 
イレクトモ ードの 時は反映されません。 

Test Mode 

カーソル ボタン◄/►でテストトーンの化力を 
「 Manual 」 または 「 Auto 」 じ設をします。 

「 Auto 」 を選択すると、テストトーンは各チヤンネル 
で2秒ずつ、以下の順で循環して化力されまず。 

Front Left 一 Center 一 Front Right 一 Surround 
Right 一 Surround Back Right 一 Surround Back 
Left 一 Surround Left 一 Subwoofer 一 Front Left 

カーソノム ボタン ◄ / ►で、すべてのスピーカーのレ 
ベルが同じ[こなるようじスピーカーから化るテスト 
卜ーンの音量を調整しまず。 

「 Manual 」 を選択した塌合は W 下のように各スピー 
カーの化カレべルを調整しまず。 

15. カーソ成ボタン▼を押してカーソルを 「Front 
Left 」 に移動します。本機のフロント L スピー 
カーからテストトーン（ピンクノイズ）が出力 
されます。 

このノイズのレベルを調整します。 

(レベルの調整は一12から十に d 巨の範囲で 
0.5 d 巨単位で巧えます。） 

カーソルボタン▼を巧すと、センタースピーカー 
からテスト I -ーン（ピンクノイズ）が出力されま 
す。 

16. 力ーソノレボタンィ/►で、フロント L スピーカー 
と同じレベルになるようにセンタースピー 
カーのノイズ音量を調整します。 

ブ 7. カーソノいボタン▼を押すと、フロント R スピー 
カーからテストトーン（ピンクノイズ）が出力さ 
れます。 

18. フロン力一およびその他のスピー 
カーも同様にステップブ么とプ又を繰り返し、 
すべてのスピーカーの音量が同じになるよう 
にします。 

各設定が終了したとき、 ENTER ボタンでカー 
ソルを「 Return 」 に移動し、 ENTER ポタン を巧 
して 「Manual Setuo I メニューにもどります。 


を部の名称 基本接続 ま本操作 応用接続 



応用操作 里一-たときは その他 
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• Speaker Size メニューで 「 None 」 に設定した 
スピーカーは表巧され ません。 

• Speaker Size メニューでのサラウンドバッ 
クスピーカーを 2 ch に設定した場合は、 

I Surround Back Left 」 と 「：iurround Back 
Right J 力す表不されます。 

• Speaker Size メニューでサラウンドバックス 
ピーカーを Ich に設定した場合は r Surround 
Back 」 と表巧されます。 

•7.1 ch 人カソース （7.1 CH IN 端子）のスピー 
カー.レベルの 調整は、 7.1 ch 入カサブメ 
ニューで行います。 （27 ページ参照） 

• Subwoofer は一 18 dB から+ 12 dB まで設定 
可能です。 




















3 SURROUND SETUP 

各種サラウンド人力信号に対して、ご使用のスピー 
カーシステムまたはへ、 ソ ドホンか6高い臨場感の 
効果を引き化すためじ、サラウンド効果のパラメー 
ターを 設をします。 


• Channel level: 

「3-1 CHANNEL LEVEL 」(3 已ぺージ参照） 

• PLUx Music Parameter: 

「3-2 PLIx MUSIC PARAMETER 」(36 ぺージ参照) 

• CSH Parameter: 

「3 -SCSI PARAMETER 」(36 ぺージ参照） 


LFE Level: 

Dolby Digital 信号または DTS 信号に含まれる 
LFE 信号の化カレべルを選択します。 

力ーソルボタン ◄/ ►で「0づ8」、「一1〇€18」または 
「 OFF 」 を選択しまず。 

M-DAX: 

M - DAX のモードを設をします。力ーソノムボクン ◄ 
/ ►で 「 High 」、 「 Low 」 または rOff 」 を選択します。 
詳細は44ぺージの M - DAX の項目を参照してくだ 
さい。 

各設をが終了したとき、 力ー ソノんボタン ▲ / ▼ でカー 
ソルを 「 Return 」 に移動し、の V 7 F 巧ボタンを押してサ 
ブメニュー (Surround Setup ) じ戻ります。 


• NE0:6 Parameter: 

「3-4 NEO : 目 PARAMETER 」 口目ぺージ参照） 

1. 力ーソノ/"ボタン ▲/ ▼で Main Menu から 
「 Surround Setup 」 を選択し、 ENTER ボタンを 
巧します。 

么力ーソノレボタン ▲/ ▼で設定したいメニューを 
選択し 、ENTER ボタンを押します。 


Surround Setup 



PL Ex Music Parameter 


CSI Parameter 


NEO: 6 Parameter 


HT-EQ. 

:Off 

LFE Level 

:0dB 

M-DAX 

:0 け 

Return 



面国 : Up/Down 团因 : 


HT-EQ: 

力ーソルボクン ◄ / ►で HT - EQ を選択して On/Off 
を設定しまず。 

家庭のオーディオ装置で再生ずると、映画のサウン 
ドトラックは高音域が強調され耳ざわりな場含があ 
ります。これは巧画のサウンドトラックが、巨大な 
劇墙環境で再生されるようじ設計されているためで 
す。巧画館用の映画をご視聴時に HT - EQ 機能を有 
効にすると、補正を巧って適切な音調パランスじし 
ます。 

次のモードでは HT - EQ 機能を使用することができ 
ません。 

• 7.1 ch 入カモード 
• ピュアダイレクトモード 
• ソース ダイレクトモード 
• サラウンドモードに VIRTUAL (ドルビーパー 
チヤル）スピーカーが設をされているとき 


Surround Setup 



PLIx Music Parameter 
CSI Parameter — 
NEO: 6 Parameter — 


HT-EQ. : Off 

L 托 Level : OdB 

M-DAX : 0 け 


Return 


因因 : Up/ Down 团因 : 


原 P . 35 


Center 

O.OdB 

Surround Right 

0.0 dB 

Surround Back Right 

O.OdB 

Surround Back Left 

O.OdB 

Surround Left 

O.OdB 

Subwoofer 

O.OdB 


Return 


因因 : Up/ Down 团因 : Change 


P . 36 


Pin X Music Parameter 

Panorama 
Dimension 
Center Width 


因因 : Up/ Down 团因 : Change 


臨 P . 36 

CSn Parameter 



SRS Dialog : 0 


Return 


因因 : Up / Down 团因 : Change 


臨 ■ P . 36 

NEO: 6 Parameter 



Return 


因国 ： Up / Down 团因 : Change 


3-1 CHANNEL LEVEL 

1. Main Menu から力ーソノムボタン ▲ / ▼で 
「Surround Setup 」 を選択し、 ENTER ボタン 
を巧します。 

2. 力ーソノレボタン ▲ /▼で rChannel Level 」 を選 
択し 、ENTER ボタンを押します。 

3. 設定する Surround Mode に力ーソノ/"ボタンイ 
/►で設定します。 


Channel Level 


Center 

O.OdB 

Surround Right 

O.OdB 

Surround Back Right 

O.OdB 

Surround Back Left 

O.OdB 

Surround Left 

O.OdB 

Subwoofer 

O.OdB 


Return 


因因 ; Up / Down 团ド ]: Change 


ん カーソノレボタン ▲/ ▼で設定するメニュー項 
目を選択し、カーソノレボタンィ/ ►でレベルを 
設定します。の V 7"£ 巧ボタンを巧して確定しま 
す。 

Surround Mode: 

チヤンネルレペルはと_/下の3つのサラウンドモード 

毎に独立してメモリーされます。 

1. Multi Ch . STEREO のモード 

2. CSI のモード 

3. その他のモード 

CHANNEL LEVEL 

r' 户 nt 户 r* 

センタースピーカーの補正量は一に d 巨から十 12 d 巳 

で日.己 d 巨ステップで設定しまず。 

• Speaker Size メニューでセンタースど一カー 
を 「 None 」 に設定した場合はこの設定は表示 
されません。 

Surround Left or Right: 

サラウンドスピーカーの補正量は一 12 d 巨から十 12 dB 

で日. 5 d 目ステップで設をします。 

.Speaker Size メニューでサラウンドスピー 
カーを 「 None 」 に設定した場合は、 この 設定 
は表示されません。 

Surround Back Left or Right: 

サラウンドバックスピーカーの補正量は一 12 d 巨か 

ら十12池で 0.5 姬ステップで設定しまず。 

• Speaker Size メニューで サラ ウンドバックス 
ピーカーを 「 None 」 に設定した場合は、 この 
設定は表示されません。 




































































Subwoofer: 

サブウーファーの補正量は一 18 d 巨から+ 12 d 巨で 
日.己 d 巳ステップで設定:します。 

• Speaker Size メニューでサブウーファーを 
「 No 」 に設定した場合は、この設定はま示さ 
れません。 

ごミ主意 

.Multi Ch . STEREO 、 CSII な外のモードでの 
設定値は Manual Setup の内の Speakers Level 
と連動します。 

各設をが終了したとき、 カーソノい K クン ▲ / ▼でカー 
ソルを 「 Return 」 じ移動し、日 V 7 ■巧?ボタンを巧して、 
Surround Setup メニューじ戻りまず。 


3-2 PLUit f プロ□ジック Jx ) MUSK 

PARAMETER 

Pro Logic Ix-Music モードは CD などのステレオ 
ソースで、豊かで包み込むようなサラウンド環境を 
実現します。 

1. Main Menu から力ー ソノけ: タン ▲ / ▼で 
「 Surround Setup 」 を選択し、 ENTER ボタンを 
巧します。 

么力ーソノボタン ▲ / ▼で 「PLUx Music 
Parameter 」 を選択します。 

3. の V 7 F /? ボタンを押して確定します。 


PLI X Music Parameter 

Panorama 
Dimension 
Center Width 


面因 ： Up / Down 因因 : Change 


Parameter: 

力ーソノシボ タン ◄ / ►で 「 Default 」 または 「 Custom 」 

を選択しまず。 

「 Custom 」 を選択した場合、じ(下の3つのパラメ— 
クを設ちずることができます。 

Panorama: 

力ーソノム ボタンィ/ ►で Panorama モードを fOnJ 
または roff 」 に設定しまず。 

Panorama モードでは、フ□ント左ちスピーカーか 
らおる音がリスナーを包み込み、3次元空間の表現 
力が得られます。 

Dimension: -3 与 ...=> 3 
フ□ントとリアのレペル差を調整ずる機能でず。 
入カソースじよってはフ□ントが強くでるもの、リ 
アが強くでるもの、と多様異なりまずので、この機 
能で好みのバランスを得ることができまず。 -3 か 
ら3までの7段階の調整が巧能でず。 

Center Width: 〇づ • •. => 7 
センターチャンネル成分を、徐々にフ□ント L / R の 
スピーカーに 振り分ける機能です。 

センター成分を振り分けることで、スピーカー間の 
音色の不一致を綴巧させる こと が可能になります。 
日から7までの8段階の調整が可能です。 

セン女ースピーカーの設定が 「 None 」 に選択されて 
いる場含は、この設定は選択できません。 

4. 各設定が終了したとき、カーソノレボタン ▲ / ▼ 
で力ーソルを 「 Return 」 に移動し、 ENTER ボタ 
ンを巧します。 


各部の名称基本接続 基本操作 応用接続 



あ用操作 西ったときは その他 
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3-3 CSn/TS XT PARAMETER 

1. Main Menu から力ーソノムボタン ▲/ ▼で 
「 Surround Setup 」 を選択し、 ENTER ボタンを 
押します。 

2. 力ーソノレボタン ▲/ ▼で 「 CS 丑 Parameter 」 を 
選択します。 

3. の V 7 F /? ボタンを巧して確定します。 


CSn Parameter 
SRS Dialog 
Return 


因因 : Up/ Down 百 ] 因 ; Change 


Trubass: 0 . =>6 

• Trubass は、パイプオルガンの低音再生技法を 
電気的に応巧したもので、使用ずるスピーカー 
のわ(最低再生可能周波数) W 下の低音を再生で 
きます。 

• 0か6目まで7段階で設をできます。数値が上 
がる程、効果が大きくなります。 

• サブウーファーを使用している場含、本機能は 
サブウーファー化力に働きます。 

• サブウーファーを使用していない場含、本機能 
はフ□ント L / R 化力に働きまず。 

SRS Dialoa: 0 =>■ ■. => 6 

• SRS Dialog はダイア□グ（台詞）を明腺にする 
と共に、床置きのセンタースピーカーから化る音 
の音像定位を画面の高さから聴こえるようじ、 
上方向に移動(仮想配置)しまず。 

• 0か6目まで7段階で設をできます。数値が上 
がる程、効果が大きくなりまず。 

• Speaker 窃 ze (スピーカーのサイズ）セットアッ 
プでセンタースピーカーを 「 None 」 と選択してい 
る場合、この設定を行うことはできません。 


3-4 NEO:6 PARAMETER 

DTS NEO : 目は2チャンネル入力時、最大目.1チャン 
ネル出力を可能にしたモードです。 （5.1 チャンネル 
入力も対応。） 

このモードでは、センタースピーカーの音声イメー 
ジが拡大されまず。 

1 .Main Menu から力ー ソルボ タン ▲ / ▼で 
「 Surround Setup 」 を選択し、 ENTER ボタンを 
押します。 

艺.力ーソノシオ: タン ▲ /▼で 「 NE 0:6 Parameter 」 を 
選択します。 

3. OV 7 F 巧ボタンを巧して確定します。 


NEO: 6 Parameter 



Return 


团因 : Up/ Down 团因 : Change 


4. 力ーソノレボタン ◄/ ►で Center Gain レベルを 
0.0 から 1.0 の節囲で 0.1 単位で選択できま 
す。 


ごま意 


• この設定は NEO :6 Music モードのときのみ 
有効です。 

. センタースピーカーの 設定が 「 None 」 に 選択 
されている場合は、この設定は選択できませ 
ん。 


5. 各設定が終了したとき、カーソノレボタン ▲/▼ 
でカーソルを 「 Return 」 に移動し、 ETVT ■巧?ボタ 
ンを押します。 


4. 各設定が終了したとき、カーソノレボタン ▲ / ▼ 
で力ーソルを「 Return 」 に移動し、 ENTER ボタ 
ンを押します。 


























4 VIDEO SETUP 

ビデオに関する各種設定をしまず。 

1. Main Menu から力ーソノレボタン ▲/ ▼で 「Video 
Setup 」 を選択し、 EVT ■打?ボタンを巧します。 


Video Setup 


TV-Auto 

: Disable 

OSD Information 

: Enable 

Component 1 P Convert 

: Disable 

HDMI Output 

: Output! 

HDMI Output Resolution 

: Auto 

Return 



因田 : up / Down 团因 : 


么カーソノレボタン ▲/ ▼で設定したいメニューを 
選択し . ENTER ボタンを巧します。 


Analog & HDMI : 

アナ□グ峽像信号（ビデオ， S ビデオ，コンポーネ 
ントビデオ）の相互のアップコンパート、ダウンコ 
ンパートをおこないまず。 

さらじ、アナ□グ巧像信号か6 、 HDMI へのア、ソプ 
コンパートちおこないまず。 


• HDMI のデジタル映像信号からアナログ映 
像信号のダウンコンバートはできません。 

Analog Only : 

アナ□グ映像信号（ビデオ， S ビデオ，コンポーネ 
ントビデオ）の相互のアップコンパート、ダウンコ 
ンパートをおこないます 

アナ□グ映像信号から、 HDMI へのアップコン 
パートはおこないません。 

Off : 

全てのコンバート機能を停止しまず。 


• Video Convert 

本磯のモニター化力には映像信号のコンバート機能 
を装備していまず。 

Video Conve けメニューでは、各映像入カファンク 
シヨンごとに、コンバートの設定がおこなえまず。 

1. Main Menu から力ーソノムボタン ▲/ ▼で 「Video 
Setup 」 を選択し 、 ENTER ボタン を押します。 

2. 力ーソノレボタン ▲/ ▼で 「Video Convert 」 を選 
択し fA /7 ■日?ボタンを押します。 


Video Convert 



DVD 

Analog & HDMI 

VCR 

Analog & HDMI 

DSS 

Analog & HDMI 

AUX1 

Analog & HDMI 

TAPE 

Analog & HDMI 

CD/R 

Analog & HDMI 

AUX2 

Analog & HDMI 

Return 



因因 ; Up/ Down 团因 : Change 




3. カーソノレボタン ▲/ ▼でファンクションを選択 
してカーソノレポタン ◄ / ►でビデオコンバート 
の設定をおこないます。 


ビデオコンバート機能の詳細については4目ページ 
を参照してくだきい。 

• TV-Auto 

本機をテレビと連動させて、自動的に電源を入れ 
たり、スタンパイにずる機能でず。 

カーソ瓜 ボタン ◄ /►でこの機能を有効じしたい 
ときは 「 Enable 」 、無効(こしたいときは 「 Disable 」 
じ設定しまず。 

詳細は45ページのテレビオート機能の項を参照 
してください。 

• OSD lnformation ( OSD インフ オメー シヨン） 

音量のア、ソプ/ダウン操作や入カファンクション 
の切り誓え操作をしたときじ、モニター(こ操作の 
状態を表示する機能でず。 

力ーソノム ボタン ◄ / ►で 「OSD Information 」 機能 
を有効にしたいときは 「 Enable 」、 無効じしたいと 
きは 「 Disable 」 じ設をします。 

この磯能が不要の場合は 「 Disable 」 を選択してく 
ださい。 

ご注意 

•HDMI およびコンポーネントビデオ入力端 
子から映像信号を入力してぃるときは、スー 
パーインポーズ表巧をすることはできませ 
ん。 


• Component I/P Convert 

480 i で入力されたアナ□グビデオ信号を48 Op に 
変換してコンポーネント端子から化力ずる機能で 
す。 

カーソ成 ボタン ◄ /►でこの機能を有効じしたい 
ときは 「 Enable 」 、無効にしたいときは 「 Disable 」 
じ設をします。 

詳細は4目ページのコンポーネント IP 機能の項を 
参照してください。 

• HDMI Output 

HDMI の化力を設をします。 力ーソルがめ A I 
►で Output 1と Outpu 松を切り替えます。 
リモコンのボタンを押しても切り替えるこ 
とができまず。 


• HDMI Output Resolution 

本機 HDMI 端すか6化力される映像信号の解像度 
(画素数)を設をしまず。 

力ーソ J レがめ< / ►を使って下記の中から選択 
しまず。 

Auto W Through ^ 480/576 p ^ 720 p ^ 108 Oi 
^1080 p ^ Auto 
Auto : 

HDMI 接続されているテレビに適切な解像度を自 
動で設をします。 

Through : 

人力されたままの解像度で出力されます。 

480 p /576 p : 

480 p で化力されまず。 

720 p : 

720 p で化力されまず。 

1080 i : 

1日 80 i で出力されまず。 

1080 P : 

108 Op で化力されまず。 


















5 PREFERENCE 

(便利機能の動作設定) 


• z.one A Setup : 

• Zone B Setup : 

「5-1 ZONE SETUP 」(39 ぺージ参照） 

• DC Trigger Setup : 

[5-2 DC TRIGGER SETUP 」(39 ぺージ参照） 

^ .力ー ソノムボタン ▲/ ▼で Main Menu から 
「 Preference 」 を選択して、 OV 7 ■打?ボタンを押 
します。 

Preference 




Zone B Setup 

DC Triager Setup 

Optical Output 

Rec 

Standby Mode 

Normal 

Audio 

Main 

HDMI Audio 

Enable 

HDMI Lip Sync 

Return 

Disable 


/ Down I ィ阳 : 


2. カーソノレボタン ▲/ ▼で設定するメニユーを選 
択して、 £ yV 7 F /? ボタンを巧します。 

Optical Output; 

光デジクル化力の機能を選択します。 

Rec : CD レコーダーや MD デ、ソキへ録音ず 
るときじ設定します。 （13 ページ参照） 
Zone B Out : ソーン目化力として使巧するときに設 
をしまず。 

に2、39、53ページ参照） 

Standby: 

「 Economy 」 じ設定ずると、スタンパイ時の消費電 
力を低減できますが、スクンバイ中、テレビオート 
ON / OFF 、 RS -232 C の機能を使用できません。こ 
れ6の機能を使用する攝合は r Normal 」 に設定して 
くた’さい。また、リモコンで電源を入れる場合、か 
し長めじボタンを押してください。 

Audio: 

AAC 、 二 力 国語 モー ドのとき 、 Main (主音声 ） Sub 
(副音声）のどちらの音声を化ずかを決めます〇 ▲ 
/ ▼で選択しイ/ ►で Main 一 Sub 一 Main + 
Sub を選択しまず。 


HDMI Audio: 

HDMI 端子から入力された音声信号を、本機に接 
続されたスピーカーで再生ずるか、もしくは本機 
の HDMI 化力端子に接続したテレビやプ□ジエク 
クーで再生ずるかを設定します。 

Enable : HDMI 端寻■からの音声入力信号を本 
機で再生します。この場合、 TV やプ 
□ジエクターからは音声信号は化力 
されません。 

Through : HDMI じ入力された音声は本機のス 
ピーカー端子からは化力されません。 
音声 データは TV やプ □ジエク女一 [こ 
そのまま出力されまず。マルチチヤ 
ンネル対応 TV などで音声を闇きたい 
ときに使用しまず。 

HDMI Lipsvnc 

( 才ートリップシンクコレクション）： 

接続する映像機器によっては映像信号の処理時間 
が音声信号に対して長いものがありまず 。 HDMI 
1.3 a のオートリップシンクコレクション機能に巧 
応した TV やプ□ジエククーを本機に接続した場 
合、この機能で自動的に映像と音声の同期をとる 
ことができまず。 

力ーソノレ ボタン ◄ / ►で Enable / Disable を切り替 
无ます。 

Enable : 才ートリツプシンク〕レクション機 
能を使用して映像と音声の同期を取 
U ます。 

Disable : 才ートリ 、ソプ シンクコレクション機 
能をオフ[こします。 

ごま意 

.HDMI 1.3 a にが応し ていない 機器、または 
オートリ ップ シンクコレクション 機能にえホ 
応 していない 機器を本機に接続した場合、こ 
の機能は使用できません。詳しくは接続す 
る機器の取扱説明書をご確認ください。 

• この 機能がご使用になれない場合は 、 Lipsync 
(リップシンク）機能で映像と音声の同期を 
手動でとることができます。 （45 ページ参照) 

各設定が終了したときは、 カー ソ成ボクン ▲ / ▼で 

「 Return 」 を選択し、の VT ■巧?ボタンを押してサブメ 

ニュー （ Preference ) に戻りまず。 


各部の る お 基本接続 基本操作 応用接続 



あ用操作困ったときは その他 
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Preference 


Optical Output 

Rec 

Standby Mode 

Normal 

Audio 

Main 

HDMI Audio 

Enable 

HDMI Lip Sync 

Return 

Disable 




















































5-1 ZONE SETUP 

ソーンシステムを使用ずる時の各設ををこのメ 
ニューで巧いまず。 

ソーンシステムについての詳細は22、日3ページを参 
照して下さい。 

^.力ーソル ボタン ▲ / ▼で Main Menu から 
「 Preference 」 を選択して、 ENTER ボタンを巧 
します。 


2. 力ーソノレボタン ▲/ ▼で ! "Zone A Setup 」 また 
は rZone B Setu p 」 を選択します。 

3. 亡/ V 7 ■打?ボタンを押します。 

が下の説明はゾーン A を設定する方法です。 


Zone A Setup 



团阻 Up/ Down 团因 : Chanae 


JiTF の説明はゾーン B を設定する方まです。 



Sleep Timer 
Zone Digital Out 

Return 


: DVD 口 ig.2) 


:Off 

:0H 


困阻 Up/ Down 团因 : Change 


4. 力ーソノレボタン ▲/ ▼で設定したい項目を選択 
します。 


Audio Source: 

ソーン 出力の音声 ソースは カーソル ボタンィ/ ► 
で選択します。 

Sleep Timer: 

スリープタイマーはソーン化力が ron 」 のとき(こ利 
用できます。時間は カーソノ心ボ クンィ/ ►で設定 
でき、1日分単位で最長120分まで設走できます。 

Stereo / Mono ( ステレオ / モノ）： 

ソーン音声出力をモノ出力にずるときは 「 Mono 」 
を、ステレオ化力にずるときは 「 Stereo 」 を 力ーソ 
ノム ボタン ◄/ ►で選択します。 


Zone Pre Out ( ゾーンプリアウト）： 

力ーソル ボタン ◄/ ►でソーン機能の ron」roffj 
を設定します。 

Volume Mode (音量設定)： 

ゾーンの音量を巧変ずるときは 「 Variable 」 に、固 
定するときは 「 Fixed 」 じしまず。 

Level (音量レベル)： 

ソーン化カレべルを カーソノムボ クン ◄ / ►で調整 
しまず。 一 90 犯から Od 目まで Id 巨単位で設を 
できまず。 

Zone Speaker Out (ゾーンスピーカーアウト）： 

力ーソノ レポクン ◄ / ►でソーンスピーカー機能の 
「 OnJOff 」 を設定:します。 

Volume Mode : 

ソーンスピーカーの音量を巧変ずるときは 
「 Variable 」 じ、固をずるときは 「 Fixed 」 [こします。 

Level : 

ソーンスピーカーの 化カレべルをカーソ瓜ボタン 
◄ / ►で調整しまず。 一 90 姬から Od 目まで Id 巨 
単位で設定できまず。 

Zone Digital Out ( ゾーンデジタルアウト）： 

ソーンデジタル出力をカーソルボタン ◄/ ►で On 
または Off に設をしまず。： 

ごミ主意 

• ゾーンスピーカー 機能の設定は 、 Speaker 
Size メニューで rSurround Back 」 う 《 「 None 」 
または 「Zone SPK 民」 に設定され、 かつ リアパ 
ネルで SPEAKER C 力 s ' OFF 位置にあるとき 
に変更できます。この設定が'利用できない 
ときは 、 r ホみホ」 と表示されます。 

• rVolume Mode 」 が 「 Fixed 」 に設定されている 
場合、ゾーン A からリモコンを使用してゾー 
ン A の音量を調整することはできません。 


• ゾーン B では、デジタル入力1から5または 
F (フロント）に設定されていない人カソー 
スを使用することはできません。 （27 ペー 
ジ参照） 

• ゾーン B には 、 「Stereo / Mono」「Volume Mode 」 
[ LevelJ および 「Zone Speaker Out 」 の機能はあ 
りません。 

• 「邸 tical 」 うす民 ec 」 に設定されている場合は 
ゾーン B 機能を使用できません。 （38 ペー 
ジ参照） 


5-2 DC TRIGGER SETUP 


本機は、メインソーンまたはソーンの入カファンク 
シヨンと連動して DC トリガー化力をコント□ール 
することができまず。 

1. 力ーソ乂^ボタン ▲/ ▼で Main Menu から 
「 Preference 」 を選択して、 ENTER ボタンを巧 
します。 

2. 力ーソルボタン▲/▼で 、 DC Trigger Setup を 
選択します。 

3. fWTF 巧ボタンを巧して確定します。 


DC Trigger get 叩 


^■Trigger 

Disable 

TV 

… 

DVD 

*♦« 

VCR 


DSS 

… 

AUX1 


TAPE 

… 

CD/R 

… 

7.1 ホ Input / AUX2 

… 

Tuner 

*** 

USB Audio 


Return 



因因 ： Up / Down 团因 : Change 


4. 力一乂ルボタンィ/►で 、 「Main Zone」、|~Zone 
A」、 「 Zone B 」、 「 Remote 」 、「 Disable 」 のいずれ 
かを選択します。 

• Main Zone 

メインソーンのファンクションじ連動して DC 
トリガー出力をコント□ールします。 

• Zone A 

ソーン A のファンクションに連動して DC トリ 
ガー出力をコント□ールします。 

• Zone B 

ソーン目のファンクションに連動して DC トリ 
ボー出力をコント□ールします。 

• 只色 mote 

リモコンで DC トリボー出力をコント□ールし 
ます。付属リモコン RC 003 SR ではこの磯能 
は使用できません。 

• Disable 

DC トリガー機能を停止します。 

反設定したい入カファンクションをカーソノレポ 
タン ▲/ ▼で選択します。 

6 . 力ーソルボ タン ◄ / ►で ron 」 か「 Off 」 に設定し 
ます。 

7. 各設定が終了したとき、カーソノレボタン ▲ / ▼ 
で力ーソルを「 ReturnJ に移動し、 ENTER ボタ 
ンを巧します。 

ごま意 

• 設定したゾーンで On に設定したファンク 
ションが選択されたときに DC OUT に電圧 
为 S 出力されます。 

























*UtO S の lEO REPEAT 

① 

SLEEP M'#X EO RaI か . 

の非 o か 
① 

HT EO CHSei 

このボタンを巧ず度に EQ Mode は W 下のように切 
り替わります。 

Off - ► Audyssey Front- 

^- Preset - 


►Audyssey Flat 

」 


-Audyssey - 


ごを意 


•「Audyssev Front」、「Audvssey Hat 」、 
「 Audyssey 」 の各モードは、一度 Auto Setup 
(オートセットアップ）を実行した後に選択 
ができるようになります。 

• Auto Setup (オートセットアップ）の測定を 
巧ったときに 「 No 」 に設定されたスピーカー 
を Manual Setup で使用できるように設定し 
直した場合は、 「 Audvssey 肝 ont」 、 [Audyssey 
Flat 」、 fAudyssevJ の各モー ドの選択はでき 
なくなります。 

.EQ Mode で選択した各イコライザーは、 
ピュア ダイレクト、 ソース ダイレクト、 7 .Ich 
INPUT およびドル ビーへッ ドホンおよびドル 
ビーバーチヤ ルス ピーカーモー ドをご使用の 
際は無効になります。 


7.力ー ソルボタ ン ▲/ ▼で Main Menu から 
「Acoustic EQ 」 を選択し、 EA / T ■打?ボタンを巧 
します。 

2. 力ーソノレボタン ▲/ ▼で 「 EQ . Mode 」 を選択し 
ます。 

3. 力ーソノんボタンィ/ ►で 「Audyssey Front 」、 
「Audyssey Flat 」、「 Audyssey 」、「 Preset 」、 
「 Off 」 のいずれかを選択します。 

設定:が終わった6、 カーソノム ボタン ▲ / ▼で力ーソ 
ルを 「 Exit 」 に移動しての VT ■巧? ボタンを押して設定: 
を終了します。 

リモコンを使って EQ Mode を切り替えるには、 
ylM 户ボクンを押した後にボタンを押しまず。 


6 ACOUSTIC EQ 


ACOUSTIC EQ (アコースティックイコライザー) 
の設定で使用するイコライザーの選択とイコライ 
ザーカーブを設定ずることが化来ます。 

• Preset Graphic EQ Adjust : 

「6-1 PRESET G.EQ ADJJC 41 ぺージ参照） 

• Check Auto EQ : 

「CHECK AUTO 」(41 ぺージ参照） 

EQ Mode : 

本磯にはユーザーが好みによって手動でグラ 
フィ、ソク イコライザーを設定:する 「 Preset 」 およ 
び 、 AUTO SETUP の自動測定の演算処理で決め 
6れる 「Audyssey Front」、「Audyssey Flat 」、 
「 Audyssey 」 の 3 種類の MultEQ (マルチイーキュ ー) 
が用意されていまず。 

Audyssey Front : 

フ□ントスピーカーは、特性の補正を巧いません。 
その他のスピーカーは最適な特性になるように補 
正します。 

Audyssey Flat ; 

全てのスピーカーの周波数特性をフラットになる 
ように補正します。 

Audyssey : 

リスニングルームの音響特性を最適な環境に補正 
するようすべてのスピーカーの周波数特性を補正 
します。 

Preset : 

プリセットモードはユーザーが PRESET G . EQ 機 
能を使用してお好みに含わせて調整することがで 
きるモードでず。 

(PRESET G . EQ 機能については41ぺージを参 
照してください） 

Off : 

アコースティックイコライザーを使用しないと 
きは Off を選択しまず。 

ごを意 

• rAudyssey Front」、「Audyssev Flat 」、 
「 Audyssey 」 の MultEQ の設定値は自動測定 
の演算処理で決められるため、その値を変 
更（調整）することはできません。 




©固© 
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• EQ Mode で選択した各イコライザーは、 
Dolby True HD、Dolby Digital PLUS 、 DTS - 
HD 信号を再生中は無効になります。 
この場合でもスピーカーオートセットアッ 
プで設定された内容（スピーカーの有無/ 
距離/サイズ/チヤンネルレベル/クロス 
才ーパー)は有タカです。 

• EQ Mode が働いているときは卜ーンコント 
口ールは無効になります。 



Preset Graphic EQ. Adjust 
Check Auto EQ. 

Return 


田国 : Up / Down 团因 : Change 


Preset Adjust 



因困 : Up / Down 团因 : Change 





































































6-1 PRESET G. EQ ADJ 

7 チヤンネル（フ□ント L / R 、 センター、サラウンド 
L / R 、サラウンドバック L / R ) 毎に9バンド (63 Hz 〜 
16 kHz の9ポイント）のグラフ ィ、ソク イコライザー 
を設定できまず。 

^.力ーソル ボタン ▲ / ▼で Main Menu から 
「Acoustic EQ 」 を選択して、の V 7 ■巧?ボタンを 
巧します。 

2. r Preset Graphic EQ Adjust 」 を力ーソノムボタ 
ン ▲/ ▼で選択します。 

3. 亡/ V 7 ■打?ボタンを巧して確定します。 



Reset. 

イコライザー設ををフラットに戻したいときに使 
用します。カーソノムボクンでリセットしたいチャ 
ンネルを選択し、次じの VT ■亡巧ボタンを押して磕定 
します。 

rAll-ChanneU :すべてのチャンネル 
「 Channel 」 ： 現在表示されているチャンネル 

のみ 

Channel: 

調整するサラウンドチャンネル （Front Left , 
Center 、 Front Right 、 Surround Right 、 Surround 
Back Right、Surround Back Left、Surround 
Left ) を力ーソ成ボタン ◄ / ►で選択します 。次に 
▼ボタンで補正モードに移行しまず。 

Frequency: 

補正したい周波数（グラフの上の）をカーソノムボタ 
ン ◄ / ►で選択しまず。 eVTF 巧ボタンを押して磕 
をします。カーソノムボクン ▲/ ▼でレベルを調整 
しまず。（レベルは、 一20 d 己から十9 d 巨の範囲 
で 0.5 d 巨単位で調整できまず。）の VTT 巧ボタンを 
押して磕をしまず。 

イ/►で次の周液数へ進み、レベル調整を再び巧い 
まず。 


6-2 CHECK AUTO 

オートセットアップの測定:結果で設をされた MultEQ 
を確認できまず。 

1. 力ーソ乂*ボタン ▲/ ▼で Main Menu から 
「Acoustic EQ 」 を選択して、の VTF /? ボタンを 
巧します。 

么 「 Check Auto EQ 」 を力ーソノんボタン ▲ / ▼で 
選択します。 

3. 亡/ V 7 F 巧ボタンを巧して確定します。 



EQ. Mode: 

EQ . M 日 de に力ーソルを移動してカーソノい K クン 
イ/ ►で確認したい MultEQ 力ーブ （ Audyssey 、 
Audyssey Front、Audyssey Flat ) を選択します。 

図は左から、グラフ、補正した周波数 ( Hz ) 、補正量 
( dB ) です。 

Channel: 

磕認したいチヤンネルをカーソルボタンイ/►で 
選択しまず。 

4. 力ーソノレボタン ▲/ ▼で 「 Return 」 を選択し、 
亡/ V 7 F 巧ボタンを巧して 「Acoustic EQ 」 に戻り 
ます。 


4. 各設定が終了したとき、カーソノレボタン ▲ / ▼ 
で力ーソルを 「 ReturnJ に移動し 、 ENTER ボタ 
ンを巧します。 







































応用操作 


アンプ操作 

スりープ々イマーをイホう 

の妙 

T' 田 SP PTY F DIRECT P LOCK 

fe 綺 fe (3) 

いご STEREO P.Ol 的 CT REPEAT 

® © 

'I SLEEP ¢0 RANDOM 

③か©感 

TTONE CHSEL BILNG 

風 © 風 IP 

— TREBi.E/CAT— — B"S,CH — . 

Q 曾 Q 曾 

MUSIC PHOTO VinFn RIBVSS 

設定した時間になると自動的に電源がスクンパイが 
態になる機能です。リモコンの>4/1/7户ボタンを押し 
てからぶ户ボタンを押します。 

ボタンを押すたびじ、スタンバイが態になるまでの 
時間が次のようじ蛮化しまず。 


OFF - ► 10- ► 20- ►so -^40- ► 50 

! i 

120 <—110 ^—100 — 90 <-80 ^-70 ^-60 


フ□ントパネルの表示部(こスリープ時間が数秒間表 
示され、カウントが表示されます。この表示はスリー 
プ時間が終わるまで表示されまず。 

設をしたスリープ時間が耀過すると本機は自動的に 
スタンバイ状態になります。 

スリープ. クイ マーが 設走されると、表示部に 
「 SLEEP 」 表示が点なします。 

スリープモードをキャンセルするじはリモコンの 
化 £ E 户ボタンをもう一度押しまず 。 「SLEEP OFF 」 
が表示され、表示部の 「 SLEEP 」 表示が消えまず。 


デイスプレ尤王一に 



本磯表示部の表示動作モードを選択できまず。 

本機またはリモコンの 口巧户 ボクンを押しまず。 

これらのボクンを押すごとに、表示動作状態が順番 

に切り替わります。 

ノ ーマルーボリュームーオートディスプレイオフ—* 

ディスプレイオフーノーマル 

ノーマルモード： 

W 下の3つのモードを表示します。 

• 人カソース：選択きれているソースを上段左側 
じ表示しまず。ファンクションリネーム機能が 
使用されているときは、設定されたソースをを 
表示しまず。に8ページ参照） 

• 人カモード:オート HDMKAH )、 オートデジ女 
ル ( AD) 、 HDMI ( HD ) 、デジタルのの、アナ□グ 
( ANA ) を上段ち側に表示します。に7ページ 
参照） 

• サラウンドモード：サラウンドモードを下段に 
表ルします0 

ボリュームモード： 

下段に音量が常に表示されるよう[こなります。サ 
ラウンドモードが変更されたときは一時的にサラ 
ウンドモードがここに表示されます。 

オートディスプレイオフ： 

基本的にディスプレイぜ消财したが態となります 
が、本機の操作をしたときじ、一時的に表示が態 
になります。 

ディスプレイオフモード： 

常に消なした状態じなります。 

ごま意 

• ディスプレイ. オフ状態では、本機表示部の 
DISP 表示だけはこの機能が動作状態である 
ことを表すために点灯します。 


る部(んる称基本接続 ま本操作 応用接続システムセットアップ困ったときは その他 
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録音 • 録画をする 

本觸を操作して、記録用機器へ録音/録画ずること 
びできます。このため本觸は TAPE 0 UTXD/CDR 
OUT.VCR OUT 端子を装備しています。 



が …' j い J 1 B ii i 

1;巧 I ! 

I © © © @i j 

10 0 0 0N — 

10 0 0 ©I 
问 o o 向ド 



1. 本機の WPUT SEL 仁 CTOR つまみを眉 \ すかリ 
モコンのソースボタンを2回続けて巧して視 
聴したい入カソースを選びます。 


么 TAPE OUT 、 CD/CDR OUT 、 および VCR OUT 
端子から選択した入力信号が録音/録画用と 
して出力されます。 


3. 接続した記録用機器を録音/録画モードに 
し、録音/録画を開始します。 


• デジタル信号入力だけの接続の場合 、 TAPE 
OUT 、 CD/CDR OUT および VC 民 OUT 端子 
への出力は得られません。録音機能を利用 
する場合は、アナログ信号入力の接続も斤っ 
てください。 

. ビデオ信号入力から S - ビデオ信号出力への 
変換、および S - ビデオ信号人力からビデオ 
信号出力への変換は行いません。必ず同一 
の入出力にてご利用ください。 

. HDMI 入力端子に入力される信号は録画/ 
録音することはできません。 


入カモード切り替ミ 


g w 

I - 20NE -1 

曰風喔 

'© 包 

Novoi 提 


©10 

© @1 

f ( c ^ 

© © (| 

(§ r 6 を磯 D 


ミ机,^^^ 

C 戸教 § 

心^ S ^) 


アナ□グ W 外の入力を設をしたソースを選んでいる 
場合、 W 下の入カモードを一時的に切り替えること 
が可能でず。 

リモコンのボタンを押しまず。 

ボタンを押ずごとに、入カモードが順番に切り誓わ 
りまず。 

オート ー HDMI ー デジタルーアナログーオート 


オートモード： 


HDMI モード： 
デジタルモード： 
アナログモード： 


選択した入力機器に対して HDMI 
またはデジタル入力端子に入力 
されているデジタル信号の有無 
を自動的に模化します。 

( HDMI 入力とデジクル入力が模 
化された時は、 HDMI 入力が優先 
されまず） 

デジクル信号が入力されていな 
い塌合はアナ□グ入力が自動的 
じ選択されます。 

HDMI 入力じ固をされます。 
デジタル入力に固をされまず。 
アナ□グ入力に固をされまず。 


入カソースを切り替えたり、スタンバイじした後は、 
セットアップメニューで設定:した入力設定:じ戻りま 
ず。ここで選択した入カモードは一時的な設をでず。 
入カモード切り誓えの設をを保をずるじは、メイン 
メニューの FUNCTION INPUT SETUP に7ページ) 
を参照して下さい。 












































































サラウンドモードの;巽♦尺 

お好みのサラウンドモードを選ぶことができまず。 

例：才ートサラウンドを選択 


( 本機で操作する場合） 

じ TO ボタンを押しまず。 

( リモコンで操作する場合） 

>!\的户ボタンを押してか6>^じて0ボタンを押します。 


例：その他のサラウンドモードを選択 

サラウンドモードについては目6ページを参照して 
ください。 

( 本機で操作する場合） 

お好みのサラウンドモードになるまで 5(7 巧巧 OWVO 
MODE ボタンを何◎か押しまず。 

( リモコンで操作する場合） 

户ボタンを押したあとで、お好みのサラウンド 
モードになるまで SW 7 巧ボタンを何◎か押します。 


各ィ立口 . ノーマうゴセ-—シヨ> . 

メッセージじついて 

ダイア□グ-ノーマライゼーシヨン （Dial Norm ) は 
ドルビーデジタルの機能でず。ドルビーデジクルで 
エンコードされたソフトウエアを再生ずる時、フ〇 
ントパネルに 「 D-NORM X 池」（ X は数値）という短 
いメッセージが表示されることがありまず。ダイア 
□グ.ノーマライゼーシヨン機能は、再を中のソフ 
トウエアが特走:の化力基準レペルより高いレペルで 
歸音されているか、低いレペルで歸音されているか 
を表示し、基準レベルに自動的に合わせてどのソフ 
トウエアでも同一に感じる音量レベルで再生する機 
能でず。 


ナイトモード 

夜間などに再生音のダイナミックレンジを巧えて、 
全体の音量を上げずにルさな音声を闇きやすくする 
ことができます。 

ナイトモードはドルビーデジタル音声に対してのみ 
効果がありまず。 



1. リモコンの^ル/户ボタンを巧します。 

2. AZ / Gwr ボタンを巧すたびにナイトモードが変 
わります。 


AUTO : 



Dolby TtxieHD ソフトに含まれている信号を横化 
して、自動的にナイトモードを ON じずるか OFF 
じするか選択します 。 Dolby TrueHDW 外のドル 
ビーデジクル音声ではナイトモードはオフ【こなり 
ます。 


ON : 



ナイトモード機能をオンにします。 


OFF : 



ナイトモード機能をオフにします。 


•ナイトモード機能が働いているときは本機表示部 
内の MGHT が点财しまず。 

-ピュアダイレクト、ソースダイレクト、 7.1 CH 
INPUT 機能を選択しているときはナイトモードは 
オフじなりまず。 
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へ、、 J ドホンで間 < 

へ、ソドホン （ PHONES ) 端子は、本機をへ、ソドホンで 
聴<場含に使用します。標準ステレオプラグヘッド 
ホンをご使用<ださい。 

へッ ドホン端子を使用しているときは、スピーカー 
がき動的にオフになります。 




ごま意 

へッドホンを端子から外すと、サラウンドモー 
ドはな前の設定に戻ります。 


A 警告 

へッドホンの音量が大きすぎると、耳を傷 
めることがあります。音量が大きくなりす 
ぎないように ‘ ま意してください。 


ドルビーへッドホン-モード 

ドルビーへ ッ ドホンモードは、 スピーカーで 再生し 
たときの波形を再現ずることじより、通常のへッド 
ホンでマルチチヤンネルサラウンド音声を薬しむこ 
とができます。 2 ch ステレオ音声を再生時には前方 
の スピーカーから 聴こえるような効果がありまず。 
へ、ソドホンを使用すると、 MEWt / ボクンは自動的に 
ドルビーへ、ソドホン-モードに切り替わります。 
M £7 Wy ボタンを押したときに表示される 0 SD メ 
ニューは次のとおりでず。 



DOLBY HP (へ、ソ ドホン）モードは左ちの力ーソル 
ボタンで選択できまず。 

BYPASS 一 DH 一 BYPASS 

BYPASS : ドルビーへ、ソドホン-モードじはな6ず、 
通常の 2 ch ステレオ音声を化力します。 
DH : ドルビーへ、ソドホン-モード。 

ピュアダイレクトおよびソースダイレクトモードを 
選択したときはドルビーサラウンド処理が省略さ 
れ、モード-表示[こは r ホみホ」が表示されまず。 

ドルビーへ、ソドホン-モードがオンのときは、サラ 
ウンドモードを選択できまず。 

「 L/R LEVEL 」 は±12 dB の範囲で設定できまず。 

ご注意： 

.へッドホンを端子から外すと、サラウンド 
モードはな前の設定に戻ります。 

. ドルビーへツドホン.モードがオンのとき 
は、トーンコントロールおよび ACOUSTIC 
E 0 は設定することはできません。 


々部の名棘 ^^|本接続 三本操作 応巧壌統ミ玄ち 
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M-DAX 

(Maran tz Dynamic Audio eXoander ) 

再生中の MP 3 や AAC ファイルなどの非巧逆圧縮に 
よって失われた音域成分を補う機能です。 

お好みに合わせて効果のレベルを下記のようじ切り 
替えることができまず。 

" H に H " :強めの効果 
" LOW " :弱めの効果 
" OFF " :機能しない 


リモコンの户ボタンを押します。 M - DAV ボタン 
を押すたびじ M-DAX の効果がかわりまず。 

OFF - ► LOW - ► HIGH 


アッテえート機能 

アナ□グ信号人力を本機にて再生しているとき、前 
面表示部の PEAK 表示が点なする場合がありまず。 
これは、本機の内部処理に対して入力信号レペルが 
大きずぎることを意おします。 
この場合はリモコンの>1ててボタンを押してくピさ 
し''。 


• この機能の動作中は、レ\口—」表示が点财しまず。 

• 入力信号レベルはおよそ半分(こなります。 

• TAPE OUT 、 CD/CDR OUT'VCR OUT からの化 
力信号ではアツテネート機能は動作しません。 

• この機能は個々の入カソースごとに記憶されま 
ず。 

• このボクンは、 HDMI またはデジタル（光または同 
軸)入力が選択されているときは機能しません。 


M - DAX モードが L 0 机または HHGH のときは、 
M - DAX インジケー女一が点なしまず。 

ごま意 

. M - DAX は 48 kHz な下の PCM および2チヤ 
ンネル アナログソースに が応しています。 

. M-DAX を 使用中は トーンコントロールの 設 
定は無効になります。 

. M - DAX はな下のモードでは使用できませ 
ん。 

•ドル ビーバー チヤルス ピーカー 
. ソース ダイレクト 
. ピュアダイレクト 
• 7.1 チヤン本ルインプット 


スピ ー— A/B 


SOURCE SET OFF ■■ 

应 ） O 風の 

(HDM) 

© € 戸©リ） 

フ □ント L/R スピーカーに対してスピーカーシステ 
ム A と スピーカーシステム 巨を切り替えて 使う こと 
ができまず。 

リモコンの SPKR - A / B ボタンを押ずたびじスピー 
カーシステムが変わります。 

A — ► B — ► A+ 己一 ► OFF 


AUTO ^a^^o.DIRECT REPEAT 
Slip M-D&X V RANOOM 

か屬か風 

T.TOXE CHsa BJLNO 


SOURCE SET 0 い 

風 O 曾© 



各部の名称 ま本接続 基本操作 応用接続シ妾ムちトアップ 



困ったときは その他 


I 鹽画〇 

© 5,1 


©©0 


◎ 9唆匯|^ 


|日|0 
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7.1 CH INPUT 

マルチチャンネル SACD プレーヤー作 DVD-Audio 
プレーヤーなどのマルチチャンネル信号に対応する 
ための 7.1 ch の外部入力端子が搭載されています。 
これらの入力信号は内部サラウンド処理をパイパス 
してボリュームコント□ールを通過した後、プリア 
ウト端子へ出力および内部アンプに入力されます。 
( Sub 邮入力はプリアウトのみ） 

この機能が働いているときは、人カソースを切り曽 
えることができません （ AUX 2 として使用できませ 
ん）。この機能に合わせて楽しみたいビデオ系の人 
カファンクシヨンを選択してか6リモコンのス7ボ 
タンを押してください。 


4 . 




SLESP M.OAX 60 RANDOM 

® ③ 風© 

LiPSYNC NIGKT VOFF 

の風風麵 

風の- :—— 

• THtSLEyCAT-, I 


〇<2) 


I— B*53,CH —, 

〇質 


え 


MUSIC PHOTO VIDEO SERVER 


• 7.1 チヤンネルインプットモード使用中は、 
信号は録音用出力には送られません。 

•7,1 チヤンネルインプット使用中はな下の機 
能は使用できません。 

•テストトーン 
•ナづトモード 
-ソース ダイレクト 
. ピュアダイレクト 

• HT-EQ 

• M-DAX 

. トーンコントロール 
.アコースティックイコライザー 

AUX2 入力 

7. 1 CH IN 端子を接続する必要がない場合は丄（フ □ 
ント左）と R (フ□ントち）入力端子は AUX 2 入力用 
じ使用できます。 

この場合、 AUX 2 じ追力日の音声ソースを接続ずるこ 
とができまず。 


1. 本機またはリモコンでご希望のビデオソース 
を選択します。 

2. リモコンのス7を押して 7.1 チャンネルイン 
プット入力に切り替えます。 

3. 各チャンネルの出カレベルを調整する必要が 
ある場合は、リモコンの CW . 公日■ボタンを押し 
ます。 

視聰位置で若れぞれのスピーカーから園こえる音 
量が同じじなるようにィまたは►ボクンでスピー 
カー出カレベルを調整します。 

• フ□ント L / R 、 センター、サラウンド L / R 、 サラウ 
ンドバックのスピーカー出カレベルは、一じか 
6十12 d 巨の範囲で調整することができます。 

• サブウーファーについては、一18か6十に 
d 巨の範囲で調整できます。 

• 調整結果は 7.1 CH . INPUT メモリに保存され 
ます。 

4. 本機のン饼 X / Mf つまみか、リモコンの1/饼 ■ t/Mf 
+/—ボタンで音量を調整します。 

7.1 チャンネルインプット設定を解除するには、リモ 
コンの 7.7 を押しまず。 

ごま意 

• 7.1 チャン本ルインプットモードの動作中は 
内部サラウンド処理をバイパスするので、サ 
ラウンドモードは選択できません。 



ド'デオオフ機能 

各映像出力端子（ビデオ、 S ビデオ、コンポーネント 
ビデオ、 HDMI ) の化力を停止しまず。 



1. リモコンの>1的户ボタンを巧してから1/-0厂尸 
ボタンを巧します。 V -0 FF インジケーターが 
点灯します。 

2. 再び！/ -0 尸尸ボタンを巧すと、 V -0 FF インジケー 
ターが消灯しビデオオフ機能は解除されます。 

ごま意 

ビデオオフモードでもセットアップメニューは 

表示されます。 

























































































































テレビオート機能 （ TV - AUTO ) 

本磯をテレビチューナーと連動させて、自動的に電 
源を入れたり、スクンパイにずることができます。 

1 . テレビチューナーのビデオ信号出力端子と本 
機のテレビ用ビデオ信号入力端子を接続しま 
す。 

么0リ1メニューシステムから]^1下の設定を巧っ 
てください。 

• 5 .PREFERNCE にて Standby Mode : Normal 
(38 ページ参照） 

• 4. VIDEO SETUP にて TV - 八 uto : Enable 
(37 ページ参照） 

3. 本機の入カソースが TV のとき、テレビチュー 
ナーの電源を切ってから約5分経過すると、本 
機の電源がスタンバイになります。 

4. テレビチューナーの電源を入れると自動的に 
本機の電源がオンになります。 


•本機の入カソースを TV に設定したときの 
み有効です。 

. スタンバイ状態に人った後1日秒後より有効 
となります。 

• この機能は S - VIDEO、COMPONENT VIDEO 、 
HDMI の各入力端子には対応しておりませ 
ん。 


LIP-SYNC (リップ•シンク）機能 

接続ずる映像機器じよっては、巧像信号の処理が 
オーディオ信号に対して時間差があるものがありま 
す。 

この差は、ほんのわずかでずが巧画や音楽を薬しむ 
上ではとても重要でず。 

UP . SYNC 機能は、オーディオ信号を遅らせて映像 
との時間差を調整します。初期値は OFF (0 ms ) で、 
最大200 ms まで 10 ms ステップで調整できます。 
ディスプレイやプ□ジェククー等の映像機器で峡像 
を確認しながら調整してください。 



ごミ主意 

. この機能はソースダイレクトまたはピュア 
ダイレクトモードまたは 7.1 チヤンネルイン 
プットでは OFF ( Oms ) になります。ソース 
ダイレクトまたはピュアダイレクトモード 
または 7.1 チヤンネルインプットが解除され 
ると設定した値に戻ります。 

• HDMI 1.3 a のオートリップシンク機能にが 
応した TV やプロジェクターを本機に接続し 
た場合、自動的に映像と音声を同期させるこ 
とができます。この機能の操作については 
38ページを参照してください。 


デュアルバックアップメモリー機能 

本機は電源を切ったが態でも設定した各種内容を内 
部の不揮発メモリーじ記憶していまず。 

デュアルパックアップメモリー機能は記憶した内容 
をさらに別のメモリーエリアに書き込み、ユーザー 
が残したい設定をバックアップし、 いつでもその設 
走:を呼び化すことができまず。 

♦バックアップ 

1. 本機を記憶させたいが態にし設定し、 MEMO 巧 
との VTF 巧ボタンを同時に3秒な上押し続けま 
す。 


♦メモリー呼出機能 

バックアップした設をは次の操作で呼び化せます。 

1. /^のが0巧>^と/^の\/4；ボタンを同時に3秒]^^上 
巧し続けます。 


mapanlz 


-■ ■ .■"■■■- ' t- 

，■一. . , .... • 1 

C 

> 〇 0 1 010 1 01 

一--.-… 

◎ ◎ — @ 喔 ) © © ◎)「 



-_ ; . …™ 

CG 

。。苗。授) 



3 ra ©^2^ 轉◎◎感)「 




と表示され、本機の設定が記懦されます。この記憶 
された内容は、再度デュアルパックアップメモリー 
機能を使って設定の上書きがされるまで残すことが 
できます。 

• じ^下の設定値はパックアップされません。 

. メインソーンのボリューム 
. ソーンのボリューム 
. ソーンスピーカーのボリューム 


と表示きれて記憶した設定状態に本機を再設をしま 
ず。 

この時本機は一度ス女ンバイ状態になりまず。 

また、パックアップデータが有巧しない攝合は、 


BACKUP 


と表示されてバックアップのリカバリーはちわれま 
せん。 

- W 下の設を値はバックアップされないため、各ホ‘ 
リュームの値は初期値の状態にな y ます。 

. メインソーンのボリューム 
. ソーンのボリューム 
. ソーンスピーカーのボリューム 


夕部 Q 名称 三本接続 本操作 応用接続シ妾，1ちよッブ 
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ビデオコン/くート機能 

♦アナログビデオコンバートについて 

本磯のモニター化力には映像信号のコンバート機能 
を装備していまず。 

このため再生機器と本機の映像入力端す（ビデオ、 
S - ビデオ、コンポーネント）との接続方法に関わら 
ず、本磯モニター化力端すとモニター間の接続方法 
じついては、よリ高品位な接続方法のケーブルを T 
本髮ぐだけで視聴できます。 

(設をのしかたについては37ページを参照） 

♦アナログビデオ信号から HDMI への 
アップコンバート 

本磯のアップコンバート機能は入力されたアナ□グ 
ビデオ信号（コンポーネントビデオ信号の解像度が 
480し 480 P 、 720 P 、108 Oi のとき、または S ビデオお 
よびビデオのビデオ信号のとき）を HDMI 化力端す 
に化力ずることができまず。 

(設走のしかたについては37ページを参照） 

ごミ主意 

-この機能は、録画用ビデオ出力端子には働き 
ません。 

. この機能は、スチル、早違り、逆再生等では、 
正常に再生されないことがあります。 

. ビデオコンバート機能は、ご使用になるテレ 
ビ、プロジェクター等によっては同期ずれ等 
の不具合が発生する場合があります。 
このような場合はビデオコンバートの機能 
を OFF にしてご使用ください。 

-この機能は常にビデオ入力信号を監視して 
おり、入力されている信号に合わせてコン 
バートをするかしないかを決めています。 
しう>し、人力されるビデオ信号によっては正 
確な檢知ができないこともあります。 


接続例 

• モニクーを本機の HDMI モニクー端すじ接続した場合 





VIDEO 


または S-VIDEO 


まには COMPONENT 


または HDMI 


HDMI 


ごま意 

-再生機器から入力されるコンポーネントビ 
デオ信号の解像度が480し48邸、72雌、108扣 
拭外のときは本機の HDMI モニター 端子か 
ら映像出力されません。 

• モニクーを 本機の VIDEO または S-VIDEQ モニ 

夕^端すじ接続した場合 



• 再生機器から人力される HDMI ビデオ信号 
は本機の VIDEO , S - VIDEO モニター端子か 
ら出力されません。 

-再生機器から入力されるコンポーネントビ 
デオ信号が 480 i な外のときは本機の VIDEO , 
S-VIDEO モニター 端子から出力されません。 

モニターを 本 磯の COMPONENT VIDEO 

モこ夕—— 巧巾づ 4こすち続し/し±洒と1 


"0。I 



VIDEO t 


173 ま S-VIDEO 


または COMPONENT 


HDMI 



COMPONENT 


各部の名稀 基本接続 基本操作 応用接続 II シ X てちトァタ 



困つたときは： その他 
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ごま意 

. 再生機器から入力される HDMI ビデオ信号 
は本機の COMPONENT VIDEO モニター 端 
子から出力されません。 

GUI メニューシステムについて 

.GUI メニューシステムは全ての映像端子（ビ 
デオ、 S - ビデオ、コンポーネント、 HDMI ) に 
出力されます。 

• OSD インフォメーションは VIDEO または 
S - VIDEO のモニター出力端子にのみ出力さ 
れます。 

本機の VIDEO または S - VIDEO の入力端子 
に入力された映像信号をビデオコンバート 
し 、 COMPONENT VIDEO または HDMI の出 
力端子から出力した場合は、 OSD インフォ 
メーションが出力されます。 

ごま意 

.HDMI OUT 端子に モニターろ f 接続され てい 
る場合、 モニターの 機種によっては VIDEO 
および S-VIDEO モニター 端子から出力され 
ないことがあります。 


コンポーえント I / P 機能 

本磯の VIDEO ◎路じは I / P コンパート機能が装備さ 
れていまず。 

この觸能をオンすることで、再生機器から入力され 
るアナ□グビデオ信号（ビデオ、 S - ビデオ、コンポー 
ネントビデオ）の 480 i を 480 P にコンバートして本 
機の COMPONENT VIDEO 化力端す(こプ□グレ、ソ 
シブ化力ずることができまず。 

(設をのしかたについては37ページを参照してくだ 
さい） 

ごま意 

HDMI OUT 端子にモニターうて接続されている 
場合、 HDMI 解像度が 720 p 、 1080し108雌または 
AUTO に設定されているとこの機能は無効に 
なります。 


HDMI OUT 切梅え 



本機では 、 HDMI OUTPUT 1または2を選択して使 
用ずることができまず。 

リモコンの WD / W / ボタンを押ずたびじ、 OUTPUT 1 
と2が交互(こかわりまず。 

HDMI OUT 1と HDMI OUT 2は同時に化力するこ 
とはできません。 



H . DM 懈像度 

ビデオコンバート機能によってアナ□グビデオ信号 

を HDMI 端子へ化力ずるときの解像度を設ちしまず。 

• 4801 € 号は480 p ，720 p ， 108 Oi または108 Op 信 
号に変換できまず。 

• 720 P 信号は1080ほたは108 Op 信号(こ変換で 
きまず。 

• 108 Oi 信号は108 Op 信号に変換できまず。 

ごま意 

• 1080 し 72 日 P または1 日 80 p 信号に対応していない 
モニターと 接続ずる塌合は、108 日し 720 P または 
^080 p に設走：しないでくピさい 。 SETUPMENU 
が表示されません 。 SETUP MENU が表示されな 
しづ嘉含は、本体表示部を見ながら設定を変更して 
<ピさい。 

• コンポーネントビデオ化力の解像度は変更できま 
せん。 










































































































































7. OM 户ボタンを 2 回続けて巧します。 
2. トップメニュー画面が表示されます。 


1 .w 户 iyrsfi 亡 era 巧つまみを回して USB を選 
択します。 

(リモコンで 操作する場合） 


① ファンクション表示： 

ファンクションをを表示しまず。 

③ ステー タス表示： 

USB 機能のが態を表示します。巧0ページ参照) 

③ ボリューム表示： 

ボリュームレべルを表示しまず。 

④ ガイダンス表示： 

操作キーの説明を表示します。 


3. 本機のフロントパネルの USB 端子に音楽ファ 
イルが入った USB メディアを接続します。 



4. USB メディア内のフオルダや音楽ファイルが 
リスト表示されます。 


本機では USB Mass Storage Class 規格に対応し 
ている US 巨メディアを使巧ずることができまず。 
US 目メディアのファイルシステムは、 FAT 16、 
FAT 32 じ対応しています。 

本機で再生できる音楽ファイルは、 MP 3、 WMA 、 
AAC 、 WAV ファイルです。 （50 ぺージ参照） 


USB 操作の準備をする 

ごま意 

操作を行う前に、本機と モニターテレビが 正し 
く接続されていることを確認しでください。 

(本機で操作する場合） 


メインインフオメーション表巧 
①一 
感一 

①ファンクション表示： 

ファンクションをを表示します。 

@ステータス 表示： 

US 巨機能の状態を表示します。また、エラーメッ 
セージも表示します。 （5 日ページ参照） 


モニター画面表示 （ トップメニユ ー) 



USB 操作 




© © © |0 iO: 

© © © S 巧" 



メインインフオメーシヨン表巧 

① 一 I 

② -1 

① ファンクション表示/親フォルダ名： 

ファンクションをと親フォルダ：各を表示します。 

③力ーソル情報： 

現な選択されているファイルサフオルダをを表示 
します。 


ごを意 

• 本機のモニター画面 、 FL DISPLAY にま示出 
来る文字は ASCII 文字のみです。それな外 
の文字は"*"じ変換してま示します。 

• 10み間操作が無い場合、モニター画面はス 
クリーンセーパー麦示に'変わります。 

• トップメニユーを麦示しているとき、本機の 
の VTE が ボタンを3秒な上押し続けると、ス 
クリーンセーバーを有効または無タカに切り 
換えることができます。 


モニター画面表示（リスト） 


► USB Audio 


► ft ../Folderl 

I 01/18]-4^ 




…1•" し . 

> Album name2 


Title name1.mp3 

；. 

Title name2.wav 


Title names.m4a 

—④ 

Title name4.wma 

Title name5.mp3 


Title name6.wav 


Title name7.m4a 

a 

Title names.wma^^ 



CODOC 


因因因 : Browse 


① ファンクション表示： 

ファンクション名を表示しまず。 

® 親フォルダ名： 

現在リスト表示している親フォルダ名を表示しま 
ず。 

感 リスト番号/総数： 

[カーソル位置のリスト番号/ファイルとすフォ 
ルダを合わせた総数]を表示します。 

④子フオルダ、ファイルリスト： 

すフォルダと、ファイルを US 巨ストレージに保を 
した順巧で表示します。ファイルとフォルダが混 
巧ずる場合は、フォルダを先頭に表示します。 

⑥選択カーソル： 

ファイルやフォルダを選択しまず。 

® 再生ステータス： 

再生中 ファ イルの再生 ステータスを 表示し まず。 
® ぺージインジケータ ー ： 

リストのページアップ/ダウンが巧能な時に表示 
がでまず。 

® ガイダンス表示： 

操作ボタンの説明を表示します。 


アイコン表示 

因：フォルダ滿フォルダ、モフォルダ） 
H :巧生しているファイル 


々部を名称 S 本接続 三本操作 応巧接続シ妾..皂 



たときは 


その他 
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o 曾 o 曾 



リモコンで操作を行うときは、0/1がボタンを T 回押して、リモコンを DMP ( USB ) 
モードに切り換えてください。 



リモコン 


▲ /▼ 

(リモコン、本機） 

力ーソルの移動 

► 

(リモコン、本徽 

力ーソル位置がフォルダの場合、遇巧したフォルダに 
移動 

イ 

(リモコン、本徽 

上位フォルタに移動 

ENTER 

(リモコン、本徽 

力ーソル位置がフォルダの場合、遇巧したフォルダに 
移動 

力ー ソル位置がファイルの場合、遇巧したファイルを 
再生 

EXIT (本徽 

停止 

■ (STOP) 

(リモコン） 

TOP 

(リモコン） 

最上位フォルタ’に移動 

PAGE + /- 

(リモコン） 

(+) かページ 
(一)前ページ 

► (PLAY) 

(リモコン） 

再生 

II (PAUSE) 

(リモコン） 

一時停止/解除 

w/w(SKIP) 

(リモコン） 

(►►1) 次のファイルを再生 
( W ) 前のファイルを再生 
(ファイルの先頭から1砂ソ内の場合は頭出し） 

•«/►► (SEARCH) 

(リモコン） 

(►►) 早送り 
( w ) 早戻し 

口 REPEAT 

(リモコン） 

リピート（繰り返し） 

DOC RANDOM 

(リモコン） 

ランダム（任意） 


システムちトアブ 


里つたときは そ巧化 


:|巧本操作 


各部の名称 


巧芦接続 


基本接続 
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④ タイトル名表示： 

再生ファイルのタイトルをを表示します。タグ情 
報がない場含は、ファイルをを表示します。 

⑥ アーティスト名表示： 

再生ファイルのアーティストをを表示します。 
アーティスト名がない場合は、 " UNKONWN " と表 
巧します。 

⑥ アルバム名表示： 

再生ファイルのアルパムをを表示しまず。アルパ 
ムをがない場合は、" UNKONWN " と表示します。 

⑦ 経過時間： 

再生ファイルの経過時間表示。 

® コンテンツ時間： 

再生ファイルの総時間表示。 

⑨ リピート/ランダムステータス： 

リピート、ランダムの状態表示。 OFF のときは表 
示しません。 

⑩ 再生ステータス： 

現在選択されているファイルの再生ステータスを 
表示します。 

⑩ ボリューム表示： 

ボリュームレペルを表示します。 

©ガイダンス表示： 

操作ボタンの説明を表示します。 


アイコン表不 

画面に表示されるアイコンは次の通りです。 

S ： フォルダ(親フォルダ） 

邸ファィル 

® :ア-テイスト 
图：ァルバム 
経過時間 

@:コンテンツ時間 

2. 再生中に別のファイルを再生したい場合は、イ 
ボタンを巧し、ファイルリストを表示します。 
▲/ ▼ボタンで任意の巧まで移動し、の V 7 ■亡巧ま 
たは ►(PLAY) ボタンを巧します。 

3. 再生を停止したい場合は、■ボタンを押しま 
す。 


7. 巧生したい巧を選び、亡 wrf 巧または►ボタン 
を巧します。 

ステータス表示画面が表示され、ファイルリス 
卜の順に巧の再生を開始します。 

メインインフオメーション表示 

① ファンクション表示/アーティスト名： 

ファンクションをとアーティストをを表示しま 
ず。アーティストをがない場含は、" Unknown " と 
表示します。 

③ 再生ステータス/タイトル名： 

再生ステータスと、タイトル名を表示しまず。 

タイトル名が unknown の場合は拡張すを除く 
ファイルをを表示しまず。 


モニター画面表巧（ステータス) 



① ファンクション表示： 

ファンクションをを表示します。 

③親フォルダ名： 

現在再生している親フォルダをを表示します。 
③現 をのファイル番号/総数： 

[現在再生しているファイルのファイル番号/親 
フォルダに含まれるファイル縱数]を表示します。 














































































繰り很し聴〈（リピート田牛） 


順不同で曲を扭牛する（ランダム田牛） 


リモコンの巧 f 户£47■ボタンを押ずごとに、下記の順 
で切り替わりまず。 


OFF 


ALL 


フオルダ- 


1 


励 


國 


國 


全ファイルリピート 
フオルダ内リピート 
1 ファイルリピート 


ごミ主意 

フォルダ内リピートで再生するときは、選択さ 
れた親フォルダ内のファイルをリピート再生し 
ます。（子フォルダ内のファイルを除きます。） 


リモコ ンの RANDOM ホタンをおすしと(こ0 N 一 
OFF の順に切り替えます。 

ランダム再生は、リピート再生の設をによってラン 
ダム再生範囲が蛮わりまず。 

リピートなし： US 巨デパイス内の全てのオーディ 
オファイルをランダム再生します。 

リピートあり：リピート設をの再生範囲で、ラン 
ダムリピート再生しまず。 

ON を選択したときに►ボ女ンを押ずと、ランダム再 
をを開始しまず。 


USB メディアに人っている巧を1巧リピート、フォ 
ルダ内リピート、または全曲リピートで再生ずるこ 
とができます。 



US 巨メディアじ入っている曲をランダムに再生する 
ことができます。 


©©@© 

TDISP PTY F DIH6CT ? LOCK 

渡商)(を读 


藝看 

豐 

還還1010 i 
i 容爲 



一靈画 

，，祭01雪 

I 留⑤ i 疊漂_ 

還還攫還| 


聴きた い 部みを巧ホする 化一弘 


MACRO T.MODE ° SCAN BAND 

iQ 

T.OiSt* F.DIRECT P.LOCK 。 


@ ③⑤包 

Sleep m oax eo random 

風®©® 

IIPSYNC KIGHT V.OFF 

浸®®麵 

T.TONE CH 化 B’LNO 

再生中(こリモコンの ♦<、 ►►ボタンを押ずと、サーチを開始しまず。 

その禮、リモコンの夺^ ►►ボクンを押すとサーチスピードを蛮要ずることができまず。 
• Search +/ Search - 

►►(Search +)/^ (Search -) ボタンを押ずごとに、下記の順に切換わりまず。 
SEARCH 1 + 一 SEARCH 2 + 一 SEARCH 3 + 一 PLAY 一 SEARCH 1 + 


►SEARCH 1 


SEARCH 2 - 


SEARCH 3 . 


PLAY 一 SEARCH 1 + 


サーチモード 

モニター 画面表不 

FL DISPLAY 表示 

動作 

SEARCH 1 +/- 

(+)1 Search + 

(+)1►► 

2倍速で早送り 

(-)1 Search - 

(-)1 « 

2倍速で早戻し 

SEARCH 2 +/ 

(+)2 Search + 

M 2 ^ 

4倍速で早送り 

(-)2 Search - 

(-)2^ 

4倍速で早戻し 

SEARCH 3 +/- 

(+)3 Search + 

(+)3*+ 

10倍速で早送り 

(一) 3 Search - 

(一) 3*M 

10倍速で早戻し 


る部 Q 名称 ぶ本接続 三本操作 応用接続シ K - 玄セットアップ 



里ったときは その；！ 
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その他 

ステー タ ス 表示 

FL ディスプレイに下表のような表示をした場合は本機は tTF の様な状測こなっています。 


FL ディスプレイ表示 


モニター 画面表不 


状況 


No device 


本機に、 USB ストレージが接 
続されていません。 


Unknown device 


認識できないデバイスが接 
続されています。 


Unknown FS 


が応していないファイルシ 
ステムの USB メディアが接 
続されました。 


Over current 


本機の USB 端子の過電流イ呆 
護が働きました。 


No audio file 


再生できるファイルが記録 
されていない USB メディア 
が接続されました。 


PLAY 


Can't play 


本機が、再生できないファイ 
ルを再生しようとしました。 


対応メディア 

• 本機の USB 端子とパソコンを接続しないでください。本機の US 巨端すじパソコンか6音楽を入力できま 
せん。 

• US 巨力ードリーダーじ揮したメディアは、ご使用できない場合があります。 

• ご使用じなる US 巨;ディアによっては、読み込みに時間がかかる場合がありまず。 

• ご使用になる US 巨メディアによっては、正しく内容を読み込めない場合や、電源が正しく供給されない場 
合があります。 

• US 目メディアの使用に際して、データの損失作変更、メディアの故障などが発生した場含、製社は一切責任 
を負うことが化来ませんので、あ6かじめご了承ください。 US 目メディアに保をされているデー女は、本機 
でご使用じなる前(こバックアップを取っておくことをおずずめしまず。 


規格 

USB 2.0 Full-Speed 準拠 

接続が象 

USB マス.ストレージ.クラスが応機器 
- USB Flash メモリに 5 目 MB じ(上にが応） 

- USB 接続 HDD 

- 携帯 Audio Player を USB メモリとして使用した場合 

サブクラス 

SCSI 


各部の名称基本接続 基本操作 応用接続システムセットアップ困ったときは その他 
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対応ファイルシステム 

• US 巳メディアがパーティシヨンで区切られている場合 > 本機では最初のパーティシヨンだけを読み込むこ 
とができます。また>パーティションの構成によっては,正しく読み込めない場合がありまず。 


フオー マット 

FAT16/FAT32 

階厦 

再生できるフオルダ階厦は、ルートを除く 8 階層まで 

パーテイシヨン 

を頭のみ 

最大フォルダ数 

700 

最大ファイル数 

65535 

最大フォルダ文字数 

64 Byte(VFAT ロング.ネーム対■応） 

最大ファイル文字致 

640Byte(VFAT ロング-ネームが応)拡張子 (.xxx) 含む 


再生可能なファイルフォーマット 

• 著作権保畫された音声ファイルは本機では再をできません。 

• プレイリストには対応していません。 

• 選択した音楽ファイルが，本機に巧応しているフォーマットで記録されていても再をできない場合やノイ 
ズを出力ずる場合がありまず。 


が応規格 

拡張子 

文字情報が応 

規格 

が応範囲 

MP3 

mp3 

ID3V1/ID3V2 

MPEG-1 Layer-n 

サンプリング周波数 

32kHz - 48kHz 

ビットレート 

32kbps - 320kbps 
(CBR/VBR) 

mp3 

ID3V1/ID3V2 

MPEG-2 LSF 

Layer-IH 

サンプリング周波数 

16kHz-24kHz 

ビットレート 

8kbps - 160kbps 
(CBR/VBR) 

WMA 

wma 

WMA Tag 

Microsoft Windows 

Media Audio 9.2 準拠 

サンプリング周波数 

32kHz- 48kHz 

ビットレート 

8kbps-160kbps (CBR) 
Peak 384kbps (VBR) 

AAC 

m4a 

AAC ヘッダ 
、| Tunes コン 

テンツ'障報） 

MPEG-2/4 AAC LC 

サンプリング周波数 

8kHz-48kHz 

ビットレート 

8kbps - 320kbps 
(CBR/VBR) 

WAV 

wav 

None 

RIFF Waveform 

Audio Format 

サンプリング周波数 

32kHz- 48kHz 

ビット数 

16bit 















































チューナー操作(プリセツトメモリ) 


マニュアルプ IjJ ? 、ソ_上メモ山 


本機では FM/AM の放送局をお好きな順唐で60 
局までプリセットできまず。 

それぞれの放送局について、必要に応じて周波数と 
受信モードを記'臆させることができます。 


立一 じ1ムた ッ t メモ 

この機能じよって、 FM パンドと AM バンドを自動的 
にスキャンして、適切な電波強度のあるすベての放 
送局をメモリに記録します。 



2.1. 义 2. 


5 . 


1. FM を選択する場合は、本機のが IWD ボタンを 
巧します。 

2. M 口 WO ボタンを巧しながら力ーソノレボタン ► 
を巧します。 

表示部にレ lUro 户 flE 5£ T 」 と表示され、最もない 
周液数からスキャンが開始されます。 

3 . チューナーが放送局を受信するたびに、スキャ 
ンが停止しその放送局を5秒間受信します。 
この間に以下の操作ができます。 

/ VD ボタンを巧すと、バンドを変更できま 
す。 

4 . この間にボタンが巧されない場合は、現をのが 
送局が Preset 01に記憶されます。 

現在の放送局をスキップしたい場合は、この聞に 
カーソル ボタン▲を押します。この放送局はス 
キップされ、オートプリセットが継続されます。 

5 . 目0個すベてのプリセットメモリが設定された 
とき、またはオートスキャンがバンドの上限に 
達したときは、スキャンは自動的に停止されま 
す。オートプリセットメモリを停止したい場 
合は 、CLEAR ボタンを巧してください。 


3 . 2 - 4 . 



(本機で操作する場合) 


' 1 MODE BAND 

•出货を)魚 

T ご : こ ;' PTY F DIRECT P LOC< 

挖—〇! ^3 


AUTO STEREO P DIXECT 

の曾© 

SLEEP H-OMC EQ 

LIP SYNC NIQHT V.OFF 

©感® 

f-m I 

* — 日 * St；. 


I f 口 し、 


3 . 


1. 設定したい放送局に周波数を合わせます。 
(「マニュアル チューニング」または「オート 
チューニング」の項参照）。 

2. 本機の M の WO ボタンを押します。インジケー 
ター部で「--」（プリセツト番号）が点減を始め 
ます。 

3 . 点滅している間(約5秒間）にカーソノレボタン ◄ 
/►を巧して、プリセツト番号を選択します。 

4 . もう 1 度 M の WO ボタンを押して確定します。 
インジケーター部の点減が止まり、放送局がご 
指定のプリセツトメモリに保存されます。 


(リモコンで操作する場合） 

1. 設定したい放送局に周波数を合わせます。 
(「マニュアル チューニング」または「オート 
チューニング」の項参照）。 

2. リモコンの M の WO ボタンを巧します。インジ 
ケーター部で「--」（プリセット番号）が点滅を 
始めます。 

3 . 效ぞボタンを巧して、設定したいプリセット巷 
号を入力します。 

ご注意： 

一村テの数値（例えば、 2) を入力するときは 「02」 
と入力するうと入力して數秒間待ちます。 


プリセット局の呼化 



■ 2 . 


2 . 


(本機で操作する場合） 

1. 本機の力ーソルボタンイ/►を巧して、呼び出 
したいプリセット局を選択します。 

(リモコンで操作する場合） 

1. リモコンの rw/E ボタンを2回続けて押します。 

2. イ/►ボタンを何回か押して聰きたいプリセット 
局を選びます。または数字ボタンを押してプリ 
セット局を呼び出します。 

却む卜_局のスキ +■_> 


戀ごこ： 


j 

UP SYNC NIGHT v.orr 

の③風麵 

"ONE ，。こ HUNG 

嗯恩 :屆 ) IP 



4 . 


2 . 

5 . 


0000 
UUSIC PHOTO VIDEO SERVER 

1. リモコンの 7 Uy \ にボタンを 2 回続けて巧します。 
么リモコンの户.みシ 1/ V ボタンを巧します。 

表示音 p に 「PRESET SCAN 」 と表示され、 / J 、 さ 
い番号のプリセット局が最初に呼び出されま 
す。 

3 . プリセット局は順番に呼び出され （ No . 1一 
No . 2 一 No . 3 ...... )、1局ごとに5秒間表示さ 

れます。 

保存したプリセット番号がスキップされることは 
ありません。 

4 . ►ボタンを巧し続けると、プリセツト局を早送 
りできます。 


5 . 聴きたいプリセット局が受信できたら、リモコ 
ンの C ムボタンまたは户 . SC 4/ V ボタンを巧して 
プリセット.スキャン操作をキャンセルしま 
す。 

プリセット局のリスト案お 

本磯にプリセツト火モリーした放送局の一覧をモニ 
ターテレビに表示きせることができます。 



么 

4 . 


1 . リモコンの Tl/Wf ボタンを2回続けて押しま 
す。 

2- リモコンの / yv 尸〇ボタンを押すとプリセットさ 
れた放送局の一覧がモニターテレビに表示さ 
れます。 



3 . プリセットされた放送局が 10 局を超える場合 
はもう —起! NFO ボタンを押すと次のページが 
表示されます。 

• 表示は操作の日秒後に自動的に消えます。 


各部の名称 基本接続 基本操作 応用接続システム七ットアップ 



困ったときは その他 
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記憶させた放送局番号が連続していない（例えは ’w 
下のように放送局が保をされている）場合 

1) 78.0 MHz 

2) 80.0 MHz 

3) 82.5 MHz 

10) 84.7 MHz 

(4 から 9 じはプリセットされた放送局がないので、プ 
リセット10を4としてプリセットすることができまず。) 
番号をソートずるには、/ WfMO 巧)^ボタンと▼ボク 
ンを同時に押しまず。 

表示漸こ 「PRESET SORT 」 と表示きれ、ソートが完 
了しまず。 


1. 削除したいプリセツト番号を呼び出します。 
(r プリセツト局の呼出」参照） 

2. 本機の / W の WO 巧ボタンまたはリモコンの 
MEMO ボタンを押します。 

3 . 保存されているプリセツト番号が表示部に5 
砂間点滅します。点滅している間に、本機の 
CLEAR ボタンまたはリモコンの CL ボタンを 
押します。 

4 . 表示部に 「xx CLEAR」 と表示され、指定したプ 
リセット番号が削除されたことが示されます。 


アドバイス 

.保存されているプリセツト局すべてを削除 
するには、 T - MODE ボタンと ENTER ボタン 
を同時に2秒間押します。 



プ y た:ント局の削隨 

プリセツト局をメモリから削除します。 


么 3 . 


5 


心‘ 

環©©© 


^リセ ット局 のお " gr のがびか义 




，さ玄ちトア 



里一/にときは そのが 


各部の名称 


1里本操作 


t 至本接続 


巧巧を続 
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1 . 名前を付けたいプリセツト番号を呼び出しま 
す。 （r プリセツト局の呼出」参照） 

么本機の / WfMO 巧)^ボタンまたは、リモコンの 
MEMO ボタンを 3 秒が上巧します。 

3. 放送局名インジケーターの左端が点減して、文 
字入力が可能なことを示します。 

4 . 本機またはリモコンのカーソノレボタン▲/▼を 
巧すと、アルファべツトと数字がな下の順序で 
表示されます。 

A 一 B ーレ… Z 一 1 一2一^5 ..... 0一-一 
+ 一/一 (空白) 一 A 

UP 一 
户 DOWN 

文字を消去するには、本機の CL む W? ボタンを 
巧すか、リモコ ン <DCL ボタンを巧します。 

アドバイス 

. リモコンの数字ボタンを使用して文字入力 
を斤うこともできます。 

この場合は次の表を参照してください。 


5 . 入力する最初の文きを選択したら、本機の 
MEMORY . ENTER ボタン、またはリモコンの 
MEMO ボタンを押します。 

入力が確定したら、次のカラムが点滅を開始し 
ます。次のカラムも同じ方法で入力します。 
設定する文きを変更するには、本機またはリモ 
コンの◄または►を巧してくださし、。 

アドバイス 

• 空白部かにはスペースを入力してください。 

6. 名前を保存するときは、本機の/ W£A が?巧)^ボタ 
ン、またはリモコンの M の WO ボタンを2秒 iU 
上押します。 



プリセツト局をの入力 

各プリセツト局のを前を、英数字を使用して人力で 
きます。 

を前を入力する前に、プリセツトメモリ操作によつ 
てプリセツト局を保存してください。 


4. 5. 么5.反 



数字キー 

画面表巧 

1 

A ~^ B ~> C ~^ 1 ~^ A 

2 

D 一 E 一 F 一2一 D 

3 

G 一 H 一 I 一3一 G 

4 

J 一 K 一 L 一4一 J 

5 

M 一 N 一0一5一 M 

6 

P 一 Q 一 R 一6 一 P 

7 

S 一 T 一 U 一 7一 S 

8 

V 一 W 一 X 一8一 V 

9 

Y 一 Z 一 space 一 9 一 Y 

0 

—> +一/一0一 — 
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ゾーンシステム 


ゾーン出力端早がが巧したゾーン西牛 


ソーンシステム機能は、本禮の設置場所（メインソー 
ン)じ(外の部屋でメインソーンと同じ、もしくは異な 
るソースを聴くことができまず。 

メインソーンでサラウンドパックスピーカーまた 
は 、 SPEAKER C (詳細は22ぺージを参照)をご使用 
になられない場含は、サラウンドパック用のアンプ 
を使用した、ソーンスピーカーシステムを使巧する 
ことができまず。 

本磯はソース-セレククー、スリープ-タイマー、リ 
モートコント□ールなどのソーンシステム機能に対 
応していまず。 


3 . 4 . 



1 . リモコンの ZONE A または B ボタンを巧しま 
す。 


么本機はゾーン設定モードに乂り、 J ^^ F のような 
表示が10秒間表示されます。 


ソーン A を選択したときの表示 



ソーン目を選択したときの表示 



3. 本繼の WPUT SELECTOR つまみまたは、巧 
コンの ソース ボタンで 入カソースを 選択し ま 
す。 


4. 本機の！/0/■り ME つまみまたはリモコンの 
VOLUME +/- ボタンで音量を調整します。 


.スリープタイマーやモノラル出力などの機 
能はメインメニューで設定してください。 
(39 ページ参照） 

. ゾーン B の音量は本機で調整することはで 
きません。ゾーン B に接続したアンプで調 
整してください。 


5. ゾーン機能を解除するには 、リモコンの之 ONE 
または S ボタンを巧します。 

MULTI インジケーターが消灯します。 


ゾーンスピーカ ー A 端早をが巧したゾーン再牛 

サラウンドパックスピーカーおよびスピーカーじを 
使用しない場合、ソーンスピーカー A 端子に別室の 
スピーカーを接続して音楽を聴くことができまず。 


3 . 4 . 



1. V モ^ンのゾーンスピーカー （ Z . SPKR ) ボタン 
を巧します。 

么ゾーンスピーカー A 設定モードに入り下記の 
ような表示が10秒間あらわれます。 


ソーンスピーカー A を選択したときの表示 



3. が猿の! NPUT SELEC 了 OF {つまみまたは、 J モ 
コンの ソース ボタンで聴きたい ソースを 選択 
します。 


4. 本機の！/0/■り ME つまみまたはリモコンの 
l / OLWW 亡 +/- ボタンを巧して音量を調整し 
ます。 

5. ゾーンスピーカー A 機能を解除するにはもう 
一度 Z ぶ巧び?ボタンを巧します。 

MULTI インジケー女一が消;なします。 

ごま意 

•スリープタイマーやモノラル出力などの機 
能はメインメニューで設定してください。 
(39 ページ参照） 


ソーンスピーカ ー A について 

. ゾーンスピーカー A とゾーン A を別々の ソー 
スで同時に使用することはできません。 

. ゾーンスピーカー A を使用するには、スピー 
カーセットアップメニューで rsu 民民. B 」 （サ 
ラウンドバックスど一力一）を 「 NONE 」 また 
は rZSPA 」 に設定してください。 （33 ページ 
参照） 

. ゾーンスピーカー A は、スピーカー C と 
同時には使用できません。リアパネルの 
SPEAKER C スイッチを OFF にしてくださ 
し'^〇 (21 ページ参照） 

. ゾーンスピーカー A が使用できない場合 
に Z . SPKR ボタンを押すと 「The Surr . Back 
Speakers are in use 」 （サラウンドバックス 
ピーカーを使用中です）と表示されます。 


各部の名称 基本接続 基本操作 応用接続システムち卜でプ 
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リモコンでマランツ製 AV 機器を操作する 

付属リモコンを使って、マランツ製品の基本操作を行うことができまず。 

1. ソースボタンを押してリモコンを操作したいソース機器のモードに切り替えます。 

2. i^^Fの表を参照し、各操作ボタンを巧してソース機器を操作します。 

• 各ソース機器の詳細な操作については各ソース機器の取撒説明書を参照して下さい。 

• 一部のソース磯器は本リモコンか6操作できないことがあります。 

TV (テレビ)モ ーK DVD モー K 


の 


r 尸 


Ill'll 


SOURCE SU OFF HM 

I ® o ® 包 
Qi Q ) Q ) @) 

0 0 0 0 


© © tel " fell 

0 0 0 0 
@ © © 0 



a 

環豫©© 

TOISP PTY F. DIRECT P LOCK 

¢3) 

AUTO STEREO P.DiRECT REPEAT 
® ③ © 
愚還愚® 

UP SYNC NIOHT V.OFF 

® ® 感 

TTONE CH SEL 班 NO |Q| 
®) ®) ®) の圆。 
—TH 田 tE/CAT-> I — BASS/CH — i 

MU&C PHOTO VIDEO SERVER 


SOURCE ON/OFF 

テレビの電源オン/ 
スタンバイ切り替え 

POWER OFF 

テレビの電源をスタンバイ 
{*) 

POWER ON 

テレビの電源オン （*) 

ZONE A/B 

アンプモードの機能が有効 

Z.SPKR 

アンプモードの機能がを効 

HDMI 

アンプモードの機能が有効 

A/D 

アンプモードの機能がを効 

ATT 

アンプモードの機能が有効 

SPK A/B 

アンプモードの機能がを効 

7.1 IN 

アンプモードの機能が有効 

SOURCE 

アンプモードの機能が有効 

AMP 

アンプモードの機能がを効 

input A/T 

アンプモードの機能が有効 

DISPLAY 

アンプモードの機能がを効 

MUTE 

アンプモードの機能が有効 

SURR 

アンプモードの機能がを効 

V0LUME+/- 

アンプモードの機能が有効 

INFO 

テレビの情報表示广） 

力ーソル 

力ーソルを移動 (*) 

ENTER 

選巧した項目をみを n 

MENU 

テレビの設をメニユーを呼 
び出し (*) 

EXIT 

テレビの設をメニユーを終 
了广） 

0-9,+10 

数字を入力广） 

T.TONE(CL) 

入力を取りミ肖し〇 

TV POWER 

テレビの電源オ ン/オフ 

TV INPUT 

テレビの入力切り替え 

BASS/CH 

テレビのチヤンネルアップ/ 
ダウン 


(*) これらのボタンには、化社裝品のプリセット 
コードライブラリーはありません。 


各部の名お 




J 0® 


遗 10 i © 

6!0 © 


© © © 

© © © 


I 目™獲 3 1 馨圓覺 

匿 ◎ io ; 攫還愚還蠻 01 

巧 一 线環 S 10還10學 0 i 


r /V /V. - ■ D く \ Jn / T || s-c- II c-ffv- - p 

i 慰®© 一© 感感 環 iM I 客 0 f 0 靈日 I 


システムちトア V フ 



一生本接続 


1古本操作 




里ったときは 


応卢巧続 


54 


DSS (を尾が;关チューす一)式一ど 


SOURCE ON/OFF 

DVD の電源オン / スタンバイ 

POWER OFF 

DVD の電源スタンバイ n 

POWER ON 

DVD の電源オン n 

ZONE A/B 

アンプモードの機能が有効 

Z.SPKR 

アンプモードの機能が有効 

HDMI 

アンプモードの機能が有効 

A/D 

アンプモードの機能が有効 

ATT 

アンプモードの機能が有効 

SPK A/B 

アンプモードの機能が有効 

7.1 IN 

アンプモードの機能が有効 

SOURCE 

アンプモードの機能が有効 

AMP 

アンプモードの機能が有効 

input A/T 

アンプモードの機能が有効 

SETUP 

DVD の設定メニューを呼び 
出しの 

DISPLAY 

アンプモードの機能が有効 

MUTE 

アンプモードの機能が有効 

SURR 

アンプモードの機能が有効 

V0LUME+/- 

アンプモードの機能が有効 

TOP 

DVD のトップメニューを呼 
び出し n 

INFO 

DVD のディスク情報を表示 n 

力ーソル 

力ーソルを移動 

ENTER 

選巧した項目を決を 

MENU 

DVD のディスクメニューを 
呼び出し 

EXIT 

DVD の設をメニューを終了 (*) 

II 

一時停止 

► 

再生 

■ 

停止 

I 

チャプターまたはトラック 
の移動 


早戻し/早送り 

0-9,+10 

数字を入力 n 

TTONE (CL) 

入力を取り消し n 

REPEAT 

リピート再生 n 

RANDOM 

ランダム再生 n 

TV POWER 

テレビの電源オン/オフ 

TV INPUT 

テレビの乂力切り替え 

TREBLE-/+ 

アンプモードの機能が有効 

BASS-/+ 

アンプモードの機能が有効 


广）これらのボタンには、■(也社製品のプリセット 
コードライブラリーはありません。 


戸 




SOURCE SET OFF ^0 

I ® O ®i 

Q ) Q ) @) 
0 0 0 0 


接 0 0 

0 0 0 0 
0 0 0 0 



o 

環 ®®® 

TDI3P ?TY F DIRECT "0 亡 K 

AUTO STEREO P.DfRECT REPEAT 
© ③ © 
愚還愚® 

LIP SYNC NIOHT V.OFF 

® ® ® 

TTONE CH SEL B',L が |Q| 

roi 妙 

- TBEBlE/CAT I — BASS/CH ― i 

o 巧 ◎© 

UUSIC VIDEO SERVER 


SOURCE ON/OFF 

衛星チューナーの電源オン 
/スタンバイ 

ZONE A/B 

アンプモードの機能が有効 

Z.SPKR 

アンプモードの機能が有効 

HDMI 

アンプモードの機能が有効 

A/D 

アンプモードの機能が有効 

ATT 

アンプモードの機能が有効 

SPK A/B 

アンプモードの機能が有効 

7.1 IN 

アンプモードの機能が有効 

SOURCE 

アンプモードの機能が有効 

AMP 

アンプモードの機能が有効 

input A/T 

アンプモードの機能が有効 

DISPLAY 

アンプモードの機能が有効 

MUTE 

アンプモードの機能が有効 

SURR 

アンプモードの機能が有効 

VOLUME+/- 

アンプモードの機能が有効 

INFO 

衛星放送チューナーの情報 
を表示 n 

力ーソル 

力ーソルを移動 

ENTER 

選択した項目をみを 

MENU 

メニューを呼び出し 

EXIT 

メニューを終了 (*) 

0-9 

数字を入力 

TTONE (CL) 

入力を取り消し (*) 

TV POWER 

テレビの電源オン/オフ 

TV INPUT 

テレビの入力切り替え 

BASS/CH 

衛星放送チューナーチャン 
ネルアップ/ダウン 


{*) これらのボタンには、他社賀品のプリセット 
コードライブラリーはありません。 

































































































































































(*) これらのボタンには、イ也社製品のプリセット 
コードライブラリーはありません。 


AUX モー K 


SOURCE ON/OFF 

テープデッキの電源オン/ 
スタンバイ 

POWER OFF 

テープデッキの電源スタン 
バイ 

POWER ON 

テープデッキの電源オン 

ZONE A/B 

アンプモードの機能がを効 

Z.SPKR 

アンプモードの機能がを効 

HDMI 

アンプモードの機能がを効 

A/D 

マンづモー ドの機能がを効 

ATT 

アンプモードの機能がを効 

SPKA/B 

アンプモードの機能がを効 

7.1 IN 

アンプモードの機能がを効 

SOURCE 

アンプモードの機能がを効 

AMP 

アンプモードの機能がを効 

input A/T 

アンプモードの機能がを効 

DISPLAY 

マンづモー ドの機能がを効 

MUTE 

アンプモードの機能がを効 

SURR 

アンプモードの機能がを効 

VOLUME 牛/- 

アンプモードの機能がを効 

TOP 

アンプモードの機能がを効 

INFO 

アンプモードの機能がを効 

力ーソル 

アンプモードの機能がを効 

ENTER 

マンづモー ドの機能がを効 

MENU 

アンプモードの機能がを効 

EXIT 

アンプモードの機能がを効 

II 

一時停止 

► 

再生 

■ 

停止 

[◄◄/►►I 

チヤプターまたはトラック 
の移動 


早戻し/早送り 

0-9 

数字を入力 

T.TONE(CL) 

入力を取り消し 

TV POWER 

テレビの電源オン/オフ 

TV INPUT 

テレビの入力切り替え 

TREBLE-/+ 

アンプモードの機能がを効 

BASS-/+ 

アンプモードの機能がを効 


TAPE モードでは、他社製品のプリセットコード 
ライブラリーはありません。 


SOURCE —. ... (tStt 

® O 風の 

1 - ZONE -1 

fir* 巧 f A ) (f fi ) おぶ"》 
0 0 0 0 


10 0 0 

0 0 0 0 
質 0 0 Q 



グ If 
©©©© 



◎ ◎③し 

SLEEP m-SAX EO RANDOM II 

感 CD を愈 i ; 

UPSYNC NianT V.OFF 

@ 風③感 II 

TTONF C " 打 BiLNO II 

屈 P が）側 略 3 jj 

◎ 風 O II 

MUSIC PHOTO VIDEO ! 


SOURCE ON/OFF 

ユニバーサルドッグの電源 
オン/スタンバイ 

POWER OFF 

ユニバーサルドッグの電源 
スタンバイ 

POWER ON 

ユニバーサルドッグの電源 
オン 

ZONE A/B 

アンプモードの機能が有効 

Z.SPKR 

アンプモードの機能がを効 

HDMI 

アンプモードの機能がを効 

A/D 

アンプモードの機能がを効 

ATT 

アンプモードの機能が有効 

SPKA/B 

アンプモードの機能がを効 

7.1 IN 

アンプモードの機能が有効 

SOURCE 

アンプモードの機能がを効 

AMP 

アンプモードの機能が有効 

INPUT A/T 

アンプモードの機能がを効 

SETUP 

ユーザーインターフエース 
の変更 

DISPLAY 

アンプモードの機能が有効 

MUTE 

アンプモードの機能がを効 

SURR 

アンプモードの機能がを効 

VOLUME 牛/- 

アンプモードの機能が有効 

INFO 

アンプモードの機能がを効 

力ーソル ▲ 

上のコンテンツを選が 

ENTER 

選巧した項目をホ:走 

力ーソル ▼ 

下のコンテンツを選が 

MENU 

メニューを呼び出し 

II 

一時停止 

► 

再生 

■ 

停止 

i 

チヤプターまたはトラック 
の移動 


早戻し/早送り 

REPEAT 

リピート再生 

RANDOM 

ランダム再生 

TV POWER 

テレビの電源オン/オフ 

TV INPUT 

テレビの入力切り替え 

TREBLE-/+ 

アンプモードの機能が有効 

BASS-/+ 

アンプモードの機能がを効 


AUX モードでは、他社賀品のプリセツトコ- 
イ ブラリーはありません。 


ドラ 


I TflPE 

戀 

6 

适 

◎ 

を。 M ウ 

包包 

輕 

© 

© 

© 

© 


© 

© 


© 

© 

© 

© 

0 

© 

© 

© 


INPUT VOLUME 

®| b 〇 ©1 

y o o y 



AUTO STEREO P.DIRECT REPEAT 

◎③ ◎<!) 

SLEEP H-DAX EO RANDOM 

⑩風©® 

ur SYNC NIGHT V.OFF 

适風 ® 励 

T'TONE CHSEL 日‘. V'- 

®) ®l 1^1 

—TREBLE/CAT ， i — BA5S/CH ― i 

◎ ◎◎風 

MUSIC PHOTO VIDEO SERVER 


SOURCE ON/OFF 

CD の電源オン/スタンバイ 

POWER OFF 

CD の電源スタンバイ （*) 

POWER ON 

CD の電源オン （*) 

ZONE A/B 

アンプモードの機能がを効 

Z.SPKR 

アンプモードの機能がを効 

HDMI 

アンプモードの機能がを効 

A/D 

アンプモードの機能が有効 

ATT 

アンプモードの機能がを効 

SPKA/B 

アンプモードの機能がを効 

7.1 IN 

アンプモードの機能がを効 

SOURCE 

アンプモードの機能がを効 

AMP 

アンプモードの機能がを効 

INPUT A/T 

アンプモードの機能が有効 

DISPLAY 

アンプモードの機能が有効 

MUTE 

アンプモードの機能がを効 

SURR 

アンプモードの機能がを効 

VOLUME 牛/- 

アンプモードの機能がを効 

INFO 

アンプモードの機能が有効 

ENTER 

選巧した項目を';夫;走 n 

MENU 

メニューを呼び出し （*) 

II 

一時停止 

► 

再生 

■ 

停止 

w/w 

チャプターまたはトラック 
の移動 


早房し/早送り 

0-9,+10 

数字を入力 (*) 

T.TONE(CL) 

入力を取り消しド） 

REPEAT 

リピート再生 (*) 

RANDOM 

ランダム再生 n 

TV POWER 

テレビの電ミ原オン/オフ 

TV INPUT 

テレビの入力切り替え 

TREBLE-/+ 

アンプモードの機能がを効 

BASS-/+ 

マンプモー ドの機能がを効 
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リモコンの基本操作 


铺笛モード 

(マランツ製の AV 機器を操作するとき） 

このリモコンには、マランツ製の TV (テレビ）、 DVD 、 
VCR (ビデオデ、ソ丰 ）、 DSS (衛星放送チューナ ー) 、 
TUNER 、 CD 、 CD - R 、 DMP ( US 巳 ）、 TAPE (テープ 
デッキ）、 AUX 1、 AUX 2, AMP (アンプ)の計に種類 
のリモートコードがプリセットされていまず。 
マランツ製品をご使巧の場合、学習は不要でず。そ 
のままご*(を用いただけまず。 

1. ソースボタンを巧します。 

ここでは例として Dl / D を巧します。 

ソース ボクンを1回巧ずことでリモコンが巧され 
たソース用の設定 ( DVD モード）じ蛮わります。 
アンプの入カソースを変えるときは、 ソース ボタ 
ンを2回押し（ダプルクリック）します。コードが 
送信されてアンプのソースが DVD じ変わります。 
(19、54、55ページ参照） 


バックライト設を 

リモコンの側面にあるライトボクンを押ずと、リモ 
コンのパックライトが点なしまず。点な中に再度ボ 
タンを押すと、パックライトがさらに2秒間点なし 
まず。 

パックライトを点なさせないようじずるには 、 Sfr 
ボタンと〇厂尸ボクンを i 表示が2回点滅するまで同 
時じ長押ししまず。 

パックライトを点财させるよう(こずるには、 SET ボ 
タンと 0/ V ボタンを S 表示が2回点ミ威ずるまで同時 
じ長押ししまず。初期設走ではバックライトは点财 
します。 


プリセットモード 

(マランッ製が外の AV 機器を操作するとき） 

このリモコンにはマランツ製 t (外の AV 機器のリモ 
コンコードがプリセットされています。 

プリセットされている〕ードは、 TV 、 CD 、 DVD 、 
DSS でず。設定は2つの方法で行うことができます。 
プリセットコードは、リモコンの各 ソース ボクンに 
次のようじ設をされまず。 


プリセットされているメーカー、機器、セットアップ 
コードなどの設定については、巻末のセツトアップ 
コードリストをご賣ください。 


リモコンの ソース を 

プリセ’ ソ トコード 

機器を 

TV 

TV 

テレビ 

DVD 

DVD 

DVD プレーヤー 

CD 

CD 

CD プレーヤー 

DSS 

衛星放送チュー 
ナー 

衛星放送チュー 
ナー 機器 


重要 

• 一部の機器では付属リモコンのセットアッ 
プコードでは对応できない場合があります。 
その場合は学習モードを使用してリモート 
コードを学習させてください。 

. プリセットコードはすべての機能を網羅し 
ているわけではありません。機能の追加が 
必要な場合は、学習モードを使用して追加機 
能を記憶させてください。 

• 電池の残量が少ない状態ではプリセット 
コードの設定ができない場合があります。 


各部のをお 基本接続 基本操作 応用接続シ K テムちトアップ 
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4がのコ—ドの入力に上 る詩を 


コード丟をスキャンして訪巧する 



1. プリセツトコードを設をしたいソースボタンと 
SET ボタンを i 表示が2回点滅するまで同時に 
長}甲しします。バックライトが点滅し続けます。 

2. 巻モに記載されているコード表を参照し、ご巧 
用の機器に対応した4怖のコードを数字ボタ 
ンで入力します。 

表示部に4巧のコードが表示されます。 


11111 I 


設定が完了すると、表示部に" OK" と表示されま 
す。 



ご‘ま意 

表示部に" NG" と表示された場合は、手順1と2 
を繰り返し、同じコードをもう1度入力してく 
ださい。 


Mil 


2 - 

3 . 

2 - 


义 


5. 

1 . プリセットコードを設定したい機器の電源を 
オンにします。 

么設定した し、 機器と対応した ソース ボタンと sfr 
ボタンを g 表示が2回点滅するまで同時に長巧 
しします。 

パックライトが点減し続けます。 

3. リモコンを設定したい機器のリモコン受光部 
へ向け 、 iNPUT ▲ボタンと SOURCE ON/OFF 
ボタンを交互にゆっくりと押します。 

表示部にプリセットコードが表示されます。 



II II い 


4. 操作したい機器の電源がオフになったらボタ 
ンを押すのをやめます。 

5. f/vrf 巧ボタンを押すとコードの設定が完了し 
ます。 































































設をしたプリセツトコードを確認する 


說巧したコードをリセットする 





• 2 . 

• 3 . 

■4- 


1. 操作したい機器のソースボタンと SET ■ボタン 
を醒表示が2回点減するまで同時に長押しし 
ます。バックライトが点滅し続けます。 

2. か/尸〇ボタンを巧します。 

i 表示が2回点滅します。 

え設定したコードの全巧が表示部に3秒間表示 
されます。 



I 


\mmmm 

:® 懲擅微 III , ク 

湾觀 sfl 

© CiJ Ci .) 【 主 1 1 || 

1. 操作したい機器のソースボタンと Sfr ボタン 
を§表示が2回点滅するまで同時に長押しし 
ます。 

バックライトが点さ减し統けます。 

么が下の4巧のコードを押してリセットします。 


TV 

:1000 

DVD 

: 2000 

CD 

: 3000 

DSS 

: 4000 


ごま意 

リセットカ s ' 完了すると、選択した ソース ボタン 
は初期設定に戻ります。 


1111111 



I 画回画竺键®^|_ 
S 二巧る导回苗©© r 

&0 © 回© i © 獻留 I 

I 画画© e © i © i !>® J = 


4. 付属リモコンに学習させたいボタンを巧しま 
す。 

• LEARN 表示が点ミ威しなくなります。 

ごま意 

• ソース ボタンと が ボタンにはリモート 
コードを学習させることはできません。 
.チューナーモードおよびアンプモード時に 
はリモートコードを学習させることはでき 
ません。 

5. 表示部に "OK" と表示されるまで送信側リモコ 
ンのボタンを巧し続けて学習させます。 



表示部に" NG " と表示された場合はこの手順を 
ちう1度実行して < ださい。 



リモコンのメモリーがいっぱいの場合は、表示 
部に" FULL " と表示されます。さらにコードを 
学習させたい場合は既に学習済みの他のボタ 
ンを削除してください。 



6 . 手順4と5を繰り返して同じ入カソースの他 
のボタンを学習させます。 

7 - 手順3から6を繰り返して他の入カソースを 
学習させます。 

反リモコンのプログラムが終わったら sfr ボタ 
ンを巧します。 LEARN 表示が消え、学習モー 
ドが終了します。 



ご';ま意 

-表示部に再度" NG " と表示された場合は、付 
属リモコンでは利用できない転送コードであ 
るか、転送信号がノイズで妨げられています。 
. 学習モードで約1か間どのボタンも押さな 
いと、自動的に学習モードが終了します。 


を裝モード 

このリモコンには他のリモコンのリモートコードを 
学習-記憶させることができます。 

リモートコードを学習-記憶していない場合、リモ 
コンは初期設定のマランツ-プリセットコード、ま 
たはお客様が設をされた別メーカーの AV 機器のリ 
モートコードのいずれかを送信します。 

リモコン信号の受光部はリモコンの上部じありまず。 

ごミ主意 

. このリモコンは約12日のリモートコードを学 
習することができます。 

. 電池の残量が少なぃ状態では学習手順を正 
しく操作できないことがあります。 


約5 cm 離して他のリモコンの赤外線送信部が 
か属リモコンの受光部に向くようにリモコン 
を置きます。 




么 LEARN 表示が点滅するまでぶ £■? ■ボタンと 
SETUP ボタンを同時に長押しします。 


SOURCE SET orr 

O ® 

グニ、 



し ©©© • 


1：^^ SETUP MUTE Vy 

巧 o o 巧 
y o o y 


解 こ 


3. ソースボタンを巧して入カソースを選択しま 
す。ソース名が表示部に表示されます。 


LEARN 


各部の名称 碁本接続 基本操作 応用接続 システムち上 
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プ□グラムされたコードの削除 

(お]期設をに戻す） 

リモートコードは、 r ボタンごと」、 r ソースごと」、「ず 
ベての記憶内容」の3つの方法で削除することがで 
きまず。 

ボタンごとのコードを削除する 
1. LEARN 表示が点減するまで Sfr ボタンと 
SETUP ボタンを同時に長巧しします。 


SOURCb S 口 OFF. 

風©風の 

^ ^ iCS 


心9 


lo ; 



2 . ソース ボタンを押し、削除する ソースを 選択し 
ます。 

• ソースをが表示部に表示されます。 


i/t) © 0 0j 
|@|0 0 0 
© 鐵藝 



3. WOM/ ボタンを巧したままのが態で、削除する 
学習ミるみのボタンを2回巧します。 

• 表示部に" ERASE " と表示され、学習モードに 
戻ります。 


>0 川 CE SET 

喔 ） 感喊 CD 

SOnB 


r 即 W 


ソースこ' とのコードを削除する 
1. LEARN 表示が点滅するまで S 亡てボタンと 
SETUP ボタンを同時に長巧しします。 


SOURCE SET OFF 

風 ◎ ® o 

1 - ZONE - ■ 

/?f!^ 




SETUP MUTE 

o o 

DISPLAY S 川 R 

o o 



2. WOM/ ボタンを巧したままの状態で、削除する 
学習ミるみのソースボタンを2回巧します。 

• 表示部に" ER 八 SE " と表示されます。 


® 〇風 ◎ 
を品な ^ JT 、 《1~》 bvf ^ 

綺 綺獅抗 


© © 


I 励©©© 

il© © @19 

ae>d— Muie 


r 郎 w 


王削除を続けるには ENTER ボタンを巧します。 

• i 表示が2回,点滅して学習モードに戻りまず。 

• 削除操作をキャンセルする場合は，日 V 7 F 只ボ 
クンを押さず化のポクンを押してください。 



4.通常モードに戻るには SET ■ボタンを巧します。 


4.通常モードに戻るには SET ■ボタンを押します。 


各部の名称 ま本接続 基本操作 応用接続シ妾ムちト アップ 
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すべてのソースを削除する 
1. LEARN 表示が点滅するまで SET ■ボタンと 
SETUP ボタン を同時に長巧しします。 


SOURCE SET orr 

，堀） O ® O 

1 - ZONE - 1 

fHDM ) f ♦ ) f'B ) 6 sf ‘る 

fT\ 



么 WDA/W ボタンを巧したままのが態で、户 OWE 巧 
CW ボタンと POWER 〇厂厂ボタンを押します。 

• 学習表示が点なします。 


SOURCE SET OFF SB 

® o ® o 

Oi 佩倫 (fTTii 

3. 削除を続けるにはの V7 ■巧?ボタンを巧します。 

• 表示部に" ERASE " と表示され、学習モードに 
戻ります。 


LEARN 


i-h'1-r-ii- 


• 削除操作をキャンセルする塌合は、日 vrffl ボ 
クンを巧さず化のボタンを巧してください。 



4. 通常モードに戻るにはが7■ボタンを押します。 


ごま意 

リモートコードを削除すると、初期設定に戻り 
ます。 



































































































































マクロモード 


マクロのプログラム 

マク□を使用すると、通常は權数回のボタン操作を 
必要とずる複雑な 一 速の操作を1つのファンクシヨ 
ンボタンで行うことができます。 

1つのマク□には最大10ステップの操作をプ□グラ 
ムできます。 

例えば次のように連続動作させることができまず。 

• 本磯の電源をオンにずる 

i 

• 入カ ソースを DVD に切り替える 

i 

• TV の電源をオンにずる 

i 

• DVD プレイヤーを再生ずる 

• マク□のプ□グラム中は信号は送信されません。 

• マクロを構成する各ステップは、初期設定では 、 T 
秒間隔に順次送信されるよう設定されていまず。 
この間隔は、セットアップモードを使用して 0.5 
秒から5秒に設をできまず。 

• マク□モードでは、マク□のリスト番号と ステ、ソ 
プ番号が表示されます。 

• マク□は目リスト分プ□グラムできます。 

M4C 巧〇ボタン+数字ボタン 
(例：マクロリスト番号1の場合 

一 M4C 巧〇ボタン+り 


マクロのプログラム方法 


SOURCE SET 

風0風の 


(Q Qi 

■ © © © © 


(© © © ©1 

1 (^^1 




义 

4 . 

义 

1 . 

2 . 


1 .LEARN • MACRO 表示と "MACRO" が表示部 
に点滅表示されるまで、 SET ボタンと MACRO 
ボタンを同時に長押しします。 


\'\— I—I—/- 



人 /- I-I- 


llHi 


h'l I 


么一連の操作をプログラムしたい番号の数字ボ 
タンを巧します。 

7ボタンを巧します。 

• 表示弧こ" M 1-01" と表示されます。 


\グ\—卜 I—/• 


LEARN 

MACRO 







• 選択したマク□番号が既にプ□グラムされてい 
る場合は、表示部が点ミ廊します。 


3. マクロとして連続してプログラムしたい操作 
のフアンクシヨンボタンと コア >ドボタンを 
巧します。 

たとえば、〇ン〇ボタンと円^)^ボタンを押しま 
す。 

OW ボタンを押します （DVD ファンクション）。 



巧^)^ボタンを}甲します(最初のステップを調整)。 


ゾ\—卜 I —/- 




• 表示部にマク□のステップ番号が表示されます。 
この番号はボタンを押すたびじ1つずつ大きくな 
し J ます。 

• 1つのマク□あたり、順番に最大10ステップまで 
プ□グラムできまず。 

ご注意 

マクロ プログラムでアンプの入カ ソースを プ 
ログラムする場合は、最初に AMf ボタンを押 
してから ソース ボタンを押してください。 

( DVD 入力の場合 ： AMP 一 DVD ) 


4. マクロのプログラムが終了したら、表示が通常 
モードに戻るまで （LEARN 表示と MACRO 表 
示が消えるまで）、 ENTER ボタンを長巧ししま 
す。 

• マク□モードでは、メモリーをプ□グラムして 
最大10ステップまでのマク□を実行すること 
ができます。 

• MEMO ポクン、 ホ}—ソ） V 、 ENTER ボクン、 
ポクン、 CX ボタンにはマク□をプ 
□グラムできません。 



ごま意 

プロダラム中約1か間どのボタンも押さない 
と、リモコンは自動的に通常モードに戻りま 
す。この場合、メモリーにマクロはプロダラム 
されません。 


マクロを確認する 

次の手順でマク□を確認します。 



. 3 . 

■ 5 . 


■ 2 . 


1. LEARN 表示 • MACRO 表示と" MACRO" が表 
示部に点減表示されるまで、 MACRO ボタンと 
/WOVU ボタンを同時に長押しします。 

ゾトトト/マ 





づぃ旧「即 


么確認する番号の数字ボタンを押します。 

例として、 7 ボタンを巧して マクロ 番号 1 を確 
認します。 

• LE 八 RN 表示 ■ M 八 CRO 表示と" M 1-0 r が点 
減表示されます。 

ゾト\_ししし|_しししししししししし I — 1_/_/_ 

Ml n I : 

( / / / / / = 

3. ン OLiy/wf ボタンを押します。 

• " M 1-01" が表示され丄 E 八 RN 表示が消えます。 



M I 


II 




プ□グラムされた操作が送信されまず。 


各謡のを觀暮本藝« 萬本操作 


;5鑛シ妾ムおットァッゾ 



遇つたとを_ 


ホ 
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4 . マクロの最後の番号が表示されるまで手順 3 
を繰り返します。 

• 手順^の表示に展リます。 

• マクロの番号を表示すると、対応するプ□グラ 
ム巧みの操作が送信されます。 

5 . 通常モードに戻るには、表示部の MACRO 表示 
が’;肖えるまで且 V7 ■打?ボタンを長巧しします。 


マクロを編重する 

ホの手順でマク□を編集します。 



I AUTO STEREO P.OlRECT I EPEAT 

s 巧③③園 

I 化比 P M-DAX EO い NDOM I 

③感 

I LIP SYNC NIGHT V.OFF | '|| 

:③通)感:瞧 II 
徑!® ® W 

MUSIC PHOTO VIDEO SERVER 

.LEARN 表示- MACRO 表示と" MACRO" が表 
示部に点減表示されるまで、片ロボタンと 
MENU ボタンを同時に長巧しします。 

ゾ \H~l— 

-J ^ 



3 . カーソノレボタン（▲または ▼) を巧して編集す 

る マクロの 番号を選択します。 

• マク□の番号が表示されてから、プ□グラム済 
みの操作が表示されます。 

• マク□の番号はカーソノムボタンで変更できま 
す。 

• マク□の設定済みのステップを更新するには、 
ソースボタンを押してか6新しいステップのポ 
クンを押します。元のステップは削除され、新 
しいステップで更新されます。 

• マク□内の設定済みのステップの聞に新しい 
ステップを挿人するには、手順3のあとじ、 
M 日 WO ボクンを押してから、新しいステップの 
ボクンを巧します。新しいステップを挿人する 
ために、その他のステップの番号は適宜調整さ 
れます。1つのマク□じは1日ステップまでし 
か記憶できないため、ステップの合計数が既に 
10である塌合は、新しいステ、ソプを挿乂すると 
1日番目のステ、ソプが削除されます。 

• マク□内のステップを削除するには、手順3の 
あとに、削除するステップの番号を呼び出して 
a ボクンを押します。 


I 一 1—1—1—1— 1—!—!— 1—1—UI—1—1—1—1- 



ベ/—/—;— 1—1—1—1— ;—1— 1—1—1—1—1—1—‘1—1 —円 

4. 手順 f に戻るには ENTER ボタンを}甲します。 

5 . 通常モードに戻るには、表示部の MACRO 表示 
が消えるまで EW て亡/?ボタンを長巧しします。 




艺. 変更するを号の数字ボタンを}甲します。 

例として、？ボタンを押してマクロ番号1をを 
更します。 

• LEARN 表示- MACRO 表示と" M 1-0 r が点 
滅表示されます。 

M / .. n ( : 

11 I III 



を韶の名称 基本接続 基本操作 応用接続 システムちトァップ 
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マクロをが用する 


マクロプログラムの例 


プ□グラムしたマク□を使うときは、次の手順で行 
います。 


MACRO て MOi>E P.SCAN BAND 

Q 四©'^ 


幫 


AITTO STEREO P.DIRECT 

◎③③ 

SLEEP M-DAX EQ 

風風風 




の 風風麵 

TTONE CHSEL BiLNG 

VP 

MACRO ボタンを押します。 


么 


• MACRO 表示と" MACRO " が表示部に表示さ 
れます。 



么プログラムミきみの番号の数字ボタンを巧しま 
す。プログラムしたコードが1つずつ送信さ 


れます。 

, 

I パ , し 。/ 'i 

MACRO 


i 

, 

I パ i-riPM 

I MACRO 


例1 

本機の入カソースを CD に蛮要し、 CD プレイヤー内 
の CD の3番目のトラックを再生します。 


喔 ） 〇 ® 田 
巧)@1 


を y © _ を‘！ 0 

攪〇〇紛'1リ’ 



AUTO STEREO P DIRECT 

谭③犀- _ 

，ホ mm < E > 

(7} mm 

TTONE CHSEL BILNQ 


LEARN 表示- MACRO 表示と" MACRO" が表 
示部に点滅表示されるまで、 MACRO ボタンと 
SET ■ボタンを同時に長巧しします。 



r 旧「肌 


• マク□がプ□グラムされていない場合は、コー 
ドは送信されません。 

マク□ステップが順次実行されます。 

表示部に表示されるステップ番号は、そのス 
テ、ソプが実行されるときじ消えます。 


2."1" ボタンを巧します。表示部に‘‘ M1-01" と 
表示されます。 


LEARN 

MACRO 



i-ri I 


3. すべてのマクロコマンドが送信されると、リモ 
コンは通常のアンプモードに戻ります。 







































































































3. / iM 户ボタンと CO ボタンを巧します。表示部 
に‘‘ M 1-02" と表示されます。 

/ UW 户ボタンを巧します。 



i 

CD ボタンを巧します。 



V - I - I-V 


4. CD ボタンと3ボタンを巧します。表示部に 
"M1-03" と表示されます。 

CD ボタンを巧します。 


ゾ\-卜!-/- 


ベ/-!-!-\ 心 



i 

3ボタンを巧します。 


ゾ\— I — I — /マ 
-J 一 






5. CO ボタンと►ボタンを巧します。 


ゾ\—卜!一 




I II 


i 



、/-，一 |-V 



6. マクロのプログラムが終了したら、 MACRO 表 
示が消えて通常モー ドに戻るまで仁 NT 仁 R ボタ 
ンを長巧しします。 

ここで、プログラムしたマクロを実行してみま 
す。 


7. ル巧0ボタンと7ボタンを巧します。 


• マク□コマンドが順次機器に送信されます。 
また、操作の各ステップが表示部に順次表示さ 
れます。 


ご注意 

マクロプログラムでアンプの入カソースをプ 
ログラムする場合は、最初に AMP ボタンを押 
してからソースボタンを押してください。 

( DVD 入力の場合 ： AMP 一 DVD ) 


例2 

本禮の電源をオンにする 

i 

DVD プレイヤーの電源をオンにする 

i 

本機の人カソースを DVD じ変更ずる 

i 

DVD プレイヤーを再生する 


5 . 



义 


ぶ 


4 . 


3 . 

■ 2 . 

5 . 


1. LEARN 表示. MACRO 表示と" MACRO" が表 
示部に点滅表示されるまで、 MACRO ボタンと 
SET ■ボタンを同時に長巧しします。 

ゾ 



rii-ii HI I 


么 2 ボタンを押します。表示部に" M 2-0 r と表 
示されます。 


3, 次のボタンを順番に巧して、マクロの各ステッ 
プを設定します。 

(1)AMP 一 POWER ON. 



(2) DVD 一 POWER ON. 



(3)AMP 一 DVD. 



(4) DVD 一 PLAY. 



4. マクロのプログラムが終了したら、表示部の 
MACRO 表示が消えて通常モードに戻るまで 
亡/ V 7 ■打?ボタンを押します。 

ここで、プログラムしたマクロを実行してみま 
す。 

5. ルボタンと2ボタンを巧します。 

• マク□コマンドが順次機器に送信されます。 
また、操作の各ステップが表示部に順次表示さ 
れます。 


各部の名称 基本接続 基本操作 応用接続シ妾ムちよップ 
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マクロプログラムを沿'ホする 

リモコンのメモリーにプ□グラムしたマク□を削除 
するときは、次の手順で巧います。 



3 . 


么 

么 


LEARN 表示- MACRO 表示と" MACRO" が表 
示部に点滅表示されるまで、巧〇ボタンと 
MOW； ボタンを同時に長巧しします。 



么 CZ ■ボタンを長押しし、消去する番号の数字ボ 
タンにの例では到を3秒間巧します。 

• 表示部に" M 2- CL " が点滅表示されます。 

\グト\— I—I—I—I—I—I—I—I—I—I—I—I—I— し /—/— 

ノ _ パ C' — LL ； 

一 /— I—I— I 一 I—I— I 一 1—1—j 一 I 一 I 一 !— I—I— I 一 1 一 \ 一 \^ 

3. 巧ボタンを巧して消去し、手順むこ戻り 

ます。 

• メモリー消去操作をキャンセルする場合は、 
打 vrf 只ポクンを巧さず他のポタンを押してく 
ださい。 



■4. 


表示部に‘‘ SETUP " と表示されるまで、 
MACRO ボタンと SETU 户ポタン を同時に長巧 
しします。 

• " SETUP " は3秒間表示されます。 


sr 11 IP 


2. 表示が "SETUP" から "MCRxx" に変わること 
を確認します （"xx" はマクロ操作の送信間隔 
を表します）。 


rii 


VI 


/S 


3. カーソノレボタン（ィまたは ►) を巧して送信間隔 
を変更します。 

• 送信聞顧ホ、0.己秒か6目秒まで、0.日秒間隔に 
て設定できまず。 

4. 通常モードに戻るには、表示部の MACRO 表示 
が消えるまで日 V7F 巧ボタンを長巧しします。 


4. 通常モードに戻るには、表示部の MACRO 表示 
が消えるまでの V7F 巧ボタンを長巧しします。 


を部の名称ま本接続 基本操作 応用接続シ妾ムちトアップ困ったときは その他 
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つたときは 


問題が発生した場合には、修理を依頼する前にが下を確認してください。 

1 . 接続は正しく巧われていまずか 

2 . 取撒説明書(本書)にしたがって本機を正しく操作していまずか 

3. 本機に接続した機器は正しく動作していますか 

本機が正しく動作していない場合は、 W 下の表に示ず項目を確認します。 

W 下の表に示ず対処方法で問題を修復できない塌合は、内部回路の動作不良が考えられまず。直ちに電源 
コードのプラグを抜き、お買い上げになった販売店もしくはおおくの株式会社マランツコンシューマーマー 
ケティングを営業所、お客様相談センター、または当社サービスセンクーじご相談ください。 


症状 

原因 

対処法 

本機の電源が入らない。 

電源プラグが接続されていない。 

電源プラグをコンセントに挿し込んでくださ 
い。 

電源は入ってし''るが、音声と 
画像が出力されない。 

ミュートが ON になっている。 

リモコンを使用してミュートをキャンセルし 
てください。 

人力またはパワーアンプと正しく接 
続されていない。 

接続図を参照して、ケーブル類を正し<接続し 
てください。 

マスターボリュームが完全におられ 
てし''る。 

マスクーボリュームを調節してください。 

INPUT SELECTOR のポジションが 
聞違っている。 

正しいポジションを選択してください。 

スピーカーか6音が出ない。 

へッドホンがへ、ソドホン端すじ接続 
されてし''る。 

ヘッドホンを外してください。（ヘッドホンが 
接続されていると、スピーカーか6音声が出力 
されません。） 

音声ちしくは映像が選択し 
たソースと一致しない。 

人カケーブルが正しく接続されてい 
ない。 

接続図を参照して、ケーブルを正しく接続して 
ください。 

チャンネルから出力される 
音声が正しくない。 

スピーカーが正しく接統されていな 
し、 

接続図を参照して、スピーカーを正しいチャン 
ネルに接続してください。 

センターチャンネル■スピー 
カーから音声が出力されな 
し、。 

スピーカーが正しく接続されていな 
い。 

接続図を参照して、スピーカーを正しいチャン 
ネルに接続してください。 

サラウンドモードに STEREO が選 
おされている。 

サラウンドモードに STEREO が選択されてい 
ると、センタースピーカーから音声は出力され 
ません。別のサラウンドモードを設定してく 
ださい。 

SPEAKERS SIZE メ ニューで 
Center = N 日 ne び選択されてし'*る。 

Center を Small か Large に設定してください。 

サラウンドスピーカーから 
音声が出力されない。 

スピーカーが正しく接続されていな 
い。 

接続図を参照して、パワーアンプおよびスピー 
力を正しいチャンネルに接続してください。 

サラウンドモードに STEREO が靈 
おされている。 

サラウンドモードに STEREO が選択されてい 
ると、サラウンドスピーカーから音声は出力さ 
れません。別のサラウンドモードを設定して 
ください。 

SPEAKERS SIZE メニューで 
Surround = None が選択されてい 
る。 

Surround を Small か Large に設定してくださ 
い。 

サラウンドパックスピー 
カーか6音声が出力されな 
し'!。 

スピーカーが正しく接続されていな 
し、 

接続図を参照して、パワーアンプおよびスピー 
力を正しいチャンネルに接続してください。 

サラウンドモードが EX / ES モード 
になっていない。 

サラウンドモードを EX / ES に設定してくださ 
い。 

SPEAKER SIZE メ ニューで 
Surround back = None または 
Zone SPKR が選択されている。 

Surround back を Ich か 2 ch に設定してくだ 
さい。 


症状 

原因 

対処ま 

EX / ES モードが選択できな 
い。 

SPEAKER SIZE メ ニューで 
Surround back = NONE 、 または 
ZSP 八が選がされている。 

Surround back を Ich か 2 ch に設定してくだ 
さい。 

入力信号に互換性がない。 

己. Ich ソースを使用してください。 

Neo :6 モードが選択できな 
い。 

入力信号に互換性がない。 

2 ch DTS 人力信号、 PCM 人力信号、アナ□グ 
入力信号のいずれかを使用して<ださい。 

CSI モードが選択できない。 

入力信号に互換性がない。 

2 ch DTS 人力信号、 PCM 入力信号、アナ□グ 
入力信号のいずれかを使用して<ださい。 

SUBWOOFER OUT への出 
力が出ない。 

SPEAKER SIZE メ ニューで 
Subwoofer 二 No が運択されてい 
る。 

Subwoofer = Yes を選択してください。 

DTS エンコードされた CD 
やレーザーディスクの再生 
中にノイズが発生する。 

アナ□グ入力が選択されている。 

確実にデジタル接続を実行し、デジクル入力を 
選択した上で再生してください。 

特定のチャンネルで出力が 
行われない。 

そのチャンネルに録音が存在しな 
い。 

ソース側のエンコードされたチヤンネルを確 
認してください。 

AM や FM が受信できない。 

アンテナの巧続が不完全。 

屋内の八 M アンテナと FM アンテナを、八 M ア 
ンテナ端子と FM アンテナ端子に正しく接続し 
てください。 

AM 受信中にノイズが閣こえ 
る。 

受信が化の電界の影響を受けてい 
る。 

八 M 室内アンテナの設置場所変えて<ださい。 

FM 受信中にノイズが闇こえ 
る。 

放送局からの電波が微弱。 

FM 屋外アンテナを設置してください。 

リモコンじよる制御ができ 
ない。 

電池が切れている。 

電池をすべて新しいものに取り替えてくださ 
い。 

リモコンのモードが違う。 

リモコンを制御する機器のモードに切り替え 
てください。 

本機とリモコン闇の距離が遠過ぎる。 

本磯におづき、操作範囲内で操作してください。 

本磯とリモコンの間に障害物がある。 

障害物を取り除いてください。 

AAC 信号が再生できない 

デジタルチューナーのデジクル出力 
設定が誤っている。 

デジタルチューナーの取椒説明書を参照して 
ください。 

トランスか6うなり（ノイ 
ズ)が出る。 

家庭内の電源事情により、をか目立 
つことがあります。 

電熱器、コクツなどの使用を止めてみて<ださ 
い。 

人力信号がないときに、 
シャーというノイズ（残留ノ 
イズ)が出る。 

サラウンド用の DSP を搭載してお 
りますので、多か目立つことがあり 
ます。 

2 ch ソースをお闇きのときノイズが気になる場 
合は 、 S ( Source ) - Direct モードでお闇きくだ 
さい。 

DVD プレーヤーで CD 再生 
時に、トラックスキップなど 
を巧うと、曲の頭がかし欠け 
て再生される。 

DVD プレーヤーじよってはトラック 
スキ、ソプ時にデジタル信号が途切れ 
るちのがあります。サラウンドシス 
テムを適切に合わせるための判別時 
間が必要なため、少しだけ曲の頭が 
途切れる場合があります。 

この様な DVD プレー中一を接続する場合、ア 
ナ□グ接続して頂くと問題なく再生すること 
ができます。 

音楽再生時、音像が定位しな 
い。 

スピーカーの極性が正しく接続され 
ていない。 

スピーカーの極性を確認してください。 


み部の名称 基本を続 基本操た 応用巧続 


応巧操作 
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症状 

原因 

対処ま 

HDMI 接続で画面が映6な 
い。 

接続しているモニター、プ□ジエク 
クーが HDCP に対応していない。 

HDCP じ対応したモニターを接続してくださ 
い。 

TV 側の HDMI 人力設定が有効に 
なっていない。 

TV の取り撒い説明書を参照の上、 HDM 认力 
を有効じなるよう設定してください。 

ソース機器 （ DVD 、 デジクルチユー 
ナー等） 側の HDMI 出力設定が有効 
になっていない。 

ソース磯器の取り撒い説明書を参照の上、 
HDMI 出力を有効になるよう設定してくださ 
い。 

本磯の HDMI 人力設定が正しく設 
定されていない。 

27ページを参照の上、 Setup 画面にて HDMI 
入力設定を行って<ださい。 

ソース機器 （ DVD 、 デジクルチユー 
ナー等） 側の HDMI 出力用の Video 
解像度設定が TV 側の仕様と合致し 
ない。 

双方の機器の取り撒い説明書を参照の上、合 
致する解像度設定をしてください。 

規格外の HDMI ケープルで接続して 
いる。 

より安定した動作や、画質劣化などの防止の 
ため、5 m 以下のケープルの使用を推奨いたし 
ます。 

本磯の電源が切6れている。（本機 
がスタンバイ状態では HDMI 接続は 
有効になりません） 

本機の電源を人れてください。 

HDMI 搭載機器聞の接続認証がされ 
ない 

本機、あるいは TV 、 ソース機器の電源を人れ 
直して < ださい。 

HDMI 接続で映像が映るま 
で時間がかかる。 

HDMI 搭載磯器間の接続認証をお 
こなっている。 

接続される機器によっては認証に時聞がかか 
る場合があります、故障ではありません。 

HDMI 接統で音声が再生さ 
れない。 

ソース機器 （ DVD 、 デジクルチユー 
ナー等） 側の HDMI 音声出力設定が 
有効になっていない。 

ソース機器の取り撒い説明書を参照の上、 
HDMI 音声出力を有効になるよう設定してく 
ださい。 

ソース機器 （ DVD 、 デジクルチユー 
ナー等） 側の H D M 1音声設定じて信 
号フォーマツトの設定が本磯の対 
応信号に設定されていない。 

ソース機器の®りあい説明書を参照の上. 
HDMI 音声出力設定を本機との接続に適切に 
なるよう設定してください。 

HDMI AUDIO THROUGH モードに 
なっている。 

THROUGH モードの時は本磯からは音がでま 
せん。 EN 八巨 LE に設定してくださし、 （38 ぺ一 
ジ参照） 

HDMI 接続で DVD-Audio 
の音声が再生されない。 

DVD プレー中一が HDMI の CPPM 
対応していないため、 Audio 出力を 
していない。 

• CPPM 対応の DVD 才ーディオプレーヤーを 
使用してください。 

• DVD プレー中一の PCM ダウンサンプリン 
グを ON に設定してください。 

• アナ□グ接続でご使用ください。 

HDMI 接続でスーパーオー 
ディオ CD の音声が再生さ 
れない。 

接続してしぶソース機器がスーパー 
オーディオ CD の出力に対応してい 
ない。 

• スーパーオーディオ CD 出力に対応した 
(HDMI : Version 1ぶ）機器を接続してくだ 
さい。 

• アナ□グでご使用ください。 

HDMI 接続で 、 Dolby True 
HD、dts HD などの音声が再 
生されない。 

接続しているソース機器がこれ6の 
音靑モード出力に対応していない 
か，出力設ちがされていない。 

•Dolby True HD、dts HD 出力に対応した 
(HDMI : Version 1.3 a ) 機器を接続してく 
ださい。 

• ソース磯器がこれ6の音声モードを出力で 
きるように出力設定をしてください。 


基本操作 応用接続 



その他 


各部の名称「基本接続 
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USfijill 


症状 

原因 

対処ま 

US 巨ストレージを接続して 
もステータス表示が、" N 0 
DEV に E " 表示のままで認識 
しない。 

• 接続不良などで、本磯が US 巨スト 
レージを認識できない。 

• US 巨ストレージや USB ケープルが本磯の 
US 巨端子にしっかりと差し込まれているか 
磕認してください。 

• USB ストレージを一旦本磯から外し、巧度 
接続してみて < ださい。 

• 本磯の電源を人れなおし、再度接続してみて 
ください。 

US 巨ストレージを接続 
するとステータス表示に 
"UNKNOWN DEV に E ” が表 
示される。 

• 本機が認識できないデバイスを接 
続している。 

• USB 八プ経由で接続している。 

• USB マスストレージクラスに対応した USB 
デバイスであって屯、本磯で再生できない屯 
のがあります。（故障では有りません） 

• US 巨八ブを経由した接続はできません。 

US 巨ストレージを接続 
するとステータス表示 
に " UNKNOWN FILE 
SYSTEM " が表示される。 

• US 目ストレージのフォーマット 
が、 FAT 1 目または FAT 32 以外の 
フォーマットになっている。 

•フォーマットを F 八 T 16 または FAT 32 に設 
定し、ファイルを記録してください。 

US 巨ストレージを接続する 
とステータス表示に " OVER 
CURRENT ” が表示される。 

• 本磯の USB 端子の過電流保護が 
働いた。 

•本機の US 巨端子から電源供給を受けるタイ 
プの八ードディスクの動作は保証できませ 

接続した US 巨ストレージを取り外し、本磯 
の電源を入れなおしてください。 

US 巨ストレージを接続す 
るとステータス表示に" N 0 
AUDIO FILE " が表示され 
る。 

• US 巨ストレージに再生できるファ 
イルか記録されてし''なし、 

•対応しているファイルを USB ストレージに 
記録してください。 

US 巨ストレージのファイル 
を再生するとステークス表 
示に" CAN’T PL 八 Y " が表 
示される。 

•著作権保護のかかったファイルを 
再生しようとしている。 

• ファイルが破損している。または、 
拡張すとファイルの構造が異なっ 
てし''る。 

•本磯は著作権保護のかかったファイルを再 
生することはできません。 

• ファイルを確認してください。 

US 巨ストレージに記録した 
ファイルが表示されない。 

• US 巨ストレージが複数のパーティ 
ションに分かれている。 

•フォルダ数が70日、ファイル数が 
65535を超えている。 

• 複数のパーティションに分かれている場合は、 
第1パーティション外は表示されません。 
•フォルダ数が700、ファイル数が目5535以 
下でご使用ください。 














































スタンバイ-インジケーターカ i — ゆっくり点滅 （1 
秒'間に2回）するときがあります。このときは 
本機の電源をオフにして電源コードをないて 
下記の確認事項を確認してください。 


•本機と接続したスピーカーケーブルが+側 
と-側を逆に接続していないか。 

•本機と接続したスピーカーケーブルが 
シヨー トしていないか。（本機側、スピー 
力一 側共に確認して ください。） 

-本機の性能を上回る大を量で再生していな 
いか。 

•本機をラックなどに入れてご使用になって 
いる場合、本機の内部に熱がこもり乂災の原 
因となる場合があります。本機内部の温度 
上昇を巧ぐため、本機の上面、背面および両 
側面と壁や他の AV 機器などとは十分離し 
て設置してください。 


上記項目を確認の上、電源コードを接続し、リ 
モコンを使って電源を入れ直してください。 

そして、音量を下げてから再生を斤い、本機の 
スピーカー接続や再生状態に異常がないこと 
を確認してください。 

もし再び同じ症状力 s ' 発生したときは、最寄りの 
サービスセンターへ修理を依頼してください。 


まれに本機がスタンバイ状態になり、スタンパ 
イ.インジケーターカて早い点滅 （1 砂間に8回） 
するときがあります。このときは速やかに本 
機の電源コードを外して、最寄りのサービスセ 
ンタ ー-■ v ( l を理を依頼してください。 


異常動作のときは 


本機表示部に異常な表示咕誤動作表示などをしてい 
る場合、ずぐに主電源を切ってください。 

再度電源を入れてち症状が蛮わらない場合、電源 
コードを抜いてください。 

その禮、お買い上げになった販売店もしくはおおく 
の弊社営業所、または弊社サービスセンクーじご相 
談ください。 


メなバむなついて 

本機の主電源を切った状態でわ、設をした各種内容 
を内部不揮発性メモリーに記憶しております。 


初姑が能に房すじは（リセット） 

「故障かな？と思ったときは」を参考にされても、不 
具合が解ミましない場合は、本機のリセ、ソトを試して 
みてください。 

但しリセ、ソト行うと、セットアップメニューにて設 
定した内容、サラウンドモードの設をの情報が消去 
されますことをご了承ください。 

SURROUND CLEAR 

MODE 



1 . 電源が入っていることを確認します。 

2 . 本機の SU 巧/? OWV 口/ woof ボタンを押しなが 
ら .CLEAR ボタンを3秒な上押します。 

本磯は一度スクンパイ状態になった後、再度 
POWER — ON 状態となり、各種設定された内容 
が初期化され、工場出荷時の状態に戻ります。 


各部の名称 II 本接続 基本操作 応用接続シ妾ムちトアップ応用操作 



その他 
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その他 


サラウンドモード 

本磯には多くのサラウンドモードが搭載されています。これは再をする ソースの 内容 (こ 応じて、多様な音声 
効果を再現するためです。 

利用巧能なサラウンドモードは、入力信号とスピーカーの設定(こ応じて制限される場合があります。 

使用するサラウンドモードと入力信号について 

サラウンドモードは本機のサラウンドモード切り替えボクンか、リモコンを使って選択します。また、再生さ 
れる音声は、違択したサラウンドモードと入力信号との関係に応じて変化しまず。 

関係は次の表のとおりです。 
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サラウンドモード 

入力信号 

デコーデイング 

出カチャンネル 

表示部 

UR 

C 

SL 

SR 

SBL 

SBR 

SubW 

信号おぶインジケ - 夕 - 

チヤンネルステータス • 

インジケーター 

AUTO 

Dolbv Surr.EX 

Dolbv Diaital EX 

0 

0 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL EX 

しじ R.SL.SR.S.LFE 

Dolby D(5.1ch) 

Dolbv Diaital 5.1 

0 

0 

〇 

- 

〇 

□□ DIGITAL 

しじ R.SLSR. LFE 

Dolbv D (2ch) 

Dolbv Digital 2.0 

0 

- 

- 

- 

〇 

on DIGITAL 

し R 

Dolbv D (2ch Surr) 

Pro Lode Dx movie 

0 

0 

〇 

〇 

〇 

虹 ] DIGITAL 

し R’S 

Dolbv Diaital Plus (2ch) 

DolbvDiaital + 

0 

- 

- 

- 

〇 

on DIGITAL PLUS 

し R 

Dolbv Dioital Plus (5.1ch) 

DolbvDiqital + 

0 

0 

〇 

- 

〇 

□□ DIGITAL PLUS 

しじ R.SL.SR. LFE 

Dolbv Dioital Plus (6.1 加 

DolbvDigital + 

0 

0 

〇 

〇 

〇 

on DIGITAL PLUS 

LC, R.SL.SR.S. LFE(,ex1l 

Dolbv Dioital Plus (7.1chl 

DolbvDiqital + 

0 

0 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL PLUS 

しじ R.SLSR.SB し SBR 丄 FE 

Dolbv TrueHD(2ch) 

DolbvTrueHD 

0 

- 

- 

- 

〇 

□□ TrueHD 

し R 

Dolbv TrueHD(5.1ch) 

DolbvTrueHD 

0 

0 

〇 

- 

〇 

□□ TrueHD 

し C. R.SLSR. LFE し ex1.ex2) 

Dolbv TrueHD(6.1ch) 

DolbvTrueHD 

0 

0 

〇 

〇 

〇 

□□ TrueHD 

L.C. R.SL.SR.S. LFE (.ex1.6x21 

Dolbv TrueHD(7.1ch) 

DolbvTrueHD 

0 

0 

〇 

〇 

〇 

on TrueHD 

LC.R. SL.SR.SBL SBR. LFE (,ex1.ex21 

DTS-ES 

DTS-ES 

0 

0 

〇 

〇 

〇 

脈 . ES 

LC. R.SL.SR.S.LFE 

DTS 96/24 

DTS-96/24 

0 

0 

〇 

- 

〇 

dts 96/24 

しじ R.SLSR. LFE 

DTS 巧 . 1 加 

DTS 5.1 

0 

0 

〇 

- 

〇 

dts 

しじ R.SLSR. LFE 

DTS-HD にか） 

DTS-HD 

0 

- 

- 


〇 

d お - HD MSTR/HIRES 

し R 

DTS-HD 巧 .1 か） 

DTS-HD 

0 

0 

〇 

- 

〇 

dts-HD MSTR/HIRES 

し C. R.SLSR. LFE し ex1.ex2) 

DTS-HD (6.1 か） 

DTS-HD 

0 

0 

〇 

〇 

〇 

d ぉ -HD MSTR/HIRES 

LC, R.SLSR.S. LFE(,ex1,ex2) 

DTS-HD (7.1ch) 

DTS-HD 

0 

0 

〇 

〇 

〇 

d じ - HD MSTR/HIRES 

し C, R, S し SR, SB し SBR, LFE 
(.ex1,ex2l 

AAC 巧 . 1ch) 

AAC 5.1 

0 

0 

〇 

- 

〇 

AAC 

し C, R.SLSR. LFE 

AAC りか、 

AAC 2.0 

0 

- 

- 


〇 

AAC 

し R 

Multi Ch-PCM 

Multi Ch-PCM 

〇 

〇 

〇 


〇 

PCM 

L.C. R.SLSR. LFE 

Multi Ch-PCM 96kHz 

Multi Ch-PCM 能 kHz 

0 

0 

〇 

- 

〇 

PCM 

し C. R.SLSR. LFE 

SA-CD(5.1 か） 

SA-CD 巧 . 1ch) 

0 

0 

〇 

- 

〇 

DSD 

しじ R.SLSR. LFE 

SA-CD にか） 

SA-CD (Stereo) 

0 

- 

- 

- 

〇 

DSD 

し R 

PCM (Audio) 

PCM (Stereo) 

0 

- 

- 

- 

〇 

PCM 

し R 

PCM 96kHz 

PCM (Stereo 96kHz) 

0 

- 

- 

- 

〇 

PCM 

し R 

HDCD 

HDCD 

0 

- 

- 


〇 

PCM,HDCD 

し R 

Analoa 

Stereo 

0 

- 



〇 

ANALOG 


7.1ch input 

Multi Ch 

0 

0 

〇 

〇 

〇 

ANALOG 


SOURCE DIRECT 
PURE DIRECT 

Dolbv Surr.EX 

Dolbv Diaital EX 

0 

0 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL EX 

し C. R.SL.SR.S.LFE 

Dolbv D 巧 . Ich) 

Dolbv Diaital 5.1 

0 

0 

〇 

- 

〇 

□□ DIGITAL 

しじ R.SLSR. LFE 

Dolbv D (2 加 

Dolbv Diaital 2.0 

0 

- 

- 

- 

- 

on DIGITAL 

LR 

Dolbv D (2ch Surr) 

Pro Lode Dx movie 

0 

0 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

し R’S 

Dolbv Diaital 円 us (2ch) 

DolbvDiaital + 

0 

- 

- 

- 

- 

on DIGITAL PLUS 

し R 

Dolbv Diaital Plus 巧 . 1ch) 

DolbvDiqital + 

0 

0 

〇 

- 

〇 

虹 ] DIGITAL PLUS 

し C. R.SL.SR. LFE 

Dolbv Dial ね I 円 us (6.1chi 

DolbvDigital + 

0 

0 

〇 

〇 

〇 

on DIGITAL PLUS 

LC, R.SLSR.S. LFE(,ex1l 

Dolbv Diaital Plus (7.1 加 

DolbvDiqital + 

0 

0 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL PLUS 

しじ R.SLSR.SB し SBR 丄 FE 

Dolbv TrueHD(2ch) 

DolbvTrueHD 

0 

- 

- 

- 

- 

on TrueHD 

し R 

Dolbv TrueHD(5.1ch) 

DolbvTrueHD 

0 

0 

〇 

- 

〇 

□□ TrueHD 

し C. R.SLSR. LFE し ex1.ex2) 

Dolbv TrueHD(6.1ch) 

DolbvTrueHD 

0 

0 

〇 

〇 

〇 

on TrueHD 

LC, R.SLSR.S. LFE(,ex1,ex2) 

Dolbv TrueHD(7.1ch) 

DolbvTrueHD 

0 

0 

〇 

〇 

〇 

□□ TrueHD 

LC, R, SL SR, SBL SBR, LFE [,ex1,ex2l 

DTS-ES 

DTS-ES 

0 

0 

〇 

〇 

〇 

dts, ES 

し C, R.SL.SR.S.LFE 

DTS 96/24 

DTS-96/24 

0 

0 

〇 

- 

〇 

dts 96/24 

LC. R.SL.SR. LFE 

DTS 巧 . 1 加 

DTS 5.1 

0 

0 

〇 

- 

〇 

dts 

LC. R.SLSR. LFE 

DTS-HD にか） 

DTS-HD 

0 

- 

- 



d お - HD MSTR/HIRES 

し R 

DTS-HD (5.1 か） 

DTS-HD 

0 

0 

〇 

- 

〇 

dts-HD MSTR/HIRES 

LC. R.SLSR. LFE し ex1.ex2) 

DTS-HD (6.1 か） 

DTS-HD 

0 

0 

〇 

〇 

〇 

d お - HD MSTR/HIRES 

LC, R.SLSR.S. LFE(,ex1,ex2) 

DTS-HD (7.1 か） 

DTS-HD 

0 

0 

〇 

〇 

〇 

dts-HD MSTR/HIRES 

LC. R.SLSR.SBLSBR.LFE [,ex1.ex2l 

AAC 巧 . 1ch) 

AA 化 1 

0 

0 

〇 

- 

〇 

AAC 

し C, R. S し SR. LFE 

AAC りか、 

AAC 2,0 

0 

- 



〇 

AAC 

し R 

Multi Ch-PCM 

Multi Ch-PCM 

0 

0 

〇 

- 

〇 

PCM 

し C, R. S し SR. LFE 

Multi Ch-PCM 96kHz 

Multi Ch-PCM 96kHz 

0 

0 

〇 

- 

〇 

PCM 

し C. R.SLSR. LFE 

SA-CD (5.1ch) 

SA-CD 巧 . 1 加 

0 

0 

〇 

- 

〇 

DSD 

し C, R. SL SR. LFE 

SA-CD にか） 

SA-CD (Stereo) 

0 

- 

- 

- 

〇 

DSD 

し R 

PCM (Audio) 

PCM (Stereo) 

0 

- 

- 

- 

- 

PCM 

し R 

PCM 96kHz 

PCM (Stereo 96kHz) 

0 

- 

- 



PCM 

LR 

HDCD 

HDCD 

〇 

- 




PCM,HDCD 

し R 

Analoa 

Stereo 

0 

- 




ANALOG 


7.1ch input 

Multi Ch 

0 

0 

〇 

〇 

〇 

ANALOG 



サラウンドモード 

入力信号 

デコーデイング 

出カチャンネル 

表示部 

UR 

C 

SL 

SR 

SBL 

SBR 

SubW 

信号形まインジケ-夕- 

チヤンネル ステー タス . 

インジケーター 

EX/ES 

Dolbv Surr.EX 

Dolbv Diaital EX 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

m DIGITAL EX 

し C. R. SL SR. S. LFE 

Dolbv D (5.1 か） 

Dolbv Diaital EX 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

し C. R. SL SR. LFE 

Dolbv Diqi は 1 円 us 巧 . 1 加 

DolbvDiaital + +EX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL PLUS 

し C. R. SL SR. LFE 

Dolbv TrueHD (5.1 加 

DolbvTrueHD+EX 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

on TrueHD 

LC.R. SLSR, LFE (.6x1.6x2) 

DTS-ES 

DTS-ES 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

dts, ES 

し C. R. SL SR. S. LFE 

DTS 巧 . Ich 、 

DTS-ES 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

dts 

し C. R. SL SR. LFE 

DTS-HD (5.11 

DTS-HD+ NE06 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

dts-HD MSTR/HIRES 

LC.R. SL SR. LFE(.ex1.ex2) 

AAC 巧 . 11 

AAC + Dolbv EX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

AAC 

L C. R. SL SR. LFE 

Multi-PCM 

Multi Ch-PCM + Dolbv Dioital EX 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCM 

し C, R. S し SR. SW 

SA-CD (5.1 か） 

SA-CD (5.Ich) + Dolby 
Diaital EX 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

DSD 

し C, R ， SL, SR, SW 

DOLBY 
(PLnx movie) 

(PLnx music) 
(PLExgame) 

Dolbv Surr.EX 

Dolbv Diaital EX 

0 

〇 

〇 


〇 

na DIGITAL EX 

L C, R. SL SR, S, LFE 

Dolbv D 巧 . Ich) 

Dolbv Diaital 5.1 

0 

〇 

〇 


〇 

□□ DIGITAL 

し C. R. SL SR. LFE 

Dolbv D(5.1ch) 

Dolbv Diaital 5.1 + PLEx 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

し C, R. S し SR, LFE 

Dolbv D (2chl 

Pro Lode nx 

0 

0 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

し R 

Dolbv D (2ch Surr) 

Pro Loaic Ex 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

し R’S 

Dolbv Di 日け al 円 us (2ch) 

Pro Loaic Ex 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL PLUS 

し R 

Dolbv Digital Plus (5.1 か） 

DolbvDiqital + 

0 

〇 

〇 


〇 

□□ DIGITAL PLUS 

し C, R. S し SR, LFE 

Dolbv Diaital Plus (5.1 加 

Dolbv Diaital Plus + PLnx 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL PLUS 

L C, R. SL SR, LFE 

Dolbv TrueHD (2ch) 

Pro Loaic Ex 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ TrueHD 

し R 

Dolbv TrueHD (5.1ch) 

DolbvTrueHD + PLnx 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ TrueHD 

LC. R.SLSR. LFE(.ex1,ex2l 

Dolbv TrueHD (5.1 加 

DolbvTrueHD 

0 

〇 

〇 


〇 

□□ TrueHD 

し C, R. S し SR, LFE(.ex1,ex2) 

DTS-HD (2ch) 

DTS-HD 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ TrueHD 

し R 

AAC 巧 . Ich) 

AAC + PLEx 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

AAC 

し C, R. S し SR. LFE 

AAC じか） 

Pro Loaic Ex 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

AAC 

し R 

Multi Ch-PCM 

Multi Ch-PCM + PLnx 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCM 

し C. R. SL SR. LFE 

SA-CD (5.1 加 

SA-CD (5.1 加 + PLnx 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

DSD 

し C, R. S し SR. LFE 

SA-CD (2ch) 

Pro Loaic Ex 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

DSD 

し R 

PCM (Audio) 

Pro Loaic Ex 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCM 

し R 

HDCD 

Pro Loaic Ex 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCM, HDCD 

し R 

Analoa 

Pro Loaic Ex 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

ANALOG 


DTS 

(Neo:6 Cinema) 
(Neo:6 Music) 

DTS-ES 

DTS 5.1 

0 

〇 

〇 


〇 

dts, ES 

L C, R. SL SR, S, LFE 

DTS 96/24 

DTS-96/24 

0 

〇 

〇 


〇 

dts 96/24 

し C. R. SL SR. LFE 

DTS 巧 . 1ch 、 

DTS 5.1 

0 

〇 

〇 


〇 

dts 

し C, R. S し SR, LFE 

DTS-HD (2ch) 

Neo:6 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

d わ - HD MSTR/HIRES 

し R 

DTS-HD (5.1ch) 

DTS-HD 

0 

〇 

〇 


〇 

dts-HD MSTR/HIRES 

LC. R.SL.SR. LFE(.ex1.ex2) 

DTS-HD (6.1 加 

DTS-HD 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

d わ - HD MSTR/HIRES 

LC. R.SL SR.S, LFE(.ex1,ex2l 

DTS-HD (7.1ch) 

DTS-HD 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

dts-HD MSTR/HIRES 

LC.R, SL, SR, SBL, SBR, LFE(,ex1,ex21 

Dolbv D (2chl 

Neo:6 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

し R 

Dolbv D (2ch Surr) 

Neo:6 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

し R’S 

Dolbv Diqi ね I 円 us (2 か） 

Neo:6 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL PLUS 

LR 

Dolbv TrueHD ( 2 ch \ 

N 的 : 6 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ TrueHD 

LR 

AAC りか） 

Neo:6 

0 

0 

〇 

〇 

〇 

AAC 

し R 

SA-CD (2ch) 

Neo:6 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

DSD 

し R 

PCM (Audio) 

Neo:6 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCM 

し R 

HDCD 

Neo:6 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCM, HDCD 

し R 

Analoa 

Neo:6 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

ANALOG 


esn 
(Cinema 
/Music 
/ Mono) 

Dolbv D I 2 ch ] 

esn 

0 

0 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

し R 

Dolbv D (2ch Surr) 

CSI 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

し R’S 

AAC じか） 

CSI 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

AAC 

し R 

SA-CD (2ch) 

CSI 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

DSD 

し R 

PCM (Audio) 

CSI 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCM 

し R 

HDCD 

CSI 

0 

0 

〇 

〇 

〇 

PCM. HDCD 

LR 

Analoa 

CSI 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

ANALOG 


NEURAL-THX 

Dolbv D I 2 ch ] 

NEURAL THX 

0 

0 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

し R 

Dolbv D (2ch Surr) 

NEURAL THX 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

し R’S 

AAC じか） 

NEURAL THX 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

AAC 

し R 

SA-CD (2ch) 

NEURAL THX 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

DSD 

し R 

PCM (Audio) 

NEURAL THX 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCM 

し R 

HDCD 

NEURAL THX 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCM, HDCD 

し R 

Analoa 

NEURAL THX 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

ANALOG 


STEREO 

Dolbv Surr.EX 

Stereo 

0 

- 



〇 

□□ DIGITAL EX 

L C, R. SL SR, S, LFE 

Dolbv D (5.1 加 

Stereo 

0 

- 



〇 

□□ DIGITAL 

L C, R. SL SR, LFE 

Dolbv D (2chl 

Stereo 

0 

- 



〇 

□□ DIGITAL 

し R 

Dolbv D (2ch Surr) 

Stereo 

0 

- 



〇 

□□ DIGITAL 

し R’S 

Dolbv Di 印ね I 円 us (2 か） 

Stereo 

0 

- 



〇 

□□ DIGITAL PLUS 

し R 

Dolbv Digital Plus (5.1 加 

Stereo 

0 

- 



〇 

□□ DIGITAL PLUS 

し C, R. S し SR, LFE 

Dolbv Di 印ね I 円 us (6.1 州 

Stereo 

0 

- 



〇 

□□ DIGITAL PLUS 

LC.R. SLSR.S. LFE(.ex1) 

Dolbv Digital Plus (7.1 加 

Stereo 

0 

- 



〇 

□□ DIGITAL PLUS 

し C, R. S し SR, SB し 纯 R. LFE 

Dolbv TrueHD (2ch) 

Stereo 

0 

- 



〇 

□□ TrueHD 

し R 

Dolbv TrueHD (5.1ch) 

Stereo 

0 

- 



〇 

□□ TrueHD 

LC. R.SLSR. LFE(.ex1.ex2) 

Dolbv TrueHD (6.1 か） 

Stereo 

0 

- 



〇 

□□ TrueHD 

LC.R. SL.SR, LFE(.ex1.ex21 

Dolbv TrueHD (7.1 加 

Stereo 

0 

- 



〇 

□□ TrueHD 

し C. R.SLSR. LFE(.ex1,ex2l 

DTS-ES 

Stereo 

0 

- 



〇 

dts, ES 

し C, R. SL,SR,S, LFE 

DTS 96/24 

Stereo 

〇 

- 



〇 

dts 96/24 

LC.R. SL.SR. LFE 

DTS 巧 . 1ch 、 

Stereo 

0 

- 



〇 

dts 

し C, R. S し SR, LFE 

DTS-HD にか） 

Stereo 

〇 

- 



〇 

d わ - HD MSTR/HIRES 

し R 

DTS-HD (5.1ch) 

Stereo 

0 

- 



〇 

dts-HD MSTR/HIRES 

LC.R. SL SR. LFE(.ex1.ex2) 

DTS-HD (6.1ch) 

Stereo 

0 

- 

- 


〇 

d わ - HD MSTR/HIRES 

LC.R. SL SR. S, LFE(.ex1.ex2l 

DTS-HD (7.1ch) 

Stereo 

0 

- 



〇 

dts-HD MSTR/HIRES 

L,C,R,SL, SR, SBL, SBR, LFE (,ex1,ex2) 





































































































































































サラウンドモード 

入力信号 

デコーディング 

出カチャンネル 

表示部 

UR 

c 

SL 

SR 

SBL 

SBR 

SubW 

信号形まインジケ - 夕 - 

チヤンネルステータス * 

インジケーター 

STEREO 

AAC (5.1 か） 

Stereo 

O 


- 

- 

0 

AAC 

し C. R, SL, SR 丄 FE 

AAC にか） 

Stereo 

o 


- 

- 

0 

AAC 

し R 

Multi Ch-PCM 

Stereo 

o 


- 

- 

0 

PCM 

L. C. R. SL, SR, LFE 

Multi Ch-PCM 96kHz 

Stereo 

o 

- 

- 

- 

0 

PCM 

し C. R. SL SR 丄 FE 

SA-CD 巧 . Ich) 

Stereo 

o 


- 

- 

0 

DSD 

し C. R, SL, SR 丄 FE 

SA-CD に ch 、 

Stereo 

o 


- 

- 

0 

DSD 

し R 

PCM (Audio) 

Stereo 

o 


- 

- 

0 

PCM 

し R 

PCM 96kHz 

Stereo 

o 


- 

- 

0 

PCM 

LR 

HDCD 

Stereo 

o 

- 

- 

- 

0 

PCM, HDCD 

し R 

Analoa 

Stereo 

o 


- 


0 

ANALOG 


Dolby Virtual 

Speaker 

DolbvSurr.EX 

Dolbv Virtual Speaker 

o 

- 

- 

- 

- 

□□ DIGITAL EX 

し C. R. S し SR. S 丄 FE 

DolbvD(5.1ch) 

Dolbv Virtual Speaker 

o 


- 

- 

- 

□□ DIGITAL 

し C. R. S し SR 丄 FE 

Dolbv D f2ch) 

PLn+ Dolbv Virtual Soeaker 

o 

- 

- 

- 

- 

皿 D に ITAL 

し R 

Dolbv D kch Surr) 

PLn+ Dolbv Virtual Soeaker 

o 


- 

- 

- 

□□ DIGITAL 

し R.S 

DTS-ES 

Dolbv Virtual Speaker 

o 

- 

- 

- 

- 

dts, ES 

し C. R. S し SR. S 丄 FE 

DTS 96/24 

Dolbv Virtual Speaker 

o 


- 

- 

- 

dts 96/24 

し C. R. S し SR 丄 FE 

DTS (5.1 か） 

Dolbv Virtual Speaker 

o 

- 

- 

- 

- 

dts 

し C. R. S し SR 丄 FE 

AAC 巧 . 1chl 

Virtual 

o 


- 

- 

- 

AAC 

し C. R. S し SR 丄 FE 

AAC じか） 

Virtual 

o 


- 

- 

- 

AAC 

LR 

Multi Ch-PCM 

Dolbv Virtual Speaker 

o 

- 

- 

- 

- 

PCM 

し C. R. S し SR 丄 FE 

SA-CD 巧 . 1ch) 

Dolbv Virtual Speaker 

o 


- 

- 

- 

DSD 

し C. R. S し SR 丄 FE 

SA-CD に ch 、 

PLn+ Dolbv Virtual Soeaker 

o 


- 

- 

- 

DSD 

し R 

PCM (Audio) 

PLII+ Dolbv Virtual Soeaker 

o 


- 

- 

- 

PCM 

し R 

HDCD 

PLn+ Dolbv Virtual Soeaker 

o 

- 

- 

- 

- 

PCM, HDCD 

し R 

Analoa 

PLII+ Dolbv Virtual Speaker 

o 


- 

- 

- 

ANALOG 


Multi Ch. 

Movie 

Music 

(0): Movie mode only. 

DolbvSurr.EX 

Dolbv Digital EX 

o 

fO) 

〇 

〇 

0 

皿 DIGITAL EX 

し C. R. S し SR. S 丄 FE 

Dolbv D(5.1ch) 

Dolbv Diaital 5.1 

o 

(0) 

〇 

- 

〇 

□□ DIGITAL 

し C. R. SL SR 丄 FE 

Dolbv D じか） 

Multi Channel 

o 

(0) 

〇 

〇 

0 

□□ D に ITAL 

し R 

Dolbv D kch Surr) 

Multi Channel 

o 

(0) 

〇 

〇 

〇 

皿 DIGITAL 

し R.S 

DTS-ES 

DTS-ES 

o 

(0) 

〇 

〇 

〇 

dts, ES 

L C. R. SL SR. S 丄 FE 

DTS 96/24 

DTS-96/24 

o 

(0) 

〇 

- 

0 

dts 96/24 

し C. R. SL SR 丄 FE 

DTS (5.1 か） 

DTS 5.1 

o 

(0) 

〇 

- 

0 

dts 

L C. R. SL SR 丄 FE 

AAC (5.1 か） 

AAC 5.1 

o 

〇 

〇 

- 

0 

AAC 

し C. R, S し SR 丄 FE 

AAC にか、 

Multi Channel Stereo 

o 

〇 

〇 

0 

〇 

AAC 

し R 

Multi Ch-PCM 

Multi Ch-PCM 

o 

(0) 

〇 

- 

0 

PCM 

L C. R. SL SR 丄 FE 

Multi Ch-PCM 96kHz 

Multi Ch-PCM 96kHz 

o 

(0) 

〇 

- 

〇 

PCM 

L C. R. SL SR 丄 FE 

SA-CD 巧 . 1ch) 

SA-CD 巧 . Ichl 

o 

(0) 

〇 

- 

0 

OSD 

し C, R, S し SR 丄 FE 

SA-CD りか、 

Multi Channel 

o 

(0) 

〇 

0 

〇 

DSD 

し R 

PCM (Audio) 

Multi Channel 

o 

(0) 

〇 

0 

0 

PCM 

し R 

HDCD 

Mu け i Channel 

o 

(0) 

〇 

0 

〇 

PCM, HDCD 

し R 

Analoa 

Multi Channel 

o 

(0) 

〇 

0 

0 

ANALOG 


Dolby H.P 

Dolbv Surr. EX 

Dolbv H.P 

o 


- 

- 

- 

皿 DIGITAL EX 

L C. R. SL SR. S 丄 FE 

Dolbv D (5.1 か） 

Dolbv H.P 

o 


- 

- 

- 

□□ DIGITAL 

し C. R, SL, SR 丄 FE 

Dolbv D じか、 

Dolbv H.P 

o 


- 

- 

- 

□□ D に ITAL 

し R 

Dolbv D f2ch Surr) 

Dolbv H.P 

o 


- 

- 

- 

□□ DIGITAL 

し R.S 

Dolbv Digital Plus 巧 . 1ch) 

Stereo 

o 


- 

- 

- 

□□ DIGITAL PLUS 

し C. R. SL SR 丄 FE 

Dolbv Digital Plus (6.1 か） 

Stereo 

o 


- 

- 

- 

□□ DIGITAL PLUS 

LC.R.SL SR.S.LFE (.exD 

Dolbv Digital Plus (7.1ch) 

Stereo 

o 


- 

- 

- 

□□ DIGITAL PLUS 

し C. R, S し SR, SBL, SBR, LFE 

Dolbv TrueHD (5.1 ch) 

Stereo 

o 


- 

- 

- 

□□ TrueHD 

し R 

Dolbv TrueHD (6.1 ch) 

Stereo 

o 


- 

- 

- 

□□ TrueHD 

し R 

Dolbv TrueHD (7.1 ch) 

Stereo 

o 


- 

- 

- 

□□ TrueHD 

し R 

DTS-ES 

Dolbv H.P 

o 


- 

- 

- 

dts, ES 

L C. R. SL SR. S 丄 FE 

DTS 96/24 

Dolbv H.P 

o 

- 

- 

- 

- 

dts 96/24 

L C. R. SL SR 丄 FE 

DTS (5.1 か） 

Dolbv H.P 

o 


- 

- 

- 

dts 

L. C. R. SL, SR, LFE 

DTS-HD 巧 . Ich) 

Stereo 

o 

- 

- 

- 

- 

d お - HDMSTR/H 旧 ES 

LC.R.SLSR. LFE(.ex1.ex2) 

DTS-HD (6.1ch) 

Stereo 

o 


- 

- 

- 

dts-HDMSTR/HIRES 

LC.R.SL SR, S, LFE (.ex1.ex2) 

DTS-HD (7.1ch) 

Stereo 

o 


- 

- 

- 

dts-HDMSTR/HIRES 

し C, R, S し SR ， SB し SBR, LFE 
(.ex1.ex2) 

AAC 巧 . 1ch 、 

Dolbv H.P 

o 


- 

- 

- 

AAC 

し C. R, S し SR 丄 FE 

AAC にか） 

Dolbv H.P 

o 

- 

- 

- 

- 

AAC 

し R 

Multi Ch-PCM 

Dolbv H.P 

o 


- 

- 

- 

PCM 

し C. R. S し SR 丄 FE 

PCM 

Dolbv H.P 

o 

- 

- 

- 

- 

PCM 

し R 

HDCD 

Dolbv H.P 

o 


- 

- 

- 

PCM, HDCD 

し R 

ANALOG 

Dolbv H.P 

o 

- 

- 

- 

- 

ANALOG 

し R 


こ' 注意 

• Dolby TrueHD、Dolby Digital Plus 、 DTS - 
HD 信号を再生中はが応した再生モードと 
STEREO お^外の SURROUND MODE を選択 
することはできません。 

また、 STEREO た I 外の SURROUND MODE 
が選択されていても 、 Dolby TrueHD . Dolby 
Digital Plus . DTS - HD 信号を再生した場合は 
その SURROUND MODE は無効となり、が 
応した再生モードの処理になります。 


略語 


L/R 

フ□ント左/ちスピーカー 

c 

センタースピーカー 

SL/SR 

サラウンド左/ちスピーカー 

SBL/SBR 

サラウンドバック左/ちスピーカー 

Sub 机 

サブウーファー 

EX 

エクステンション 


i 


基本括 
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このモードでは、ドルビーデジタル、ドルビー 
TrueHD 、 ドルビーデジタルプラス、ドルビーデジな 
ル EX 、 ドルビーサラウンド 、 DTS 、 DTS - HD 、 DTS - 
ES 、 AAC 、 PCM 、 96 kPCM などの入力されるデジク 
ル信号の種類をお化し、自動的にそれぞれじ対応し 
た再生モードに切り替えます。 

入力信号が PCM 信号の場合はステレオ再生を巧い 
まず。ドルビーデジタルや DTS 、 AAC の場含はそれ 
ぞれのチャンネル数に応じた再生を巧いまず。 


SOURCE DIRECT ( ソースダイレクト） 

このモードでは、スピーカー設をなど[こよる周波数 
フィルター节ディレイ、トーンコント□-ルなどの 
付力□処理をバイパスし、入力信号を最短処理じて化 
力しまず。また、アナ□グ信号入力時にはデジタル 
部の処理を停止して、高周激ク□ックなどの影響を 
最ル限にしまず。 

ごミま意 

.スピーカーサイズは Front L/R = LARGE 、 
Center = LARGE、Surround L/R = LARGE 、 
Subwoofer = YES に自動的に設定されます。 

. 卜ーンコントロール、イコライザー その他の 
追加の処理は停止します。 


PURE DIRECT ( ピュアダイレクト） 

このモードはソースダイレクトモードの動作に化 
え、ビデオ端す （ ビデオ、 S - ビデオ、コンポーネントビ 
デオ、 HDMI ) への出力を停止し、表示部も消灯して 
更にノイズ源を低減させます。 


EX/ES 

このモードでは 、 Dolby Digital EX および DTS-ES 
エンコードされた入カソースに対して、 6.1 ch サラ 
ウンドが提供されます。 

アナ□グ人力を選択したときは、このモードは利用 
できません。 

Dolby Digital EX 

このモードでは、巧画館で再生される Dolby Digital 
Surround EX テクノ □ジーでエン〕ードされた巧 
画のサウンドトラックは、プ□グラムのミキシング 
の際に追力□されたチャンネルを再生ずることができ 
まず。 


サラウンドバックと呼ばれるこのチャンネルじよ 
り、現在利用可能なフ□ント左、フ□ントセンター、 
フ□ントち、サラウンドち、サラウンド左、サブウー 
ファーチャンネルに力□えて、リスナーの背後に音声 
が配置されまず。 

この追力日のチャンネルによって、より繊細な後方音 
声イメージをリスナーに与えることができ、それ(こ 
よってこれまでにない奧巧きや広がりのある音像が 
もたらされまず。 

システムにサラウンドパックスピーカーがない場合 
は 、 Dolby Digital EX は利用できません。 

DTS-ES(Discrete 6.1, Matrix 6.1) 

このモードでは 、 DTS 5.1 ch 形式にサラウンドセン 
クーチャンネル音声を追力□して音像定位を改善し、 
6.1 ch 再生時の音像移動をより自然なものにしま 
ず。 

本機には DTS - ES デコーダーが組み込まれており、 
DVD などの DTS-ES Discrete エンコードと DTS - 
ES Matrix エンコードのソースを処理することがで 
きます。 

DTS-ES Discrete 6.1 の特徴は、サラウンドパック 
チャンネルを含むすべてのチャンネルの独立したデ 
ジクル歸音と、より質の高いオーディオ再生でず。 
システムにサラウンドパックス ピーカーがない 場合 
は、 DTS - ES は利用できません。 

Dolby MODE 

(Dolby Dig け a し Pro LogicIx MOVIE、Pro 
Logic Ux MUSIC、Pro Logic Hx GAME) 

このモードは 、 Dolby Digital と Dolby Surround で 
エンコードされた入カソースに使用します。 

DOLBY DIGITAL 

このモードは 、 Dolby Digital でエンコードされた入 
カ ソースを 再生ずるときに使用できまず。 

マルチチャンネルエンコードされた 5.1 ch Dolby 
Digital ソースを再生すると、5つのメイン音声チャ 
ンネル(左、センター、ち、サラウンド左、サラウンド 
ち）と丄 FE チャンネルからの音声が得られます。こ 
のモードでは Dolby Digital EX の才ーディオはデ 
コードできません。 

Dolby Pro Logic Ix じは次の 5 つのモードがあり 
まず。 

Pro Logic Ix MOVIE 

このモードでは 、 Dolby Surround エン〕ードされ 
たステレオ映画のサウンドトラックか6、目. Ich も 
しくは 7.1 ch のサラウンド音声が得られまず。 


各部の名称 基本接続 基本操作 応用接続システムセットアップ応用操作困ったときは 
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Pro Logic Ix MUSIC 

このモードでは CD 、 テープ、 FM 、 テレビ、ステレオビ 
デオなど従来型の（アナ□グもしくはデジタルの）ス 
テレオソースから、目. Ich もしくは 7.1 ch のサラウ 
ンド音声が得られまず。 

Pro Logic Ix GAME 

このモードでは、サラウンド低域をシステムのサブ 
ウーファーに割り振ることによって、強いな域サラ 
ウンド効果を再現しまず。 

5.1 ch + Pro Logic Ix Movie 

このモードでは、巧画サウンドトラックの 5.1 ch ソー 
スか 5、7.1 ch のサラウンド音声が得られまず。 

5.1 ch + Pro Logic Ix Music 

このモードでは、日. 1 ch のサウンドトラック-ソー 
スから、 6.1 ch もしくは 7.1 ch のサラウンド音声が 
得られまず。 

ごま意 

• SPEAKER SETUP メニューで SUR 民 . B を 
" NONE " に設定したときは 、 Pro Logic n X 
モードは Pro Logic n モードとしてデコード 
します。 （33 ページ参照） 

• Pro Logic nx モードは Dolby Digital 、 HDCD 、 
PCM のぃ ずれ かの 形式で エン コードされ 
た、 2 ch 入力信号にがして利用できます。 


dts 

dts, Neo:6 Cinema, Neo:6 Music 

このモードは DVD 、 CD のような DTS エンコードさ 
れたソースの視聴巧でず。 Neo : 目は 2 ch ソースの 
視聴用です。 

dts 

このモードは dts マルチチャンネルエンコードされ 
たソースを再生するときに使用できまず。 

マルチチャンネルエンコードされた 5 .Ich d はソー 
スを再をずると、5つのメイン音声チャンネル（左、 
センター、ち、サラウンド左、サラウンドち）と 、 LFE 
チャンネルからの音声が得られます。 

このモードでは DTS - ES でのデコードは利用できま 
せん。 

またアナ□グ入力を選択したときは、 DTS モードは 
利用できません。 


Neo:6 Cinema, Neo:6 Music 

このモードでは高精度デジクルマトリックステクノ 
□ジーを使用して、 2 ch 信号を目 ch 信号(こデコード 
します。 

DTS Neo : 目デ〕ーダーじは、チヤンネルの周波数特 
性ばかりでなくチヤンネルセ パレーシヨ ンにおいても 
ほぼディスクリートであるという特性がありまず。 
再生する信号に応じて 、 DTS Neo :6 は映画再生用 
に最適化された Neo ：6 Cinema モードか、音楽再生 
用に最適化された Neo : 目 Music モードのいずれか 
を使用しまず。 

ごま意 

• Neo :6 モードは 、 Dolby Digital . HDCD、PCM 
のい ずれ かの 形式にエ ンコード された 2 ch 
入力信号の場合に利用できます。 


CIRCLE SURROUND n 
(CSn-CINEMA 、 CSn-MUS に、 CSI-MONO) 

Circle Surround は、エン〕ードなしの素材とマルチ 
チヤンネルエンコードされた素材を、マルチチヤンネル 
サラウンド再生できるように設計されています。 

放送、ビデオテープ、ステレオレコード音楽を含む、 
すべての音楽と映画の再生(こおいて、下位互換性に 
よる目.1チヤンネルまでのサラウンド性能がリス 
ナーに提供されまず。 

ソースに応じて CSl - Cinema モード、 CSl-Music 
モード、 CSl - Mono モードのいずれかを選択できま 
ず。 

ごま意 

• CS n モードは Dolby Digital . HDCD、PCM 
のぃずれかの形式で エン コードされた 2 ch 
入力信号にがして利用できます。 


STEREO 

このモードでは、ずべてのサラウンド処理が省略さ 
れまず。 

ステレオソースで、 PCM オーディオやアナ□グステ 
レオが入力されたときは、左チヤンネルとちチヤン 
ネルが通常の再生を行います。 

Dolby Digi ほ I と DTS ソースの攝合は、日. Ich が 
2 ch ステレオに変換されます。96 kHz の PCM 
ソースは、ステレオモードで再生できまず。 









Dolby Virtual Speaker 

ドルビーバーチヤルスピーカーはドルビーラボラト 
リーズじより承認された技術であり、マルチチャン 
ネルドルビーデジタルソースを2本のスピーカーか 
らお力し、バーチャル化されたサラウンド音声体驗 
をがり化しまず。さ5じドルビーパーチャルスピー 
カーはドルビープ□□ジ 、ソク やドルビープ□□ジ 、ソ 
ク I じより作り化されたサラウンド音響効果をシ 
ミュレートします。ドルビーバーチヤルスピーカー 
は元のマルチチャンネルオーディオ情報をずべて保 
持してリスナーじスピーカー[こ囲まれているかのよ 
うな感覚を提供します。 


MULTI CH (MOVIE. MUSIC) 

このモードは、 2 ch ソースからより広く、よリ奧巧き 
があり、より自然な音場を作成する場含に使用しま 
ず。 

そのような音場は、左チャンネル信号を左フ□ントス 
ピーカーと左サラウンドスピーカーの両方に、ちチャン 
ネル信号をちフ□ントスピーカーとちサラウンドスピー 
カーの両方に振り分けることによって実現されま 
ず。さらにセンなーチヤンネルでは、ちチヤンネルと 
左チャンネルを融合した音声が再生されまず。 


N が ral Surro 山 ncj 

Neural Surround は音楽再生のために開発された最 
新のサラウンド技術です。音響ム理学に基づいた周 
汲数領域処理を巧うことにより、優れたチャンネル 
セパレーシヨンと定位を実現し、より精細なサウン 
ドステージを再現します。 


MPEG-2 AAC 

巨 S デジクル放送および地上汲デジタル放送が採用 

している音声方まで、 MPEG 2 規格のひとつです。 

高圧縮率と高音質が特長で、 2 ch ステレオ音声に化 

え、 5.1 ch サラウンド音声や多言語放送を巧能じし 

ています。 

ご注意 

DTS について 

• DTS 信号の再生はデジクル入力時のみ可能でず。 
DTS - CD や DTS - LD を再生ずる場合、プレーヤー 
のアナ□グ音声化力から ノイズが化力されている 
ことがありまず。必ずプレーヤーのデジタル化力 
端子と本機のデジクル人力端子を接続してご使用 
ください。 

上記ノイズ出力の理由じより、本機で DTS - CD や 
DTS - LD を再生中は、デジクル、アナ□グ入力の切 
り替え動作などを禁止している場合があります。 
一度プレー中一側を STOP 状態にしてから行って 
ください。 

• お手持ちのプレー中一じよっては、 DTS 再生をす 
ると短いノイズが発生する場合げありまず。これ 
は動作不良ではありません。 

• DTS レーザーディスクや DTS CD の信号がほか 
のサラウンドモードで再生されている闇は 、 Main 
Menu の Input Setup や A / D ボタンを使って、デ 
ジタル入力からアナ□グ入力へ切り替えることは 
できません。 

• DTS エンコードされたソフトウェアをゾーンで 
聴くことはできません。 

• VCROUT 、 TAPEOUT 、 CD/CDR OUT 端子から 
は、アナ□グ音声信号だけが化力されまず。これ 
らの端子を使用して DTS 対応の CD や LD から 
録音しないでください。 DTS エンコードされた 
信号は、ノイズとして録音されてしまいます D 

Dolby Digital Surround EX について 

• Dolby Digital Surround EX エン〕ードされたソ 
フトウェアを目.1チヤンネルで再生するときは、 
EX / ES モードに設定してください。 

• Dolby Digital Surround EX エン〕ードされた 
ソースの中には、識別信号が含まれないものがあ 
ります。この場合は手動で EX/ES モードを設定 
してください。 


96 kHz/192 kHz PCM 才ーディオについて 

• DVD ビデオ/オーディオディスクの場合のよ 
うじ、 PCM 信号をサンプリング周波数96/192 
kHz で再生するときは、 AUTO モード、ピュアダ 
イレクトモード、ソースダイレクトモード、ステレ 
オモードを使用できまず。 

• お手持ちの DVD プレー中一[こよっては、デジタル 
化力が制限されることがありまず。詳細じついて 
は、お手持ちのプレー七一の取撒説明書を参照し 
てください。 

• DVD ディスクの中にはコピープ□テクト機能を 
持つものげありまず。このようなディスクを使用 
したときは、9目 kHz の PCM 信号は DVD プレー 
ヤーから化力されません。詳細じついては、お手 
持ちのプレー中一の取扱説明書を参照してくださ 
い。 

HDCD について 

• HDCD はデジタル入力の場合にのみ有効です。 

• お手持ちの CD プレーヤーじよっては、プレーヤー 
を本機にデジクル接続しても特定の HDCD ソー 
ス信号を再生できない場合がありまず。 


各部の名称 基本接続 基本操作 応用接続システムちトアップ応用操作 fi つたときは 

V_/ 









Neural-THX Surround は楽器やボーカル、 
残響などマスキングされてしまいがちな音の 
ディティールを再現し、ろまでの CD やデジタ 
ルメディアプレイヤーなどの适常のステレオ 
信号やサラウンド処理された信号では得るこ 
とのできなかった素晴らしい体験をリスナー 
に届けまず。 Neural-THX Surround はサラウ 
ンドをさらなる高いレベルに引き上げる技術 
です。 


藝 dti 

Diaital Surround 
ESI Neo:6 I 96/24 

ScttS-HD 

Master Audio 

藝 ctts~HD 

High Resolution Audio 


" DTS " " DTS-HD マスター オーデイオ"および 
" DTS - HD 八イレソリユーシヨンオーデイオ" 
は 、 Digital Theater System , Inc . の登録商標 
または商標でず。 


• DTS-HD マスターオーディオ 

DTS - HD マスターオーディオは、プ □フェツ 
シヨナルスタジオで作6れるマスター音源を、 
その品質のまま、データの損失なしにリスナー 
まで届けることのできる技術です。 DTS-HD 
マスターオーディオは、96 KHz /24 bit では 
7.1 チャンネル、 192 kHz /24 bit では6チャン 
ネル音声をオリジナル音源のデータを欠損さ 
せることなく伝送ずることを可能にしていま 
ず。 DTS - HD マスターオーディオは、音楽や巧 
画の音声の作り手であるアーティストの意國 
したとおりの音声を受け手に届けるための貴 
重な技術であるといえましょう。 


• DTS-HD ハイレゾリユーシヨンオーデイオ 

DTS - HD 八イレゾリユーシヨン.才ーデイオ 
は> 最大ス1チヤンネルまでの音黄をほ1まオリ 
ジナルと区別できない八イクォリティで伝を 
することが可能なフォーマツトでず。 DTS - 
HD 八イレゾリユーシヨン.才ーディオは96 
KHz /24 bit の 7.1 チヤンネルの音声を伝を巧 
能にしています。 


各部のるお 基本接続 基本操作 応用接続システムセットアップ応用操作西ったときは 
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田 DOLBY 田 DOLBY 

DIGITAL EX I TRUEIE I 

PRO LOGIC llx i 




田 DC 

DIGITAL 


OLBY 


PLUS 


田 DOLBY 

VIRTUAL I 
SPEAKER I 


ドルビーラボラトリーズか 6 の実施権に基づ 
き製造されています。 

Dolby , ドルビー ， Pro Logic , およびダプル D 
記号および" AAC " □ゴは、ドルビーラボラト 
リーズの商標です。 


• ドルビー True HD 

ドルビー TrueHD は、次世代光ディスクメディ 
アにお用されている□スレス（可逆型）才一 
ディ オテク ノ □ジー です。 ドルビー TrueHD 
はスタジオマス ターの 高品質な音声 データ 
をビット単位の精度まで完全に再現しまず。 
HD 巧像と組み合わせることにより、ドルビー 
T 「 U e H D はこれまで想像できなかったほど八 
イクオリティなホームシアター体験を提供し 
まず。96 kHz /24 bit では最大8チャンネル、 
1 92 kHz /24 bit では最大6チヤンネルの音寅 
の 記録が巧能です。 


•ドルビーデジタルプラス 

ドルビーデジタルを高音質' 高機能に進化 
させたドルビーデジタルプラスは、 HD クオリ 
ティのデジタル TV 放をや光ディスクメディ 
ア、オンラインコンテンツなどの A / V エンタテ 
インメントにさ6にリ 、ソチな サラウンドサウ 
ンドを提供するための柔軟性と効率性を備え 
ています。ドルビーデジタルプラスの優れた 
コーディング劾率により、巧像やその化のサー 
ビスのために割り当てるビットレートに影響 
をちえることなく、最大 7.1 チャンネルの高品 
質なサラウンド音黄を実現ずることが可能に 
なりまず。 


巧 

エーエーシー アドバンスド オーデイオ コーデイング 

AAC (Advanced Audio Coding) 

己 S デジタル放をおよび地上波デジタル放送が 
揉用している音声方まで、 MPEG 2 規格のひと 
つです。高圧縮奉と高音質が特長で、 2 CH ス 
テレオ音声に力□え、 5. 1 CH サラウンド音声やを 
言語放送を可能にしていまず。じ(下はパテン 
トナンバーです。 


5848391 

5ぶ91,5己7 

5,451,954 

5,357,594 

5 752 225 

己，394,473 

5,633,981 

5 297 236 

4夕14,7 m 

5,579,43日 

08/678,66目 

98/03037 

98/03036 

5,のス788 

己，285,498 

5,781,888 

08/039,478 

08/211,547 

08/894,844 

5,299,238 

5,299ぶ39 

5,490,17日 

5,264,846 

5,268,685 

5,548,574 

5,717,821 

08/937,950 

08/57目，495 

08/392,756 


5 400 433 

5,の2,189 


5,583,962 

5ぶ74,740 


5,235,671 

07/640,550 


97/02875 

97/02874 


5,481,614 

5,592,584 


5,703,999 

08/557,046 


5,299,24日 

5,19ス087 


5,375,189 

5,581,654 


05-183,988 

08/506,729 














SRScmj 



Circle Surround II 、 SRS と (♦) 言己号は SRS 
Labs , Inc . の商標です。 

Circle Surround II 技術は 、 SRS Labs , Inc . から 
のライセンスに基づき製品化されていまず。 


Microsoft® 


HDCD 


H - dcdK HDCD®，High Definition Compatible 
Digtel ® および Microso がは、米国内や他の国 
におけるマイク□ソフト社の登録商標または商標 
でず。 HDCD システムはマイク□ソフト社からの 
ライセンスに基づき製造されています。この製品 
は下記の1つ(上の特許によって保護されていま 
す。 

米国内： 5,479,168、5,638,074、5,640,161、 
己，808,574、5,838,274、5,854,600、 
己ぶ64,311、5,872,531。 

才ーストラリア国内： 669114。 

ぞの他の特許は化願中。 


H ご mi 

" HDMI " " H 口 mi " および " High-Definition 
Multimedia Interface " は HDMI Licensing 
LLC の商標または登録商標です。 

• HDMI について 

HDMI とは従来の DVI のがね I Visual 
Interface ) 規格をさ6に発展させた巧しいそ見 
格です。巧像信号に力日えてオーディオ信号を 
デジタルで伝送する機能が追力□されています。 
音声/巧像用に複数のケーブルがあ要だった 
ちのが HDMI ケーブル1本で接続ができます。 
本機の HDM 认化力端子は Ver . I . Sa に対応し 
ています。 

《 HDMKHigh - Defin 出 on Multimedia Interface ) 


著作権保護について 

本機は HDCP ( High-band width Digital Content 
Protection ) じ対応しています。 HDCP はテ‘ータ 
の暗号化と巧手機器の認証か6なるコピープロ 
テクシヨン（著作権保畫）技術です。デジタル巧 
像コンテンツの保畫を目的じしており、本機とあ 
続する機器も HDCP に対応しているあ要があり 
ます。 HDCP に対応しているテレビ/モニター 
などと接続してください。 また接続する機器の取 
あ説明書をごを認のうえご使用<ださい。 


audysseyI 

- M U L 下 E Q 」 

性能の優れたスピーカーを導入してわ> 一般 
的なリスニングルームには、その音質を劣化さ 
せるような幾つかの要因があります。音質を 
劣化させる要因のひとつは、スピーカーからの 
オーディオ出力と、部屋の壁、床、天井といった 
大きな平面との巧互作用です。入念なスピー 
カー配置および音響処理を行った場合でも、部 
置の音響特性によって発生する重大な問題が 
あります。たとえば、スピーカーの近くの壁等 
の表面か6の反新や、室内の大きな平行面の圍 
に発生ずるを在汲などでず。ホームシアター 
環境では > 複数リスナーのリスニングポイント 
が存在ずるため>状況はさ6に複雑です。をリ 
スナーのリスニングポイントにおいて生じる 
音質への、部屋の音響特性による影響は大き< 
異なります。その結ま、室内において、それぞ 
れのリスナーごとに異なる度合いでシアター 
体験の劣化が生じまず。 

特に250 H zia 下の周波数域では、隣り合っ 
た2つの座席で10 dB もの音量の違いを至ず 
る場合もありまず。この問題に対ずる解ま策 
は、各スピーカーが部屋の音響特性とどのよう 
に柜互作用するのかを精密に測をした後で、音 
響特性の補正を行うことです。部屋の音響特 
性によって生じる、スピーカーの周波数特性の 
変動の程度は座席ごとに大きく異なりますの 
で、リスニングルームの複数箇所で音質を測定 
することが重要です。この複数箇所での測定 
は、リスナーが1人だけであってちお要です。 
これは、1ポイントだけの測走結までは、リス 
ニングルームの音響特性上の問題を正おに捉 
えることができず、をくの場合、結まとして全 
体のパフォーマンスを損ねる場合があるため 
です 。 Audyssey Mu 忙 Q は、大きなリスニン 
グエリア内の複数のリスナーを対まに，最適な 
リスニング環境を提供することを目的とした 
技術であり > 複数のリスニングポイントで収集 
されたをスピーカーからのテストデータを総 
合的に分析し > 部屋の音響特性を最小化ずる 
ための巧正を斤って、音響ふ、理学で巧6れる人 
間の聴覚の周波数分解能と一致させまず。 

さ6に、 MultEQl こよる巧正は，周波数領域と 
時圍領域に関して適用され、部屋の音響特性 
の従来のイコライゼーシヨン方までは発生ず 
る場合があった > 不鮮明さや過剰な共鳴といっ 
たアーチファクトを除去します。 


広いリスニングエリア巧での周波数特性の問 
題のネ甫正に力□えて 、 Audyssey MultEQ では、 
完全自動化されたサウンドシステムのセット 
アップが提供されます。これにより、アンプ 
に接続されたスピーカーの数と、それらがサテ 
ライトスピーカーまたはサブウーファーであ 
るかどうかが自動認識されます。少なくとも 
1つのサブウーファーが接続されている場合, 
Audyssey Mu 忙 Q では、各サテライトスピー 
力一と サブウーファー園の最適なク □ス オー 
バー周液数がまをされます。 スピーカーの極 
性が自動的にチェ、ソクされ、他のスピーカーに 
対してぶ位柜に接続されたスピーカーがある 
場合には警告されます。メインリスニングポ 
イントか6をスピーカーまでの距韻が測をさ 
れ、各スピーカーからサウンドが聴こえてくる 
タイミングが合うようにディレイが調整され 
ます。そして最終的には、をスピーカーの再生 
音量が測走され、すべて同じレベルになるよう 
に音量トリムが調整されまず。 


Audyssey MultEQ は 、 Audyssey ラボラト 
リーズ社からのライセンスに基づき製造され 
ていまず。米国およびタト国特許化願中でず。 
MultEQ は Audyssey ラボラトリーズ社の登 
録商標です。 


X.V. Color 

「 x . v . Color 」 は、 ソニー 株式会社の商標です。 


Windows および Windows Media Audio は' 
米国 Microsoft Corporation の米国およびそ 
の化の国における登録商標または商標です。 

iTunes は、米国 Apple Inc . の米国およびその 
化の国における登録商標または商標でず。 
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仕様-外観寸法図 


FM チューナー部 

周波数範囲 .76.0 — 90.0 MHz 

実用感度 . IHF 1.8 mV /16.4 dBf 

S / N 比 . モノラル/ステレオ75/70 d 巨 

歪み . モノラル/ステレオ0.2/0.3 % 

ステレオセパレーシヨン . 1 kHz 45 d 目 

実効選択度 . ±300 kHz 60 d 目 

イメージ妨害比 . 83 MHz 50 d 巨 

チューナー出カレベル 

.1 kHz , ± 7已 kHz Dev 800 mV 


ュ—す—逃 

周波数範围 ........ 


. 531-1602 kHz 

実用感度 . Loop 400 uV/m 

S / N 比 . 己日 d 目 

歪み .400 Hz , 3096 Mod 0.596 

実効選択度 . + 18 kHz 70 d 巨 


才ーディオ部 

出力に0 Hz - 20 kHz/THD 二0.089 6) 

フ□ント L/R . 8 0100 W/Ch 

センクー . 8 0100 W/Ch 

サラウンド L/R . 8 0100 W/Ch 

サラウンドバック L/R . 8 0100 W/Ch 

フ□ント L/R . 6 Q 125 W/Ch 

センクー . 6 Q 125 W/Ch 

サラウンド L/R . 6 Q 125 W/Ch 

サラウンドパック L/R . 6 Q 125 W/Ch 

入力感度/インピーダンス…180 mV /47 k Q 
S/N 比（アナ□グ人力/ピュアダイレクト） 

. 105池 

周波数特性 

(アナ□グ入力/ピュアダイレクト） 

. 8 Hz - 100 kHz (+ 3服） 

(デジタル入力/ 9目 kHz PCM ) 

. 8 Hz -45 kHz (+ 3 d 巨） 

ビデオ部 

信号ちま . NTSC 

入力-化カインピーダンス . 75 Q 

入化カレべル . 1 Vp-p 

S/N 比 . 60 d 巨 

周波数特性（ビデオ、 S - ビデオ） 

. 己 Hz -8 MHz (- IdB ) 

周波数特性（コンポーネント Video ) 

. 5 Hz - 80 MHz (-3 dB ) 


バージョン .1.3 a [入力] 

.1.3 a [化力〕 

娃鳥單 

IJ モコン ( RC 003 SR ). 1 

単4お乾電池 . 2 

7イク . 1 

AM ループアンテナ . 1 

FM アンテナ . 1 

電源コード . 1 

取扱説明書 . 1 

保証* . 1 

総合 

電源電圧 . AC 100 V 50/60 Hz 

消費電力(電気 巧 品安全法による） . 600 W 

スタンバイ消費電力 

(ノーマル） .0.7 W 

(エコノミー） .0.4 邮 

重量 .13.2 kg 


各部の名お ま本接続 基本操作 応用接続システムセットアップ応用操作困ったときは 
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本機の仕様およびが観は、改良のため予告なく変更することがありますのでご了承くださし、。 





































































































































































お手入れ 


保証-アフターサービスについて 


• セットがちれた時は柔らかい布でからぶきしてく 
ださい。汚れがひどい時は食器用洗剤を5〜6倍 
じうずめ、やわらかい布に浸し、固く絞って汚れを 
ふきとったあと、乾いた布でからぶきしてくださ 
い。 

• アルコール、シンナー、ペンジン、殺虫剤など揮発 
性のものが付着ずると塗装がはげたり、光おが失 
われることがありますから絶対じご使用じならな 
いでください。また、化学ぞうきんでこすったり、 
長時間接触させたままにしておきますと変質した 
り、塗料がはげたりずることがありますのでごを 
意ください。 


1. この商□ちじは保証書を別途添付してありまず。 
保証書は r 販売店巧 ■ 保証期間」をご磕認の上、 
販売店からお受け取りいただき、よくお読みの 
上、大切に保をしてください。 

2. 本体の保証期間はお買い上げ日より1年間でず。 
お買い上げ販売店又は弊社営業所で保証記載事 
項に基づき r 無料修理」致します。 

3. 保証期間經過後の修理じついて。 

修理によって機能が維持できる場合は、お客様 
のご要望じより有料修理致します。 


ステレオ音のエチケット_ 

薬しい音楽も時と場所(こよっては気になるもので 
ず。離お所への配慮（思い节り）を十分じいたしま 
しょう。 

ステレオの音量はあなたのムがけ次第で大きくもル 
さくもなります。特に静かな夜間には V さな音でも 
通り节すいものでず。夜間の音楽観賞には特に気を 
配りましょう。窓を閉めたり、へ、ソドホンをご使用 
になるのも一つの方法でず。お互いじムを配り、快 
い生活環境を守りましょう。 



4. 当社はこの製品の補修用性能部品を製造巧切禮 
最低8年間保有しています。 

己.補修巧部□ちの詳細-ご贈誓-ご転居等アフター 
サービスについての不明な点は、お買い上げ販 
売店または取扱説明書の裏面に記載のお客様巧 
談センクーに遠慮なくご相談ください。 

目.修理を依頼される際には、お手数ですがもう一 
度"困ったときは"をご参照の上よくお調べくだ 
さい。それでも直らない時は、必ず電源プラグ 
を抜いてから、お買い上げ販売店または当社営 
業所、サービスセンクーにご連絡ください。 


ご連絡いただきたい内容 
1) 品を AV サラウンド レシーバー 

の品番 SR 6003 

3) シリアルナンバー(製造番号） 

3) お買上げ日年月日 

4) 故障の状況(できるだけ具体的に） 

目）ご住所 

6) おを前 

7) 電話番号 


各部の名称 基本接続 基本操作 応用接続システムちトアップ応用操作 fi つたときは 
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ットアップコード 


テレビ 


ソースボタン名 ： TV 

Acer... 1141 

Admiral.... 1002,1009,1089 

Aiko.1059 

Aiwa. 1117,1118 

Akai. 1001 

Amtron.1023 

Anam.......1113 

Anam National.1023, 1069, 1092 

AOC......... 1003,1024,1049,1127 

Audiovox. 1023 

Bell & Howell.1009,1025 

Benq. 1104,1142 

Broksonic. 1003,1097,1098, 1113 

Celebrity. 1001 

Citizen. 1003,1013, 1023 

1026,1059,1063 

Colortyme. 1003, 1043 

Contec.1113 

Contec/Cony.1023,1045,1047 

Craig.1020,1022,1023,1113 

Crown. 1023,1067 

Curtis Mathes. 1003,1013,1025 

1026,1062,1103,1110 

Daewoo. 1003,1013,1024, 1035 

1036,1059,1084,1101 

Daytron. 1003,1013,1016 

Dimensia. 1103,1110 

Dumont. 1003,1010, 1153 

Electroband. 1001 

Electrohome. 1001, 1003,1069,1133 

Emerson... 1003,1013, 1015 

1020,1021,1022,1023 

1025,1038,1044,1045 
1048,1055,1061,1094 

1096,1099,1101,1113 

Envision. 1003 

Fisher. 1025,1051,1091, 1160 

Fujitsu. 10% ， 1124,1125,1155 

Funai. 1023,1038, 1113 

Gateway. 1150 

GE. 1003,1018,1022,1046 

1054,1069,1085,1103 

1110,1113,1133,1136,1153 

Goldstar. 1003,1013, 1024 

1030,1045,1080 
1100,1112,1154 


Hallmark. 1003 

Hisense.1116 

Hitachi. 1003,1012,1031,1032 

1037, 1041,1045,1047 
1065,1068,1082,1088 
1094,1139,1140,1145,1159 

Infinity.1067 

Janeil.1134 

JBL.1067 

JC Penney. 1003,1013,1018 

1019,1024,1026 
1046,1047,1054 
1063,1083,1085 

1100,1103,1110 
1112,1133,1154 

Jensen. 1003 

JVC. 1028,1029,1045 

1047,1050,1060,1065 

Kawasho. 1001,1003 

Kenwood. 1003 

Kloss Novabeam. 1023,1056, 1057,1134 

KTV. 1013,1023,1033 

1034,1073,1099,1113 

LG.1024,1030 

M.Wards. 1002,1009,1038 

Magnavox.1003,1052,1053 

1056,1057,1063 
1067,1081,1106 

Marantz.1003,1031.1067,1122 

Mitsubishi. 1003, 1024, 1051 

1115,1122,1133 

Motorola.1014, 1069 

NEC. 1003,1012,1024,1043,1069 

NET-TV.1137, 1150 

Orion.1020,1096 

Panasonic. 1017,1067,1069,1095,1111 

Philips. 1003,1011,1045,1052 

1054,1056,1057,1058 
1063,1067,1069,1106 

Pioneer. 1003,1018,1037 

1070,1071,1094 
1145,1147,1149 

Plasmsync.1135 

Portland. 1003,1013,1024,1059 

Price Club.1026 

Prism.1018 

ProScan.1004,1005.1006.1007 

1008,1085,1103,1110 

Proton.1003, 1045 

Quasar. 1010,1069,1073,1111, 1153 
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Radio Shack. 1003,1013,1015 

1023,1024,1025,1045 

1100,1103,1110, 1113 

RCA. 1003,1004,1005 

1006.1007,1008 
1014,1024,1049,1069 
1075,1079,1085,1087 
1088,1093,1094,1101 

1103,1110,1113, 1153 


Realistic. 1013,1015,1023,1025 

1045,1100,1103,1110 

Runco. 1010, 1153 

Sampo. 1150 

Samsung. 1003,1013,1024,1026 

1040,1045,1062,1078 
1083,1090,1100,11051114 

1120. 1121.1146.1148. 1157 

Sansui.1119 

Sanyo. 1003,1025,1051,1072 

1077.1091.1156.1157.1158 
Sharp. 1003,1013,1014 

1015,1045,1055,1064 
1066,1076,1089,1123 

Signature. 1009 

Sony. 1001,1102,1108 

Soundesign. 1003, 1023,1038,1063,1113 

Starlite.1023 

Supre-Macy.1U4 

Sylvania. 1003,1039,1042 

1052,1053,1056,1057 
1063,1067,1089,1151 

Symphonic. 1023,1039,1044 

Tandy. 1014 

Tatung. 1069 

Technics.1018 

Techwood.1003, 1018 

Teknika. 1003,1009,1013,1023 

1024,1026,1038,1045 

1047,1059,1063,1111,1113 

Telecaption.1074 

Toshiba. 1003,1019,1025 

1026,1042,1074,1098 
1107, 1111,1135, 1136 

Totevision. 1013 

Universal. 1046,1054 

Video Concepts.1113 

ViewSonic. 1006, 1022, 1109 

1128,1129,1130, 1131 
1138, 1143,1145, 1150 


Wards...... 1003,1009,1015 

1024,1038,1044,1046 
1052,1054,1056 ,1057 

1067,1086,1103,1110 

White Westinghouse. 1001,1101 

Yamaha. 1003,1024 

Zenith. 1003,1009,1010 

1132,1144,1153 


_ CD プ レーヤー 

ソース ボタン 名 ： CD 


AIWA. 3001.3002, 3003 

AKAI. 3004, 3005, 3006 

AUDIO ..3007 

AUDIO LABS................................. 3008 

CALIFORNIA................................. 3008 

CARVER... 3010.3011.3009 

CASIO.3012, 3020 

CURTIS. 3020,3012 

DENON.3013 

EMERSON...........3014 

FISHER................ 3011,30 15, 3016, 3017, 3018 

GE.3019 

GENEXXA... ..3014, 3021,3020 

HARMON.3022, 3023, 3051 

HITACHI.3020 

INKEL.3024 

JC PENNEY.3012, 3020, 3025 

JVC........3026, 3027 

KARDON..3022, 3051,3023 

KENWOOD.....................3028, 3029, 3030, 3031 

3032, 3033 

KRELL. 3010 

LUXMAN. 3035, 3036, 3037, 3038 

LX 1.3012, 3020,3014 

MAGNAVOX. 3010.3039.3040 

MARANTZ................. 3010, 3041,30 42, 3043 

MATHES.... 3012,3020 

MCS... 3012,3020 

MGA...3023 

MISSION.3010 

MITSUBISHI.3023, 3044 

NAD. 3034, 3045 

NAKAM に HI. 3046, 3047, 3048 

NEC MCS.....3025 

NIKKO...3007, 3016 

ONKYO... 3049,3050,3051,3052 

3055,3102,3103 














































































































































OPTIMUS.................................. 3011,30 14, 3020, 3028, 3053 

3054, 3056, 3057, 3058, 3059 

PANASONIC.....3008, 3060, 3061 

PHILIPS.................... 3009, 3010, 3010, 3040 

PKDNEER.3020, 3021,3062, 3063, 3064 

QUASAR. 3008 

RCA. 3011,3014, 3065, 3066, 3067 

3068, 3069 

REAUST に . 3011,30 14, 3020, 3042 

3054, 3057 

ROTEL....... .3010 

RS ORIGINAL............................................. 3070 

SAE. 3010, 3083 

SAMSUNG.3071 

SANSUI. 3014, 3068, 3072, 3073 

SANYO. 3011, 3018, 3074, 3075, 3076 

SCOTT..................... 3014 

SEARS.....3012, 3014, 3020, 3028, 3042 

SHARP.................................................3028, 3042, 3077 

SHERWOOD............................3042, 3056, 3070, 3078, 3024 

SHURE.3025 

SONY.30 ： 39, 3079, 3080, 30 引， 3082, 3097 

3098, 3099,3100,3101 

SYLVANIA. 3010 

SYMPHON に ... .3083 

TEAC.......3016, 3042, 3057, 3083, 3084 

3085, 3086 

TECHN に A.3007, 3008, 3061,3087, 3088 

THETA DIGITAL. 3040 

TOSHIBA.3045 

V に TOR.3026 

YAMAHA.3007, 3089, 3090, 3091,3092 

ZENITH..................... 3016, 3093, 3094, 3095, 3096 


_ DVD プレーヤー 

ソースボタン名 ： DVD 


Aiwa. 2036,2037 

Apex. 2012,2017,2018,2019,2021,2034 

BOSE.2038,2039,2063 

Denon.............2047,2048 

Funai....... ..................2049 

GE ....... 2009, 2020, 2029, 2033 

Harman Kardon.... 2061 

Hitachi.2008,2012,2031 

JVC. 2006,2010,2040 

2041,20 42, 2043 

Kenwood.2053,2054 

Koss. .2058 

Magnavox.2007,2011,2023,2025 

Marantz. ….….2025 

Marantz (Blu-ray). 2064 

Mitsubishi. 2011,2015 

Onkyo.2062 

Oritron.2009,2030 

Panasonic.2003,2015,2016, 2055 

Philips....... 2007,2011,2058 

Pioneer. 2002,2014,2056 

ProScan.............2009,2020,2032 

RCA.................... 2005, 2009, 2020, 2035, 2057 

Sampo. 2041 

Samsung. 2008,20 12,2022,2024,2027 

Sanyo.2050,2052 

Sharp. 2044,2045 

Sherwood..........2051 

Sony......... 2001,2013,2059 

Toshiba......2004,2008,2026,2028 

Yamaha.. 2046, 2060 

Zenith. 2010 


衛生放送チューナー 
ソースボタン名 ： DSS 

Alphas ね r. 4027 

Amstrad. 4046,4047,4050 

Atsky..... 4048 

BSkyB. 4021,4045,4046 

Chaparral. 4039 

DIRECTV......... 4001,4016,4044 

DISH Network. 4030 

Drake. 4026 

EchoStar... 4007, 401 7, 401 8, 401 9, 4020 

4062, 4063, 4064 

Eurosky.4047, 4056 

Express Vu. .............4017 

Foxtel. 4051 

Freesat. 4056 

Fujitsu... 4025 

GE. 4002, 4008, 4009 

General Instruments. 4036,4037 

Gradients.... 404 4, 4057 

Hitachi. 4001,4015 

Hughes. 4001,4016 

Humax... 4049,4050, 40 引， 4052,4053 

Janeil.4025 

JVC. 4017 

Mitsubishi... ...4001 

Nokia. 4058,4059,4060, 4061 

Optima. 4048 

Panasonic. ..4004,4010 

Philips. 4031,4035,4044,4057 

ProScan. 4002,4008,4009, 4011 

Radio Shack. 4036,4037 

RCA. 4002, 4008, 4009, 4029 

Realistic. 4040 

Rural Cable. …………..….4036 

Samsung.4022,4027, 4042,4043,4050,4054, 4055 

Schneider. 4041,4043 

SKY........ 4044,4045,4057 

Skyplus.4048 

Skysat. 4041,4047, 4056 

Sony. 4003, 401 2, 401 4, 4065,4066,4067 

Star Choice. 4032 

Star Irak.4024 

STS. ...4038 

SuperDish.4028 

Teac. 4049 

Thomson..... 404 6, 4056 

Toshiba. 4001,4034 

Uniden. 4005,4006, 4013 

Universum. 4056 
















































































































mai^antz 


お客様ご相談センター 


巧 （03) 3719-3481 

ご相談受付時間 

9 : 30 - 12 : 0013 : 00- 17 : 00 
(±日祝日当社休日を除く） 


修理に関しましては添付の 「製品のご相談と修理.サービス窓口のご案内」 をご覧くださし、。 


株式会社マフンツコ ンシュ-マ-マ-ケティング 


当社の最新情報をインターネット上でご覧下さい。 

http://www.marantz.jp 



Printed in China 


09/2008 541110127013 M mzh-d 





